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  編 集 に あ た っ て              
 

１． 本書は，平成１７年中における土浦市消防業務の概要と，消防 

力の実態について収録し，消防事情を紹介するとともに，将来の 

参考に資するため編集した。 

２．統計，予防編，警防編，救急救助編は，平成１７年１２月３１

日現在，その他は，平成１８年４月１日現在とした。 

３．気象は，消防本部の測定による。 

 
 

  平成１８年４月 

 
 

土 浦 市 消 防 本 部 



わがまち土浦 
 
土浦市は，東京から常磐線で僅か１時間余り，首都圏６０㎞圏域に位置し，北には万葉

集にも歌われた関東平野に屹立する紫峰筑波山を仰ぎ，東にわが国２番目の広さを持つ霞

ヶ浦を臨む水郷国定公園の玄関口である。 
年間を通して凌ぎやすい気候風土に恵まれ，過去においての災害による大被害は，地形

の関係上水害の色が濃く，霞ヶ浦に注ぐ桜川のデルタを中心として発達した人口１３万５

千人余の商工業都市である。 
朝は藍，昼は緑，そして夕に紫と山肌の色を変える筑波山のごとく，平安末期にその母

胎が造られたという当市は，時代の変遷とともに江戸時代以降，常に県南の中心的役割を

果たし，数えきれないほどの歴史，遺産が今も息づいて語りかけている。 
江戸時代，陸前浜街道の宿場があり，土浦藩主土屋氏の城下町として，また霞ヶ浦西岸

の地の利を得て農産物の集散地として政治，経済，文化が繁栄した。当市に消防組織とい

える火防人足制度が誕生したのもこの時代である。 
明治２８年には，県北の常磐炭鉱の石炭が京浜工業地帯のエネルギーとして注目をうけ，

常磐線（日本鉄道株式会社の海岸線）が敷設され，土浦地方発展に大きな影響をもたらし

た。 
戦時中は，隣接阿見町に７つボタンで有名な霞ヶ浦航空隊（予科練）が置かれ，軍都土

浦として全国に名を馳せた。 
国・地方を通じる財政の著しい悪化など市町村行政を取り巻く情勢が大きく変化してい

る中にあって，基礎的地方公共団体である市町村の行政サービスを維持し，向上させ，ま

た，行政としての規模の拡大や効率化を図るという観点から，平成１８年２月２０日新治

村と合併し，「新しい土浦」のまちづくりがスタートした。 
係る中，第６次総合計画に基づき，２１世紀に飛翔する本市の将来都市像を「生き生き

と輝く 人と環境にやさしいまち土浦」と定め，活力に満ちた個性的なまちづくりをめざし
ている。 

 

 



位置及び地勢
（１）市　章

（説明）「土」という字を巧み
に図案化したもので，霞ヶ浦の
さざ波と，桜川にうつる桜の花
弁で，優雅な美を描き，外輪の
円は平和を意味し，市民の協和
と伸びゆく市勢を端的に象徴し
たものである。

（２）位　置
　　　東経　１４０゜１２´
　　　北緯　　３６゜０４´
　　　海抜　　１７．５０ｍ

（３）面　積
　　　１２３．５４ｋ㎡

人口と世帯数 （平成１8年４月１日現在）

　◎ １世帯当たりの人口 2.7人
　◎ １ｋ㎡当たりの人口 1259人
　◎ １ｋ㎡当たりの世帯数 471世帯

年 度 
14 15 16 17 18

 区 分

人　　　口 134,985 134,881 134,928 134,741 143,262

世　帯　数 50,160 50,531 51,163 51,453 53,633



総務編 
 

Ⅰ 消防組織  

生活環境の整備の一翼を担う消防は，都市の基本条件である安全を確保し，安らぎのあ

る環境を築くことを究極目標として，平成１８年 2 月２０日新治村と合併し，１本部６署

所，職員１７９名，団員５７１名の体制をもって各種災害に取り組んでいるところである。 

急速に進展する高度情報化，救急需要の増加，災害の複雑化・大規模化に適切に対応す

るべく，施設を整備強化すると共に，継続かつ基本目標である人員，車両及び水利の確保

整備に努めている。 

また，量的充実を望めない今日，職団員の教養に力を注ぎ，質的充実をめざしていると

ころである。 

 

Ⅱ 消防予算 

当市の消防予算は，市一般会計予算に対し４％以上確保することを前提に，１０万都市

消防としての体制づくりに努めてきたところである。新たな世紀，２１世紀がスタートし

た今，「第６次土浦市総合計画」が定めた将来像「生き生きと輝く，人と環境にやさしいま

ち，土浦」を念頭におき，近年における都市構造や市民生活様式の変化に対応できる消防

力の整備を，財政硬直化にあっても進展させているものである。 

 

Ⅲ 消防施設         

  消防施設は，遂年整備強化を図り，現在，化学車，梯子車，救助工作車をはじめとする

消防車両等２９台，高規格救急車６台を配置，消防団においては消防ポンプ車２４台，小

型動力ポンプ積載車１５台を配置し，これらの車両を更新整備すると共に，時代の要請に

応じた車両及び各種器材の導入を推し進めている。    

 



１．消 防 組 織 図
総 務 係

総 務 課
財 務 係

予 防 係
消 防 本 部 予 防 課
(消防長) 危 険 物 係

警 防 係
警 防 課

消 防 団 係

救急救 助課 救急救 助係

通信指 令課 通信指 令係

庶 務 係

予 防 係

土浦消 防署 消 防 係

南 分 署 救急救 助係

並木出 張所 機 械 係

庶 務 係

予 防 係

荒川沖消防署 消 防 係

救急救 助係

機 械 係

庶 務 係

予 防 係

神立消 防署 消 防 係

救急救 助係

機 械 係

庶 務 係

予 防 係

新治消 防署 消 防 係

救急救 助係

機 械 係

市
 
 
 
 
長

 1



２．消防本部及び消防署事務分掌

（１）消　防　本　部

課　　　名 係　　　名

1 . 消防事務の企画及び総合調整に関すること。

2 . 組織及び制度に関すること。

3 . 公印の管守に関すること。

4 . 文書の収受,発送及び保存に関すること。

5 . 消防関係例規の制定及び改廃に関すること。

6 . 職員の任免,賞罰,服務その他身分に関すること。

7 . 職員の給与,勤務時間その他の勤務条件の決定に関すること。

8 . 職員の定数及び配置に関すること。

9 . 職員の昇格及び昇給に関すること。

総　務　係 10 . 職員の勤務成績及び評定に関すること。

11 . 職員の福利厚生及び健康管理に関すること。

12 . 職員の研修に関すること。

総　務　課 13 . 職員の公務災害補償に関すること。

14 . 渉外事務に関すること。

15 . 消防統計に関すること。

16 . 消防広報に関すること。

17 . 各種証明に関すること。

18 . 各種消防長会に関すること。

19 . 本部内各課及び各消防署との連絡調整に関すること。

20 . その他各課の主管に属しない事項に関すること。

1 . 予算及び決算に関すること。

2 . 物品の購入,保管及び出納に関すること。

3 . 職員の給与品及び貸与品に関すること。

財　務　係 4 . 旅行命令に関すること。

5 . 消防施設の整備及び管理に関すること。

6 . 消防用財産に関すること。

7 . 都市計画法に基づく開発行為の指導に関すること。

1 . 火災予防及び広報に関すること。

2 . 建築物の確認,許可及び認可の同意に関すること。

3 . 消防用設備等の設置及び指導に関すること。

予　防　係 4 . 建築物等の防火に関すること。

5 . 予防査察に関すること。

予　防　課 6 . 防火管理の指導に関すること。

7 . 各種消防クラブの育成指導に関すること。

8 . 防火協会に関すること。

1 . 危険物の規制に関すること。

危険物係 2 . 危険物による火災予防に関すること。

3 . 高圧ガス等に係る火災予防に関すること。

4 . 危険物安全協会に関すること。

2

事    　　務   　　分    　　掌



課　　　名 係　　　名
1 . 火災,水害その他の災害の警戒防御及び調査に関すること。
2 . 消防技術の研究,訓練及び指導に関すること。
3 . 消防機械器具の研究及び技術指導に関すること。

警　防　係 4 . 消防計画に関すること。
5 . 消防の行事に関すること。

警　防　課 6 . 消防相互応援協定に関すること。
7 . 自主防災組織の育成指導に関すること。
1 . 消防団の組織運営に関すること。
2 . 消防団員の任免,表彰及び報酬等に関すること。

消防団係 3 . 消防団員の公務災害補償に関すること。
4 . 消防団員の福利厚生及び健康管理に関すること。
5 . 消防団員の教養訓練に関すること。
6 . 消防協会に関すること。
1 . 救急救助技術の研究及び指導に関すること。
2 . 救急隊員及び救助隊員の教養訓練に関すること。
3 . 救助隊に関すること。

救急救助課 救急救助係 4 . 救急救助統計に関すること。
5 . 応急手当の普及啓発に関すること。
6 . 救急救助資機材の管理に関すること。
7 . 患者等搬送事業の育成指導に関すること。
1 . 火災,救急その他災害出動指令及び通信統制に関すること。
2 . 通信機器の運用及び維持管理に関すること。

通信指令係 3 . 火災,その他の災害及び救急情報の収集に関すること。
4 . 気象情報の収集及び伝達に関すること。
5 . 火災警報の発令に関すること。

3

事    　　務   　　分    　　掌

通信指令課



（２）消　　防　　署

係　　　名

1 . 署員の配置及び休暇等に関すること。

2 . 文書の収受,発送及び保管に関すること。

庶　務　係 3 . 公印の管守に関すること。

4 . 消防統計に関すること。

5 . 庁用備品等の維持管理に関すること。

6 . その他各係に属しない事項に関すること。

1 . 火災予防に関すること。

2 . 火災予防思想の普及に関すること。

3 . 建築物の確認,許可及び認可の同意に関すること。

予　防　係 4 . 危険物の規制に関すること。

5 . 高圧ガス等による火災予防に関すること。

6 . 消防用設備等の設置及び指導に関すること。

7 . 予防査察に関すること。

8 . 防火管理に関すること。

1 . 火災,水害その他の災害の警戒防御に関すること。

2 . 火災の原因及び損害の調査に関すること。

消　防　係 3 . り災証明に関すること。

4 . 地理水利に関すること。

5 . 署員の訓練に関すること。

1 . 救急救助事務に関すること。

2 . 救急隊員及び救助隊員の教養訓練に関すること。

救急救助係 3 . 応急手当の普及啓発に関すること。

4 . 救急救助資機材の管理に関すること。

5 . 救急救助技術の指導に関すること。

機　械　係 1 . 消防機械器具の維持管理,運用及び技術に関すること。

2 . 機関員の技術監理に関すること。

事    　　務   　　分    　　掌
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３．消防力の基準と現有

区　分 消  防 救　急 救　助 予　防 庶  務

基準 計 消防長 通信員充足率

現有別 隊　員 隊　員 隊　員 要　員 要　員

基　　準 285 1 180 54 15 10 12 13

現　　有 179 1 121 17 10 5 12 13

区　分

基準

現有別

基　　準

現　　有

区　分 指揮車 ポンプ 化  学 梯  子 救　助 救  急 小　型

基準

現有別 自動車消防車自動車工作車自動車消防艇

基　　準 4 10 1 2 1 6 1

現　　有 4 10 1 2 1 6 1

充 足 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

区　分

基準

現有別

基　　準

現　　有

25

100%

消　防　本　部 消　防　署 ・所 充　　足　　率

6

6

（１）人　　員

1

1

（２）署　　所

521

（３）消防車両

（４）消防水利（消防水利の基準に基づく水利）

計

1,591

1,332

676

100%

計

25

63%

885

781
83.7%

充足率そ　の　他

30

30

防火水槽消　火　栓
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４．消  防  職  員

 （１） 消防職員の定員及び実員

 (２) 消防職員の配置状況

179 ( 18 ) 1 3 ( 1 ) 17 32 ( 1 ) 55 ( 7 ) 45 ( 5 ) 9 ( 0 ) 17 ( 4 )

32 ( 18 ) 1 1 ( 1 ) 6 14 ( 1 ) 8 ( 7 ) 2 ( 5 ) ( 0 ) 0 ( 4 )

1 1

7 ( 4 ) 2 2 2 ( 1 ) 1 ( 2 ) ( 1 )

5 ( 7 ) 1 4 ( 2 ) ( 2 ) ( 3 )

3 ( 4 ) ( 1 ) 1 2 ( 2 ) ( 1 )

3 ( 3 ) 1 2 ( 1 ) ( 2 )

13 2 4 6 1

147 2 11 18 47 43 9 17

1 1

53 4 5 16 17 2 9

1 1

13 3 6 4

1 1

13 1 5 6 1

1 1

22 2 2 7 5 4 2

1 1

22 2 2 8 7 3

1 1

18 4 5 4 2 3

消
 
 
 
 
 
防
 
 
 
 
 
署

（   ）は兼任者

新
治
署

署          長

署          員

神
立
署 署          員

所   員

179

計

185

実                    員

階  級 

 区  分

定                    員

消防士
階     級  

  区     分

消   防
司   令

消   防
司令補

消   防
士   長

消   防
副士長

計
消   防
正   監

消防監
消   防
司令長

消
 
 
防
 
 
本
 
 
部

土
 
 
浦
 
 
署

荒
川
沖
署

救 急 救 助 課

通 信 指 令 課

署          長

署          員

総                  計

小         計

消     防     長

次             長

総     務     課

予     防     課

警     防     課

署          長

南
分
署

署          長

小         計

署          員

出
張
所

並
 
木

分署長

署   員

所   長
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（３）消　防　現　勢

区 分

  摘 要

１79人 １4台 6台

面積・ｋ㎡ 人口・人 世　帯 面積・ｋ㎡ 人口・人 世　帯 面積・ｋ㎡ 人口・人 世　帯

0.6 800 300 8.1 10,233 3,831 19 23,877 8,939

  （４）消防職員勤続年数調

年　数 ３年 ３年 ５年 １０年 １５年 ２０年 ２５年 ３０年 ３５年 ４０年

計 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

階　級 未満 ４年 ９年 １４年 １９年 ２４年 ２９年 ３４年 ３９年 以上

計 179 13 6 11 12 11 32 36 30 28 0

消 防 正 監 1 1

消 防 監 3 3

消 防司令長 17 2 2 13

消 防 司 令 32 2 10 10 10

消 防司令補 55 18 19 18

消 防 士 長 45 2 6 9 11 11 5 1

消 防副士長 9 2 3 3 1

消 防 士 17 13 2 2

   （５）消防職員年齢調

年　齢 ２０歳 ２０歳 ２５歳 ３０歳 ３５歳 ４０歳 ４５歳 ５０歳 ５５歳 ６０歳

計 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

階　級 未満 ２４歳 ２９歳 ３４歳 ３９歳 ４４歳 ４９歳 ５４歳 ５９歳 以上

計 179 1 9 16 18 9 28 31 40 27 0

消 防 正 監 1 1

消 防 監 3 3

消 防司令長 17 7 10

消 防 司 令 32 1 3 18 10

消 防司令補 55 16 22 15 2

消 防 士 長 45 3 16 9 10 6 1

消 防副士長 9 6 2 1

消 防 士 17 1 9 7

消　防　職　員 消　防　自　動　車 救　急　自　動　車

値

細　　　　別

現　　　　況

救急自動車一台当たり消防自動車一台当たり消防職員一人当たり
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（６）消防職員諸手当

種　　　　別

 時間外勤務手当

 夜間勤務手当

 休日勤務手当

 機関業務手当  １当務（機関業務に従事したとき） ３００円

２５０円

２００円

 救急業務手当 救急救命士 ３００円

救 急 隊 員 １５０円

 災害業務手当 ２００円

 小型消防艇業務手当 ２５０円

 高所作業手当 １００円

 特別救助業務手当 １,０００円

 夜間特殊業務手当 　　５２０円

 １月（特別救助隊員が救助業務に従事したとき）

 １当務（深夜に通信又は受付等の業務に従事したとき）

 １当務（はしご自動車のはしご上で作業したとき）

 １当務（小型消防艇の操縦業務に従事したとき）

 １回（救急業務に従事したとき）

 １回（水火災等の災害現場に出動し，作業に従事したとき）

   午後１０時から翌午前５時まで１００分の１６０

   １時間当たりの給与額の１００分の２５

 勤務１時間につき

 ３級

 勤務１時間につき

支　　　　給　　　　基　　　　準

１ 級又は士長以上

 ２級

   １時間当たりの給与額の１００分の１２５

 勤務１時間につき

   １時間当たりの給与額の１００分の１３５

　 １時間当たりの給与額の１００分の１３５（当・非で１６時間）

   午後９時３０分から翌午前５時まで

   午後１０時から翌午前５時まで１００分の１５０

 ※ 週休日及び祝・休日
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実　施 受　講 消防司 消　防 消　防 消　防 消　防

回　数 人　員 令以上司令補 士　長 副士長 士

25 回 43 名 6 名 10 名 14 名 5 名 9 名

1 1 1

初任教育 1 8 8

1 1 1

1 3 1 1 1

1 1 1

1 1

幹部教育 1 1 1

1 1 1

1 3 3

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 2 1 1

1 1 1

1 2 1 1

1 2 1 1

1 2 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 5 1 1 3

1 1 1

火 災 調 査 科

救 急 科

救 助 科

特 殊 災 害 科

操 法 指 導 者 研 修 会 （ 小 型 ）

救 急 救 命 士 セ ミ ナ ー

消 防 長 研 修 会

茨城県南消防長連絡会総務・予防研究会

救 急 救 命 士 資 格 取 得 研 修

消防・救急緊急自動車運転技能者４日課程

救 急 救 助 事 務 担 当 者 研 修 会

茨 城 県 救 急 医 学 会

ガ ス 溶 接 技 能 講 習

玉 掛 け 技 能 講 習

日 本 臨 床 救 急 医 学 会

全 国 救 急 隊 員 シ ン ポ ジ ウ ム

（７）消防職員教育状況（平成１7年度）

日本救急医学会関東地方会救急隊員学術研究会

消 防 職 員 IT 研 修 会

消 防 防 災 事 務 担 当 者 研 修

初 任 科

回数・人員・階級　

　種　　別

各
 
 
種
 
 
研
 
 
修
 
 
等

専科教育

計

幹 部 研 修 科消防大学校

消
 
 
 
防
 
 
 
学
 
 
 
校

操法指導者研修会 （ポンプ ）

中 級 幹 部 科

気 管 挿 管 講 習 会特別
教育

潜 水 講 習 会
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１０ １

４７ １

４２ ３

２２ 1

５ 1

幹部教育 １０ １

５ １

１ １

２ １

１０ ４

１ １

２ １

１ １

４ １

2 7

１ ３

１ １

１ １

１ １

１ １

１ ２

１ ２

１ １

２ １

４０ ２

１ １

２ １

２ １

１ １

１ １

ＡＨＡ－ＢＬＳヘルスケアープロバイダー

消 防 法 違 反 是 正 研 修 会

予 防 担 当 課 長 会 議

潜 水 士 免 許 試 験 準 備 講 習 会

日本救急医学会関東地方会救急隊員学術研究会

各

種

研

修

等

救 助 科

専科教育

操 法 指 導 者 研修 会 （ ポ ン プ ）

茨 城 県 救 急 医 学 会

危 険 物 規 制 事 務 担 当 者 会 議

予 防 事 務 担 当 者 会 議

薬 剤 投 与 追 加 講 習

全 国 消 防 長 会 関 東 支 部 Ｉ Ｔ 研 修 会

全国消防長会関東支部消防長研修会

初 級 幹 部 科

　（８）消防職員教育計画（平成１8年度）

　　種　　　　　　　　　　別

消

防

学

校

救 急 科

特 殊 災 害 科

操 法 指 導 者 研 修 会 （ 小 型 ）
特別教育

潜 水 講 習 会

　期　　　　　間 　予　定　人　員

警 防 科

危 険 物 科

足場組み立て等作業主任者技能講習

特殊無線技士 ( 第 ３ 級陸上 ) 免許取得

気 管 挿 管 講 習 会

消防・救急緊急自動車運転技能者４日課程

茨 城 県 消 防 長 会 署 長 研 究 部 会

消 防 防 災 事 務 新 人 担 当 者 研 修 会

全 国 消 防 長 会 危 険 物 委 員 会

全 国 消 防 長 会 関 東 支 部 総 会

救 急 救 助 事 務 担 当 者 研 修 会

潜 水 実 技 訓 練
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（９）消防職員特殊技能資格取得状況調

階　級　 消　防 消　防消　防消　防消　防消　防

　種　別 正　監 司令長司　令司令補士　長副士長

2 1 1

1 1

98 4 8 25 35 9 17

3 1 1 1

17 2 12 3

95 5 14 28 36 9 3

25 4 11 8 1 1

3 1 1 1

甲　　種 1 1

乙　　種 55 8 15 10 4 3 15

甲　　種 1 1

乙　　種 5 1 3 1

0

16 4 5 6 1

4 2 1 1

20 2 7 10 1

12 2 6 4

28 3 9 13 2 1

25 3 7 13 1 1

142 8 26 46 43 9 10

1 1

6 2 4

1 1

2 1 1

小型船舶操縦士(２級５ｔ限定)

消 防 設 備 士

チ ェ ー ン ソ ー 取 扱 者

酸 素 欠 乏 危 険 作 業 主 任 者

大 型 第 一 種 自 動 車 免 許

小型移動式クレーン運転技能講習修了者

特別管理産業廃棄物管理責任者

特定化学物質等作業主任者

足 場 組 立 等 作 業 主 任 者

玉 掛 け 技 能 講 習 修 了 者

潜 水 士

衛 生 管 理 者

消防士

３ 級 自 動 車 整 備 士

２ 級 建 築 士

特 殊 無 線 技 士

消防監計

電 気 工 事 士

救 急 救 命 士

救 急 有 資 格 者

消 防 設 備 点 検 資 格 者

危険物取扱者

ガ ス 溶 接 士

ア ー ク 溶 接 士
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1．市予算と消防予算

　市予算

　消防予算

平成18年度 ・市予算と消防予算の比率 3,9％
・消防予算の市民一人当りの額 12,567円
・消防予算の一世帯当りの額 33,568円
・消防予算の消防職員一人当りの額 10,057,715円

38,990
38,500

45,270

40,150

43,090

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

     （単位：百万円）

1,800

1,548

1,968

1,5451,551

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

  （単位：百万円)

4.2％
4.2％

4.0％ 4.0％

4.3％

3.9％
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2.市予算と消防予算の比率(当初予算)
(単位：千円)

年度
区分

38,990,000 38,500,000 45,270,000 40,150,000 43,090,000
1,551,213 1,545,414 1,967,687 1,548,325 1,800,331

4.0 4.0 4.4 3.9 4.2

3.消防予算の内訳(当初予算)
（単位：円）

年度
区分

1,551,213,000 1,545,414,000 1,967,687,000 1,548,325,000 1,800,331,000
1,414,515,000 1,406,179,000 1,373,890,000 1,327,761,000 1,608,044,000
39,959,000 42,085,000 40,057,000 39,354,000 84,410,000
95,785,000 96,273,000 552,899,000 135,375,000 107,158,000
954,000 877,000 841,000 835,000 719,000

比 率

消防予算
常備消防
非常備消

消防予算
市予算額

１４年 １５年

１８年

１７年 １８年

消防予算の内訳

１６年

１４年 １５年 １６年 １７年

消防施設
水 防 費

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

千円

１４年 １５年   １６年 １７年 １８年

常備消防費 非常備消防費 消防施設費 水防費
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4.消防費決算状況

（単位：円）

年度

区分

1,567,845,000 1,517,150,000 1,518,194,000 1,947,715,000 1,639,854,000

1,559,307,210 1,505,969,351 1,503,419,303 1,932,372,491 －

8,537,790 11,180,649 14,774,697 15,342,509 －

消防費決算状況

17
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予 算 額

決 算 額
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百万円

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

予算額 決算額 不用額
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1．消  防  庁  舎

（1）消防本部･土浦消防署・通信指令棟

面積（㎡） 用途 面積（㎡） 管　轄　区　域

消防長室 55.79 湯沸室・暗室 10.29

事 務 室 245.20 本部休憩室 17.14

待 機 室 74.73 炊 事 室 15.60

車庫・工作室 289.98 浴    室 5.40

仮 眠 室 77.42 受    付 13.77

会 議 室 77.42 ボイラー室 19.06

団幹部室 30.66 塔屋延面積 46.19

洗面所・便所 23.81 そ の 他 185.17

通信指令室 57.53 通信機械室 36.00

事務スペース 33.73 車庫 150.00

仮眠室 24.80 便所 14.28

その他 57.64

消防本部　　　　市内一円
土浦消防署
中央1，2丁目，城北町，大手町，文京町，
立田町，東崎町，川口1，2丁目，大和町，
有明町，蓮河原町，蓮河原新町，
滝田1，2丁目，桜町1，2，3，4丁目，
港町1，2，3丁目，大町，千束町，生田町，
田中1，2，3，田中町，虫掛，
下高津1，2，3，4丁目，中高津1，2，3丁目，
上高津，上高津新町，天川1，2丁目，
国分町，富士崎1，2丁目，小松1，2，3丁目，
小松ケ丘町，千鳥ケ丘町，宍塚，
矢作，飯田，佐野子，粕毛，
永国，永国東町，永国台，小岩田，
小岩田東1，2丁目，小岩田西1，2丁目，
桜ケ丘町，大岩田，霞ケ岡町，
真鍋1，2，3，4，5，6丁目，東真鍋町，
西真鍋町，真鍋新町，殿里，木田余，
木田余西台，木田余東台1，2，3，4，5丁目，
湖北1，2丁目，並木1，2，3，4，5丁目，
東並木町，西並木町，都和1，2，3，4丁目，
常名

用途

消
防
本
部
・
土
浦
消
防
署

1.敷地面積   1,415.66㎡           3.　延面積　　　1,187.63㎡
2.建面積　     641.97㎡           4.　構造　　鉄筋コンクリート造2階建（一部3階）

通
信
指
令
棟

1.敷地面積      (同上)            3.　延面積　　　373.98㎡
2.建面積　     212.31㎡           4.　構造　　鉄筋コンクリート造2階建（一部鉄骨造）
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用途 面積（㎡） 用途 面積（㎡） 担　当　区　域

事　務　室        26.74 便　　　所          6.84

待　機　室        23.95 倉　　　庫          5.46

仮　眠　室        27.30 機　械　室          5.46

車　　　庫        55.96 廊　　　下          8.19

浴　　　室          5.09 玄　　　関          3.86

用途 面積（㎡） 用途 面積（㎡） 担　当　区　域

事　務　室 71.54 浴室 3.15

会議室 26.39 脱衣室 2.25

仮眠室 33.58 洗面室 5.40

通信室 12.00 便所 7.46

倉庫 6.75 車庫 108.00

書庫 6.75 玄関 5.03

食堂・待機室 28.50 塔屋 5.60

湯沸室 6.00廊下・その他 22.71

機械室 9.00

1.　敷地面積　　3,420.48㎡　　　　　　      　3.　構造  　鉄骨平屋建
2.　建面積　　　　385.30㎡

1.　敷地面積　　1,477.00㎡　　　　　　      　3.　構造  　鉄骨平屋建
2.　建面積　　　　156.89㎡

（5）土浦消防署並木出張所

常磐自動車道，並木1，2，3，4，5丁目，
東並木町，西並木町，都和1，2，3，4丁目，
常名町

 (6) 新治消防署

東城寺，小野，小野沢辺東城寺入会地，
大志戸，本郷，永井，永井本郷入会地，
小高，沢辺，田宮，大畑，田土部，下大島，
高岡，藤沢新田，藤沢，上坂田，下坂田
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2．消防本部（署）配置車両

長　さ 巾 高　さ

指 令 車
ト ヨ タ
4年

クラウン ― 4.86 1.72 1.64 1,865 ガソリン 2,490
有

土浦指令1

資　  材
搬 送 車

三　菱
13年

ミニキャブ ３５０㎏ 3.39 1.47 1.78 1,170 〃 650
有

土浦搬送2

連 絡 車
ス ズ キ
14年

スイフト ― 3.61 1.60 1.54 1,185 〃 1,320
有

土浦連絡1

連 絡 車
ニッサン
8年

ＡＤバン ― 4.17 1.66 1.49 1,470 〃 1,290 無

連 絡 車
ニッサン
16年

ステップ
ワゴン

― 4.67 1.69 1.84 1,950 〃 1,990 〃

連 絡 車
ニッサン
17年

ＡＤバン ― 4.37 1.69 1.47 1,620 〃 1,290 〃

連 絡 車
トヨタ
9年

ハイエース ― 4.90 1.69 1.96 2,270 〃 2,430 〃

い す ゞ
2年

森　田
A―２
（2000 ℓ）

6.61 2.26 2.70 8,395 軽油 7,120
有
土浦1

ニッサン
14年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２
（8000 ℓ）

9.28 2.48 3.12 21,150 〃 21,200
有
土浦2

普　　通
ポンプ車

い す ゞ
8年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２ 5.40 1.88 2.65 4,465 〃 4,570
有
土浦3

はしご車
三　 菱
63年

森　田
A―２
（35m）

9.67 2.49 3.45 19,130 〃 14,880
有

土浦梯子2

はしご車
日　 野
13年

〃
A―２
（18m）

8.59 2.49 3.40 12,640 〃 7,960
有

土浦梯子1

救　　助
工 作 車

日　 野
4年

〃
照明  10ｋＷ
クレーン4.3t
ウインチ5.0t

7.62 2.30 3.13 9,360 〃 7,410
有

土浦救助1
救急土浦7

救 急 車
ト ヨ タ
12年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ
高規格
(４ＷＤ）

5.62 1.80 2.56 3,095 ガソリン 3,370
有

救急土浦1

指 令 車
三　菱
15年

パジェロ ４ＷＤ 4.77 1.89 2.04 2,475 〃 2,970
有

土浦指令1

査 　 察
広 報 車

い す ゞ
8年

ミュー
ウィザード

災害対応型
（４ＷＤ）

4.83 1.76 1.86 2,235 軽油 3,050
有

土浦広報１

資　　材
搬 送 車

い す ゞ
61年

エルフ ３　トン 6.08 2.01 2.91 5,895 〃 3,260
有

土浦搬送１

小　  型
消 防 艇

森　田
5年

森　田
ジェット
ポンプ

5.60 2.32 2.37 830 ガソリン 1,165×2
有

救急土浦
11

水 槽 付
ポンプ車
(予）

三　 菱
元年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２
（2000 ℓ）

6.70 2.20 2.75 7,985 軽油 7,540
有
土浦6

救 急 車
(予）

ト ヨ タ
8年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ 高規格 5.34 1.81 2.49 2,860 ガソリン 3,960
有

救急土浦8

総排気量
（ｃｃ）

無線機
有　 無

所
属
種　　別

社　　名
年　　式

車　 両
製作所

性　　能
規　　格　（ｍ） 総重量

（㎏）

水 槽 付
ポンプ車

土

浦

消

防

署

消

防

本

部

燃　　料
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長　さ 巾 高　さ

水 槽 付
ポンプ車

日　野
6年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２
（2000 ℓ）

6.92 2.24 2.80 8,815 軽油 7,410
有
土浦4

災    害
対 応 型
救 急 車

ト ヨ タ
9年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ
高規格
（4ＷＤ）

5.34 1.81 2.54 3,120 ガソリン 3,960
有

救急土浦2

査 　 察
広 報 車

マ ツ ダ
9年

ファミリア ― 4.17 1.66 1.65 1,490 〃 1,490
有

土浦広報2

救  　急
指 導 車

ト ヨ タ
62年

コースター ― 6.86 2.01 2.88 4,425 軽油 3,980 無

水 槽 付
ポンプ車

ニッサン
11年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２
（2000 ℓ）

6.70 2.20 2.75 8,750 〃 9,200
有
土浦5

救 急 車
ト ヨ タ
10年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ 高規格 5.56 1.78 2.49 2,875 ガソリン 3,370
有

救急土浦3

査 　 察
広 報 車

ト ヨ タ
6年

クラウン ― 4.69 1.69 1.70 1,480 〃 1,980 無

水 槽 付
ポンプ車

ニッサン
11年

日本機械
工業

A―２
（2000 ℓ）

7.45 2.28 3.00 8,250 軽油 7,166
有

土浦南1

普　  通
ポンプ車

ニッサン
12年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２ 5.60 1.88 2.70 5,005 〃 4,570
有

土浦南2

救 急 車
ト ヨ タ
17年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ 高規格 5.60 1.80 5.52 3,015 ガソリン 3,370
有

救急土浦4

査 　 察
広 報 車

三　 菱
13年

リベロ ― 4.30 1.68 1.56 1,345 〃 1,460
有

土浦南
広報1

マイクロ
バ　　ス

三　 菱
2年

ローザ 26人乗 6.20 1.99 2.68 4,600 軽油 3,560 無

化 学 車
ニッサン
60年

森　田
A―２
（Ⅳ型）

8.76 2.48 3.05 14,655 〃 11,670
有

土浦北
化学1

水 槽 付
ポンプ車

三　 菱
9年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２
（2000 ℓ）

6.70 2.20 2.80 8,445 〃 8,200
有

土浦北1

普 　 通
ポンプ車

日　野
14年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２ 5.55 1.88 2.85 4,995 〃 4,899
有

土浦北2

救 急 車
ト ヨ タ
8年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ 高規格 5.34 1.81 2.49 2,860 ガソリン 3,960
有

救急土浦5

査 　 察
広 報 車

ニッサン
元年

サニー ― 4.11 1.62 1.63 1,405 〃 1,270
有

土浦北
広報1

水 槽 付
ポンプ車

日　野
3年

森　田
A―２
（2000 ℓ）

6.87 2.26 2.82 8,805 軽油 7,410
有

土浦西1

普 　 通
ポンプ車
(予）

い す ゞ
元年

Ｇ　Ｍ
いちはら

A―２ 5.12 1.88 2.65 3,630 〃 3,630
有

土浦西2

救 急 車
ト ヨ タ
14年

ﾄﾖﾀﾃｸﾉｸﾗﾌﾄ 高規格 5.62 1.80 2.50 3,015 ガソリン 3,370
有

救急土浦6

査 　 察
広 報 車

ト ヨ タ
9年

ｶﾙﾃﾞｨﾅ ― 4.52 1.69 1.62 1,515 〃 1,760
有

土浦西
広報1

所
属
種　　別

社　　名
年　　式

車　 両
製作所

性　　能
規　　格　（ｍ） 総重量

（㎏）
燃　　料

総排気量
（ｃｃ）

神

立

消

防

署

新
治
消
防
署
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無線機
有　 無

南

分

署

並

木

出

張

所

荒

川

沖

消

防

署



3．消防車両使用経過年数

64 5 4 0 2 5 4 2 3 2 5 32

本
1 1

1 1

部
5 1 1 1 1 1

5 1 1 3

1 1

1 1

2 1 1

4 1 1 2

4 1 1 2

1 1

含
む

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

24 2 2 2 1 1 1 1 1 13

15 15

救助工作車

普通ポンプ車

高規格救急車

マイクロバス

救急指導車

高規格救急車

査察広報車

神

立

消

防

署

資材搬送車

水槽付ポンプ車

普通ポンプ車

査察広報車

高規格救急車

水槽付ポンプ車

普通ポンプ車

査察広報車

１0年～

以上9年 １0年

～ ～9年8年合

計

～

未満

1年 1年

5年 6年

3年 5年

8年
～

2年 3年 4年 7年種別

年数 7年～ ～ ～ 4年 6年2年 ～ ～ ～

合　　　　　　計

化　学　車

水槽付ポンプ車

は　し　ご　車

土
浦
消
防
署

南

分

署

並

木

出

張

所

資材搬送車

指　令　車

連　絡　車

荒
川
沖
消
防
署

査察広報車

新
治
消
防
署

普通ポンプ車

小型動力ポンプ積載車

消
防
団

水槽付ポンプ車

普通ポンプ車

高規格救急車

20



4．消防本部 ・ 消防団ホース保有状況

サイズ

所属

65 ｍｍ 20     65 ｍｍ 24     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 18     

〃 20     〃 27     

〃 20     〃 15     

〃 20     〃 7      

〃 20     〃 11     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 11     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 12     

〃 20     〃 23     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 10     

〃 20     〃 20     

〃 20     〃 11     

〃 20     〃 11     

〃 20     〃 10     

〃 20     

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

50ｍｍ

58

45

83

33

25

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団

第 １ １ 分 団

第 １ ２ 分 団

第 １ ３ 分 団

第 １ ４ 分 団

第 １ ５ 分 団

第 １ ６ 分 団

第 １ ７ 分 団

第 ２ １ 分 団

第 ２ ２ 分 団

第 ２ ３ 分 団

第 ２ ４ 分 団

第 ２ ６ 分 団

第 ２ ７ 分 団

第 ２ ８ 分 団

第 １ 分 団 １ 部

第 １ 分 団 ２ 部

第 １ 分 団 ３ 部

第 １ 分 団 ４ 部

第 １ 分 団 ５ 部

第 １ 分 団 ６ 部

第 ２ 分 団 １ 部

第 ２ 分 団 ２ 部

第 ２ 分 団 ３ 部

第 ３ 分 団 ３ 部

第 ３ 分 団 ４ 部

第 ３ 分 団 ５ 部

第 ２ 分 団 ４ 部

第 ２ 分 団 ５ 部

第 ２ 分 団 ６ 部

第 ３ 分 団 １ 部

第 ３ 分 団 ６ 部

第 ３ 分 団 ７ 部

土 浦 消 防 署

南 分 署

並 木 出 張 所

荒 川 沖 消 防 署

神 立 消 防 署

新 治 消 防 署

46

第 ３ 分 団 ２ 部

115

111

65ｍｍ

146

65

29

114
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5．消防機器装備状況

区分

6着  ヨツギ 土浦署，荒川沖署，神立署

6着 東消式 神立署

4基 簡易小型 土浦署，荒川沖署，神立署

11基 300W2灯式又は150W2灯式 土浦署，荒川沖署，神立署，南分署，並木出張所

83器 ライフゼム式 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

2式 東亜潜水機株式会社PHC 土浦署，荒川沖署

7器 理研計器 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

1器 理研計器 土浦署

1器 日本ドレーゲル 土浦署

2機 土浦署，荒川沖署

99着 ガボックス製 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署

3器 日本ダイビングサービス 土浦署

6器 理研計器 土浦署，荒川沖署，神立署，南分署，並木出張所

1器 理研計器RD－2E 土浦署

2着 ドレーゲル 土浦署

6着 重松製作所 土浦署

7器 デマンドタイプ 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

5丁 射程60ｍ  90ｍ 土浦署

2器 20ｍ　35ｍ 土浦署

3器 吊下げ式 土浦署

1張 30ｍ  （ET式） 土浦署

1張 直径3m   直径3.5m 土浦署

3式 油圧式10 ｔ 土浦署

7機 パートナー 90ｃｃ 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

11機 パートナー 50ｃｃ 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

4式 アトラスコプエエアーソー 土浦署，荒川沖署，神立署

2器 藤井ロープ登器 土浦署

7式 パーフェクト 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署

3式 4 ｍ×20ｍ 荒川沖署，神立署，新治署

2器 3 ｔ 土浦署，新治署

7式 落下傘式 土浦署，荒川沖署，神立署
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救
　
急
 
 
・
 
 
救
　
助
　
器
　
具

エ ア ー ソ ー

ロ ー プ 登 は ん 器

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

チ ェ ー ン ソ ー

 ゴムボート   1      救助艇    1
小型消防艇  1
アルミボート（折りたたみ式）  2

土浦署

種類
数 規              格

救 命 胴 衣

携 帯 用 投 光 器

簡 易 呼 吸 器

放 射 線 測 定 器

放 射 線 防 護 服

防 毒 衣

人 工 呼 吸 器

配                         置

送 排 風 機

作
業
破
壊
機
具

保

安

器

具 酸 素 濃 度 測 定 器

耐 電 衣

耐 熱 服

ガ ス 溶 断 器

縛 帯

ハ イ ド リ ッ ク パ ワ ー

救 助 袋

救 助 幕

チ ル ホ ー ル

救 助 訓 練 用 ネ ッ ト

油 圧 式 張 力 計

救 命 用 舟 艇 5艇

空 気 呼 吸 器

空 気 充 填 機

可 燃 性 ガ ス 測 定 器

有 毒 ガ ス 測 定 器

ガ ス 感 知 器

救 命 索 発 射 銃

緩 降 機

救 助 用 バ ス ケ ッ ト



2式 100Ｖ 土浦署

1器 土浦署

4機 16mm 土浦署，荒川沖署，神立署，南分署

1式 エアージャッキ8ｔ，20ｔ，40ｔ 土浦署

3式
ホルマトロ，スプレッター
カッター，エンジンポンプ

土浦署，荒川沖署，神立署

3機 マルゼン 土浦署，荒川沖署，神立署

6式 日本ダイビング 土浦署

1機 日立ＤＨ35 土浦署

5式 重松製作所10号 土浦署

発 泡 器 4機 東消式 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署

発 泡 器 2機 ＪＦＴ－Ｘ1型高発泡器 土浦署

エアーホームノズル 17機 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署，並木出張所

放 水 銃 座 1式 土浦署

可般式小型消防ポン
プ

5機 トーハツ 土浦署，荒川沖署，神立署，新治署，南分署

ジェットシューター 15基 土浦署，神立署，新治署

可 般 式 消 火 器 具 1基 インパルス 土浦署

粉 末 消 火 剤 Ａ・Ｂ・Ｃ　２７８ｋｇ 本部，土浦署，荒川沖署，神立署，新治署

土浦署，南分署，並木出張所，荒川沖署

 2,000㍑  200㍑ 　   200㍑    　600㍑ 　 

土浦署，南分署，並木出張所，荒川沖署，神立署，新治署

  600㍑  　200㍑ 　   200㍑　 　 400㍑ 　 　400㍑　　200㍑

蛋白泡消火剤　　　　1，600㍑ 神立署
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酸 素 呼 吸 器

泡 消 火 剤

メガフォーム　 　　　　2，000㍑

消

火

器

具

及

び

消

火

薬

剤

数

排 煙 機

配                         置規              格
種類

バ ス ケ ッ ト ス ト レ ッ チ ャ ー

鉄 筋 カ ッ タ ー

リ フ ト バ ッ ク

油 圧 式 救 助 器 具

削 岩 機

潜 水 器 具 一 式

薬　　　剤

スーパーフォーム3％　3,000㍑

器　具

救

急

・

救

助

器

具
ハ ン マ ド リ ル



6．消防車両使用状況　

火  掛 否 火  掛 否 時  間 度 数

度数 4 122 126

粁数 42 5,501 5,543

燃料 7.0      704.0 711.0

度数 790 790

粁数 9,892 9,892

燃料 985.0 985.0

度数 226 226

粁数 3,947 3,947

燃料 531.0 531.0

度数 344 344

粁数 4,021 4,021

燃料 421.0 421.0

度数 447 447

粁数 7,854 7,854

燃料 1027.0 1,027.0

度数 113 113

粁数 1,682 1,682

燃料 270.0 270.0

度数 112 112

粁数 2,162 2,162

燃料 241 241.0

度数 0

粁数 0

燃料 0.0

度数 4 52 56

粁数 102 552 654

燃料 29.0 113.1 142.1

度数 5 56 104 165

粁数 32 381 1,129 1,542

燃料 12.0 177.4 316.5 505.9

度数 21 20 50 179 270

粁数 201 154 520 896 1,771

燃料 105.5 45.0 163.5 360.0 674.0

度数 12 27 62 87 188

粁数 146 270 809 974 2,199

燃料 103.5 156.0 479.5 683.0 1,422.0

度数 9 31 49 390 479

粁数 76 262 429 4,088 4,855

燃料 42.0 54.7 92.5 802.8 992.0

度数 35 32 173 240 ｳｲﾝﾁ   0:25 3

粁数 372 180 1,400 1,952 照明    9:25 15

燃料 127.5 64.5 508.0 700.0 ｸﾚｰﾝ   2:15 9

消

防

本

部

連絡車
ニッサンバン
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12:50

30:20

4415:45

救  急
ポンプ、梯子使用状況

車  種

水槽付
ポンプ車
2，000 ℓ
土浦 １

指令車
指令 1

連絡車
連絡 １

水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ
車
予備車
2，000 ℓ

救急車
予備車
救急 ７

所属 種別
管      内

総  計
管      外

演  習 その他

連絡車
ＡＤバン

連絡車
ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ

資材搬送車
搬送２

救  急
指導車

連絡車
ハイエース

水槽付
ポンプ車
8，000 ℓ
土浦 ２

ポンプ車
土浦 ３

土

浦

消

防

署

19:15

救助工作車
土浦救助１



火  掛 否 火  掛 否 時  間 度 数

度数 1 4 50 41 96 　梯子　

粁数 13 33 363 419 828 79:40

燃料 7.0 11.0 232.6 333.8 584.4

度数 2 11 34 47 　梯子　

粁数 15 231 321 567 22:15

燃料 12.0 155.5 319.5 487.0

度数 31 18 88 1,803 1,940

粁数 301 97 586 16,650 17,634

燃料 90.0 31.0 216.0 5163.0 5,500.0

度数 1 16 17

粁数 8 57 65

燃料 3.0 54.9 57.9

度数 2 88 90

粁数 120 4,801 4,921

燃料 20.0 698.7 718.7

度数 1 2 82 85

粁数 11 20 4,198 4,229

燃料 1.0 22.0 492.8 515.8

度数 3 2 5

粁数 3:20 3:00 6:20

燃料 37.0 68.0 105.0

度数 13 12 39 109 173

粁数 65 77 616 1,305 2,063

燃料 31.5 24.5 132.5 346.0 534.5

度数 23 163 1,177 1,363

粁数 441 2,434 13,904 16,779

燃料 111.5 631.2 4122.5 4,865.2

度数 16 11 27

粁数 185 110 295

燃料 36.5 43.0 79.5

度数 13 7 14 92 126

粁数 154 50 276 900 1,380

燃料 91.0 16.9 77.0 333.5 518.4

度数 12 174 823 1,009

粁数 136 1,457 10,571 12,164

燃料 36.5 380.5 2599.5 3,016.5

21
梯子車
土浦梯子２

所属

1

11:05

0:50

6:15 22

土

浦

消

防

署

救急車
高規格
救急 １

小　型
消防艇
救急 ８

広報車
広報 １

資　材
搬送車
土浦 ７

広報車
災害対応型
指令 ２

救急車
高規格
救急 ３

救急車
災害対応型
高規格
救急 ２

土
浦
消
防
署
並
木
出
張
所

土

浦

消

防

署

南

分

署
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水槽付
ポンプ車
2，000 ℓ
土浦 ４

広報車
広報 ２

水槽付
ポンプ車
2，000 ℓ
土浦 ５

64

ポンプ、梯子使用状況

梯子車
土浦梯子１

車  種
管      内

救  急種別 総  計
管      外

演  習 その他



火  掛 否 火  掛 否 時  間 度 数

度数 6 10 37 105 158

粁数 24 50 319 1,011 1,404

燃料 25.5 16.0 115.0 328.0 484.5

度数 3 10 11 167 191

粁数 10 59 49 2,645 2,763

燃料 15.5 14.5 19.5 608.0 657.5

度数 10 140 916 1,066

粁数 66 1,207 12,780 14,053

燃料 20.0 393.5 3425.0 3,838.5

度数 3 10 161 174

粁数 23 284 2,642 2,949

燃料 4.4 26.1 276.2 306.7

度数 1 29 30

粁数 19 1,943 1,962

燃料 3.0 284.0 287.0

度数 13 4 4 133 154

粁数 97 53 1,119 1,269

燃料 52.0 21.0 4.0 533.0 610.0

度数 7 8 5 249 269

粁数 45 74 74 3,829 4,022

燃料 35.0 19.0 14.0 1006.0 1,074.0

度数 1 4 17 22

粁数 1 81 116 198

燃料 5.0 64.0 289.0 358.0

度数 9 152 872 1,033

粁数 167 1,483 11,503 13,153

燃料 42.0 548.5 3131.5 3,722.0

度数 3 3 135 141

粁数 12 43 1,905 1,960

燃料 3.0 4.0 261.1 268.1
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32

4

27

ポンプ、梯子使用状況管      内
総  計

10:35

1:30 4

7:45

14:15

15

広報車
北広報１

2:55

救急車
高規格
救急 ５

管      外
演  習 その他

化学車
北化学１

荒

川

沖

消

防

署

所属

救急車
高規格
救急４

救  急種別

神

立

消

防

署

水槽付
ポンプ車
2，000 ℓ
土浦南１

ポンプ車
土浦南２

マイクロバス

ポンプ車
土浦北２

車  種

水槽付
ポンプ車
2，000 ℓ
土浦北１

広報車
南広報１



7．水防用資器材備蓄一覧表

品　　　　　名 単位 数　　量 品　　　　　名 単位 数　　量

掛 矢 丁 13 土 の う 袋 枚 33,000

た こ 丁 5 ビ ニ ー ル ロ ー プ 玉 10

な た 丁 11 フ ル コ ン シ ー ト 枚 10

竹 と げ 鎌 丁 3 ビ ニ ー ル シ ー ト 枚 20

目 通 し 丁 10 木　　　　杭　　（3ｍ） 本 55

エ ン ピ 丁 6 　　　〃　　　　　（2ｍ） 本 65

ト ウ グ ワ 丁 5 金　　　　杭　　（1.5ｍ） 本 340

ス コ ッ プ 丁 150 　　　〃　　　 　（1.2ｍ） 本 200

ツ ル ハ シ 丁 3 ア ル ミ ボ ー ト 艇 2

草 刈 鎌 丁 34 大 ハ ン マ ー 丁 6

手 鎌 丁 7 オ ー ガ 機 1

の こ ぎ り 鎌 丁 17 水 中 ポ ン プ 台 5

お の 丁 3 ポ ン プ 台 4

の こ ぎ り 丁 10 救 命 胴 衣 着 100

ハ ン マ ー 丁 6 草 刈 機 台 1

ペ ン チ 丁 2 可 搬 式 草 刈 機 台 1

一 輪 車 台 15 炊 飯 釜 セット 1

土 入 じ ょ う ご 台 6 掘 削 ド リ ル 台 1

角 ス コ ッ プ 丁 50 ヘ ル メ ッ ト 丁 100

川口二丁目
桜町四丁目

　　　　　　　　　水防倉庫所在地
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予防編 
 
 
 

平成１７年中における建築同意件数は３１４件（前年２８５件・１０．

２％増），危険物関係施設の設置許可件数は１６件（前年８件・１００％

増），危険物関係施設の廃止は１９件（前年１８件・５．６％増）である。 

 建築同意件数は増加傾向となっており，危険物関係施設の設置許可数に

ついても前年度より増加している。 

 このような中，安心で安全な地域社会づくりを目指し，市民生活の安全

を確保するための火災予防対策は最重要課題であり，防火対象物における

消防用設備等の確保，そして防火管理対策等ソフト面の充実・強化，さら

に一般住宅への防火診断及び住宅用火災警報器の設置・普及，予防広報の

徹底等，危険物関係施設については，自主保安体制の確保を指導し関係者

の火災予防思想の一層の普及・啓発を図り，火災の発生等を予防すること

を目的としている。 



 1.建築同意件数累年比較

年　別 件　数 面　積

平成10年 387 138,077.5

平成11年 304 95,284.1

平成12年 251 119,694.2

平成13年 270 114,390.7

平成14年 256 126,075.3

平成15年 285 157,438.4

平成16年 237 132,375.9

平成17年 314 242,754.0

２．防火管理者関係

年別 平成10年 平成11年 平成12年平成13年平成14年平成15年平成16年 平成17年

講習修了者 148 146 146 148 147 150 147 142

選任届出者 100 76 93 79 118 132 107 123

　講習会修了者数は土浦市消防本部主催の資格取得者数

１．建築同意件数累年比較
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　３．建築同意事務処理状況

区分

新　築 増　築 改　築 増改築 用途変更 移　転 計

月別 工作物 道路指定

1 16 2 18

2 14 2 1 1 18

3 17 1 18

4 20 20

5 21 4 2 27

6 28 2 30

7 25 7 1 33

8 29 5 1 35

9 24 1 1 26

10 39 3 42

11 21 3 3 27

12 19 1 20

計 273 28 4 1 7 1 314 0 0

その他

0

5

10

15

20

25

30

35

40

件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 月

３．建築同意事務処理状況

新築
増築
改築
増改築
用途変更
移転
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　４．建築同意事務処理面積（単位＝㎡）及び件数
区分

月別
面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数面　積件数 面　積 件数 面積件数 面　積 件数

1 4699.4 16 4980.9 2 9680.3 18

2 3596.4 14 2143.2 2 280 1447.7 1 6467.3 18

3 6833.7 17 283.6 1 7117.3 18

4 4472.6 20 4472.6 20

5 18476 21 401.4 4 6329.6 2 25207 27

6 55916.9 28 269.7 2 56186.6 30

7 6933.4 25 1682.3 7 229.5 1 8845.2 33

8 14558.8 29 2704.3 5 154 1 17417.1 35

9 22653.7 24 81.9 1 69.6 122805.2 26

10 32601.1 39 164 3 32765.1 42

11 23454.9 21 320.1 3 812.6 3 24587.6 27

12 26467.6 19 735.1 1 27202.7 20

計 220664.527313213.2 28 833.3 4447.7 17525.7 769.6 1 242754314

計増改築 用途変更新築 増築 改築 移転

４．建築同意事務処理面積（単位＝㎡）及び件数
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　５．防火対象物及び中高層建築物（１５０㎡以上）

イ 劇場、映画館 1 1 2

ロ 公会堂、集会場 18 5 1 24

イ キャバレー、カフェー 1 1 2

ロ 遊技場、ダンスホール 20 1 21

ハ 性風俗関連特殊営業店舗 1 1

イ 待合、料理店の類 4 4

ロ 飲食店 117 17 1 1 136

百貨店、マーケット、店舗 197 9 5 2 213

イ 旅館、ホテル、宿泊所 34 7 13 6 5 6 71

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 804 166 143 40 16 36 1,205

イ 病院、診療所、助産所 32 27 12 3 4 78

ロ 老人・児童福祉施設等 57 4 1 1 63

ハ 幼稚園、盲学校、ろう学校 22 22

小中高大学校、各種学校 77 37 26 6 5 151

図書館、博物館、美術館 5 1 6

イ 蒸気浴場等の特殊浴場 4 3 14 1 22

ロ （イ）以外の公衆浴場  0

車両の停車場 1 2 3

神社、寺院、教会の類 24 4 28

イ 工場、作業場 316 16 4 1 337

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ 0

イ 自動車車庫、駐車場 27 2 1 1 31

ロ 飛行機の格納庫 1 1

倉庫 265 9 1 275

前各号に該当しない事業所 404 84 28 23 10 16 565

イ 特定用途が属する複合対象物 150 95 50 22 11 17 345

ロ （イ）以外の複合対象物 52 33 23 9 6 9 132

2,634 523 323 112 61 85 3,738

計４　階 ５　階 ６　階 ７階以上
　階　数　　

　防火対象物区分
２階以下 ３　階

１項

２項

３項

４項

５項

６項

７項

８項

９項

１０項

１１項

１２項

計

１３項

１４項

１５項

１６項
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６．防火対象物使用開始検査調（特殊建築物）

新　築 増　築 その他 計

イ 劇場、映画館 0

ロ 公会堂、集会場 0

イ キャバレー、カフェー 0

ロ 遊技場、ダンスホール 2 2

ハ 性風俗関連特殊営業店舗 0

イ 待合、料理店の類 0

ロ 飲食店 3 3

百貨店、マーケット、店舗 12 2 1 15

イ 旅館、ホテル、宿泊所 1 1 2

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 56 56

イ 病院、診療所、助産所 5 5

ロ 老人・児童福祉施設等 9 9

ハ 幼稚園、盲学校、ろう学校 0

小中高大学校、各種学校 6 1 7

図書館、博物館、美術館 0

イ 蒸気浴場等の特殊浴場 1 1

ロ （イ）以外の公衆浴場

車両の停車場

神社、寺院、教会の類 1 1

イ 工場、作業場 5 5 1 11

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場 1 1

ロ 飛行機の格納庫

倉庫 3 1 1 5

前各号に該当しない事業所 6 4 1 11

イ 特定用途が属する複合対象物 4 1 5 10

ロ （イ）以外の複合対象物 1 1 2

113 15 13 141

　防火対象物区分

１項

２項

３項

４項

５項

６項

７項

８項

９項

１０項

１１項

１２項

計

１３項

１４項

１５項

１６項
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設
備

自
動
火
災
報
知

　
　
　
　
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

　
　
　
　
設
備

屋
内
外
消
火
栓

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

着
工
届

検
査
済

イ 0 0

ロ 0 0

イ 0 0

ロ 2 2 2 2

ハ 1 1 1 1

イ 0 0

ロ 1 1 1 1

10 8 2 1 4 3 16 12

イ 0 0

ロ 8 7 1 1 9 7 18 15

イ 4 4 1 1 5 5

ロ 7 5 1 1 6 5 14 11

ハ 2 1 2 2 1 1 6 3

5 2 7 6 1 1 1 1 14 10

0 0

イ 0 0

ロ 0 0

0 0

0 0

イ 14 12 4 4 1 1 19 17

ロ 0 0

イ 1 1 1 1

ロ 0 0

2 2 1 1 3 3

6 6 1 1 1 1 8 8

イ 10 9 2 2 1 1 1 1 14 13

ロ 1 1 1 1 2 2

73 61 5 4 22 20 4 4 11 8 9 7 124 104

避
難
設
備

火
災
通
報
装
置

計
防
火
対
象
物
区
分

消
防
用
設
備
等

特
殊
消
火
設
備

　７．消防用設備等着工届出書の提出及び検査済調

１項

２項

３項

４項

５項

６項

７項

８項

９項

１０項

１１項

１６項

計

１２項

１３項

１４項

１５項
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８．火災予防条例による届出状況

7 4 2 13

16 4 8 28

5 2 4 11

5 2 1 8

3 3

1 5 6

9 3 12 24

67 19 29 115

18 3 2 23

1 1

8 1 6 15

220 83 67 370

357 124 136 617

　９．火災予防広報活動状況

種　　　　　別 回数

消防訓練指導 108

防　火　講　話 20

消防施設の見学 32

防火管理者会議 2

計

出席者280名

内　　　　　　　　　　　　　容

本部75件、土浦署13件、荒川沖署 8件、神立署12件

本部11件、 土浦署 0件、荒川沖署 9件、神立署 0件

本部  0件、 土浦署18件、荒川沖署 7件、神立署7件

催 物 開 催 届

揚 煙 等 の 届 出

水 道 断 水 、 減 水 等

道 路 工 事 届

少量危険物貯蔵取扱届

煙火打ち上げ、仕掛届

ア ド バ ル ー ン 設 置 届

禁止行為解除承認届

蓄 電 設 備 設 置 届

ボ イ ラ ー 設 備 設 置 届

ネ オ ン 管設 備設 置届

炉、かまど設備設置届

神　立　署 計

発 電 設 備 設 置 届

変 電 設 備 設 置 届

　　　　　　　区　　　　分

　種　　　　別
土　浦　署 荒川沖署
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　１０．立入検査執行状況

本　部 土浦署荒川沖署神立署 本　部 土浦署荒川沖署神立署

イ

ロ

イ 1 1

ロ 1 13 4 9 27 1 5 3 5 14

ハ 2 2 2 2

イ

ロ

21 113 45 30 209 47 104 39 21 211

イ 25 25

ロ

イ

ロ 10 5 16 31 2 9 3 14

ハ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ 10 4 14 5 5

ロ 111 21 12 144 62 16 6 84

59 252 75 67 453 55 173 67 35 330

１５項

１６項

１１項

１２項

１３項

１４項

７項

８項

９項

１０項

　　（１）消防法施行令別表第一に掲げる防火対象物立入検査状況

計

１項

２項

計
実　　施　　件　　数 指　　導　　件　　数

計

区分

項別

３項

４項

５項

６項
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区　分

種　別 土浦署 荒川沖署 神立署 土浦署 荒川沖署 神立署

一　般　住　宅 571 197 490 1,258 953 308 384 1,645

身体障害者宅

そ　　の　　他

計 571 197 490 1,258 953 308 384 1,645

　１１．防火対象物表示マーク交付状況　　　　　　　　　　　　　　

該　当 交付済

対象物数 対象物数

旅　　　　　館

ホ　　テ　　ル
13 13

区　　　分 表　　　示　　　対　　　象 交付率

計

３階以上かつ収容人員３０人以上 100%

13 13 100%

　　（２）一般住宅立入検査状況

実　　施　　件　　数
計

指　　導　　件　　数
計
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１２．危険物製造所等の許可件数状況    　　

設　置
　　　＊１

変　更

0 0

52 2 3 51

54 4 1 57

5 5

145 2 2 6 141

1 1

40 4 3 41

9 1 10

95 1 7 3 93

5 5

89 2 4 3 88

495 16 13 19 492

　＊１　移動タンク貯蔵所の他許可行政庁からの転入含む
　＊２　移動タンク貯蔵所の他行政庁への転出含む

一  般  取  扱  所

合　　　　　計

平成１7年
末現在許
可件数

製造所等別

製       造       所

屋　内　貯　蔵　所

　　　　　　　　　区分 平成１6
年中まで
の許可件
数

平成１7年中許可件数
平成１7年
中廃止等
件数

販  売  取  扱  所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋  外  貯  蔵  所

給  油  取  扱  所

＊２
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１３．危険物製造所等の許可状況　　　　　　　

平成１3年 平成１4年 平成１5年 平成16年 平成17年

施設総数 510 512 502 495 492

貯蔵所 319 319 312 306 306

取扱所 191 193 190 189 186

（２）区分別施設数

（１）危険物施設数の推移

0
100
200
300
400
500
600

平成１3年 平成１4年 平成１5年 平成16年 平成17年

施設総数

貯蔵所

取扱所

貯蔵所
３０６
(62.2%)

取扱所
１８６
(37.8%)

給油取扱所
９３ (18.9%)

一般取扱所
８８ (17.9%)

簡易タンク貯蔵所
１ (0.2%)

屋内タンク貯蔵所
  　５ (1.0%)

販売取扱所
５ (1.0%)

屋外タンク貯蔵所
５７(11.6%)

屋内貯蔵所
５１（10.4%)

地下タンク貯蔵所
１４１ (28.7%)

移動タンク貯蔵所
４１ (8.3%)

屋外貯蔵所 １０
(2.0%)

危険物施設
総　　　　数
４９２施設
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１４．危険物製造所等許可・検査・届出状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所 2 1 1

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 4 4

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 4 1 1 2

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 4 1 3

屋 外 貯 蔵 所 1 1

給 油 取 扱 所 8 2 1 1 2 2

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所 6 2 1 1 1 1

小　　　　計 29 4 2 9 4 1 3 1 5

水 張 ・ 水 圧 検 査 9 1 1 1 5 1

完 成 検 査 20 1 3 2 2 4 2 1 1 2 2

仮 使 用 承 認 12 2 1 1 3 1 2 1 1

仮 貯 蔵 ・ 取 扱 承 認 2 1 1

予 防 規 程 認 可

特 例 承 認 1 1

液石法に基く意見書交付

小　　　　計 44 0 1 5 3 2 2 7 4 5 2 9 4

譲 渡 引 渡 届 出 5 1 1 3

種 類 数 量 変 更 届 出 2 1 1

廃 止 届 出 等 ＊ １ 19 2 6 1 1 2 3 1 3

保安監督者選解任届出 34 5 6 3 1 2 2 3 10 2

危 険 物 取 扱 者 届 出 31 9 7 4 1 3 3 1 1 2

資料提出（名義変更含） 27 2 3 6 1 8 2 3 2

定 期 点検結果報告書 100 10 9 18 5 8 6 3 9 6 19 7

予防規程軽微な変更届出 14 1 1 1 1 1 6 2 1

休 止 ・ 再 開 届 出 3 2 1

軽 微 な 変 更 届 23 3 1 2 5 3 1 4 1 3

圧縮アセチレンガス等届出 43 2 6 8 2 3 3 4 1 1 13

地下タンク在庫管理等届 18 3 7 4 1 1 1 1

小　　　　計 319 18 26 62 31 15 21 10 20 39 16 32 29

392 18 27 71 36 17 32 21 25 47 18 42 38

　　　　　＊１　移動タンク貯蔵所の他行政庁への転出含む

　　　　　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　別

検
査
・
承
認
等

総　　　　　　計

　
　
 
 
設
置
・
変
更
許
可
申
請

区　　　　　　分 計

届
　
出
　
等
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１５．危険物製造所等倍数別調

製

　
 
造

　
 
所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
 
外
 
貯
 
蔵
 
所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

51 57 5 141 1 41 10 93 5 88

23 20 3 96 34 5 4 1 38

10 7 2 26 1 3 4 10 1 28

12 20 14 3 1 14 3 19

3 5 2 1 8 2

3 2 1 21 1

1 1 14

2 1 22

　　　施　設　別
　
　
合
　
　
　
　
計

貯　　　　蔵　　　　所 取 扱 所

　　倍　数　別

86

合　　　　　　　計
492

指定数量の５倍以下
224

指定数量の１０００倍
を超える

指定数量の１５０倍を
超え２００倍以下

16

指定数量の２００倍を
超え５００倍以下

25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年１２月３１日現在

指定数量の５００倍を
超え１０００倍以下

指定数量の５０倍を超
え１００倍以下

21

指定数量の１００倍を
超え１５０倍以下

28

指定数量の５倍を超え
１０倍以下

92

指定数量の１０倍を超
え５０倍以下
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１６．危険物製造所立入検査指導調

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

検査 464 50 0 4 152 0 25 19 109 0 62 2 41 0

指導 205 12 0 1 55 0 20 7 80 0 21 1 8 0

〃 0

〃 0

〃 0

〃 0

〃 203 50 143 10

〃 68 12 50 6

〃 0

〃 0

〃 7 7

〃 6 6

〃 22 4 9 9

〃 7 1 5 1

〃 0

〃 0

〃 0

〃 0

〃 3 3

〃 3 3

〃 0

〃 0

〃 218 25 88 62 2 41

〃 110 20 60 21 1 8

〃 11 11

〃 11 11
１２月

１０月

6月

計

１月

2月

少

量

貯

蔵

取

扱

所

製

造

所

そ

の

他

１１月

計

貯　　　　蔵　　　　所 取　扱　所 運

搬

車

両

　
施
設
別

　
　
　
　
　
　
検
査
等

　
　
　
　
 
　
月
 
別

７月

８月

9月

３月

４月

5月
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１７．危険物製造所等の類・品名別貯蔵取扱量調　　　Ｈ．17．12．31現在

類 品　　　　　名 化　　　　学　　　　名 数　　　　　　　　　量
第１類 第1種酸化物性固体 　硝酸カリウム類 １，８００㎏

　パテ類 ５００㎏
　スチレン ８，０００kg

特 殊 引 火 物 　エーテル（ジエチルエーテル） ３２５㍑
　ガソリン １５３，１１１〃
　ＪＰ－４ １０，６００〃
　トルオール ６，７４０〃
　アセトン １，３２４〃
　再生溶剤 １０，０００〃
　塗料類 １１２，６６５〃
　メチルエチルケトン １，４９２１〃
　酢酸エチル ２，０６５〃
　メタクリル酸エチル １５，１６０〃
　接着剤 ５，６１０〃
　へキサン ４０〃
　アセトニトリル １００〃
　テトラヒドロフラン ４０〃
　エピオン ３０，０００〃
　灯油 ２，００５，４５１〃
　軽油 ２８１，７８７〃
　アノン １１０〃
　ジメチルオルムアミド ８１０〃
　キシロール ３００〃
　ミネラルスピリット １５，５７０〃
　塗料類 ２６，０９７〃
　シンナー １９，５２０〃
　農薬類 ２，５００〃
　機械油 １，７０６〃
　圧延油 ２，０００〃
　洗浄油 ６，８００〃
　廃油 １９６，２００〃
　エクソールＤ４０ １３，１００〃
　ゲルコート ２，８００〃
　ポリエステル樹脂 ５７６〃
　キシレン ２０〃
　重油 ２，４８２，３１０〃
　可塑剤 ３８，４００〃
　廃油 １５４，３６０〃
　潤滑油 ７１，８０９〃
　焼入油 ４，５８８〃
　ユニロール ３５，７４０〃
　ＭＤ１ ３，６００〃
　洗浄油 ２００〃
　作動油 ６４０〃
　オイル １，０００〃
　ディ－ゼル油 １００〃
　マシン油 ２，５００〃
　エアルクリーン ９０，０００〃
　ギア－油 ７、１００〃
　潤滑油 ８１２，３８３〃
　可塑剤 ４１４，９１０〃
　塗料類 ３０，８１０〃
　タービン油 ９，０００〃
　作動油 ２９，４６０〃
　洗浄油 ２，５００〃
　グリース ６，０００〃
　エボキシ化大豆油 ９，４２６〃
　エチルアルコール １３，４２２〃
　イソプロピルアルコール ７８０〃
　メチルアルコール ３，９０４〃
　食用油 ７８０〃
　ボイル １，５０６〃

第５類 有 機 過 酸 化 物 　ナイパーＢＭＴ－Ｍ 80㎏

引 火 性 固 体第２類

第 ４ 石 油 類

ア ル コ ー ル 類

第４類

第 １ 石 油 類

第 ２ 石 油 類

第 ３ 石 油 類

動 植 物 油 類
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月　　　別 件　　　数

１　　　月 0 0 円

２　　　月 0 0 円

３　　　月 10 157,800 円

４　　　月 6 83,400 円

５　　　月 0 0 円

６　　　月 10 260,400 円

７　　　月 13 177,850 円

８　　　月 3 32,000 円

９　　　月 9 142,450 円

　１０　　　月 1 6,000 円

　１１　　　月 12 150,050 円

　１２　　　月 10 89,400 円

計 74 1,099,350 円

金　　      　　　額

１８．危険物関係手数料月別納付状況調
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19.幼少年消防クラブ・婦人防火クラブ結成状況

区分 ク ラ ブ 名 称 所  在  地 代 表 者 クラブ員数指導者数

幼年 白帆幼稚園幼年消防クラブ 蓮河原新町８－３０ 沼田　義雄 156 12

幼年
エンゼルオリンピア幼稚園幼
年消防クラブ

烏山一区２０３４ 小松崎　清 55 18

幼年 日大幼年消防クラブ 桜ヶ丘町１７－４５ 福原　清三 258 19

幼年
太陽っ子（ひたち学院幼稚
園)

乙戸１０２９－１ 栗田　敬子 175 10

幼年 新学幼稚園幼年消防クラブ 手野町薬師４５２４ 香取　秀統 177 1

幼年 土浦幼稚園幼年消防クラブ 大手町１３－１ 吉田　重郎 34 5

幼年 もみじ消防クラブ 下高津２－１０－２１ 妹川　真澄 177 10

幼年 都和幼稚園幼年消防クラブ 板谷４－７１４－７ 野口　陽子 89 8

幼年 桜川保育所さくらクラブ 田中３－４－５ 大内　文子 101 8

幼年 新生保育所幼年消防クラブ 中村南１－２４－１ 渡辺　敦子 22 5

幼年 竹ノ入保育所幼年消防クラブ 西根南３－４－４６ 関　　和子 37 4

幼年 霞ヶ岡保育所幼年消防クラブ 霞ヶ岡町１３－２０ 櫻井　玲子 57 16

幼年 都和保育所幼年消防クラブ 並木２－８－４ 谷藤　康江 64 6

幼年 神立保育所幼年消防クラブ 神立中央３-８-２２ 小野　悦子 80 16

幼年 天川保育所幼年消防クラブ 天川１－２４－１ 寺沢　悦子 54 5

幼年 東崎保育所幼年消防クラブ 東崎町４－７ 西山　せつ子 109 16

幼年 荒川沖保育所幼年消防クラブ 荒川沖西２-１０-１１ 宇野　恵津子 28 4

幼年 大岩田幼稚園幼年消防クラブ 小岩田東２－１８－４ 口田　文江 89 8

幼年
土浦第二幼稚園幼年消防クラ
ブ

富士崎２－１－４６ 家田　雅子 95 9

幼年
あいりんかい保育所
幼年消防クラブ

右籾町１６８１ 羽持　美代子 135 6

幼年 めぐみ幼稚園幼年消防クラブ 烏山５-２２４８-３ 山崎　ﾃﾙ子 62 5

幼年
いくぶん幼稚園幼年消防クラ
ブ

文京町９－６ 山田　忠志 64 7

幼年
まなべすみれ幼稚園
幼年消防クラブ

東真鍋町２２－１１ 川島　一男 149 13

幼年
土浦聖母幼稚園幼年消防クラ
ブ

大町９-６ ﾏｲｹﾙ･ｺｰﾙﾏﾝ 71 7

幼年 あおば台幼稚園幼年消防クラブ右籾字宮塚２７５５ 塚原　港 193 2

幼年 中央幼稚園幼年消防クラブ 神立中央２-１-１８ 香取　秀統 244 11

幼年 新治幼稚園幼年消防クラブ 沢辺１４２３－４ 福田　　修 73 7

計 2848 238
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区分 ク ラ ブ 名 称 所  在  地 代 表 者 クラブ員数 指導者数

少年 土浦小学校　少年消防クラブ 大手町１３－３２ 橋本　重信 250 10

少年 下高津小学校少年消防クラブ 下高津４-２-９ 栗原　幹 275 14

少年 東小学校少年消防クラブ 大字中４５５ 久保田　昭千 136 7

少年 宍塚小学校少年消防クラブ 宍塚１４７８ 平澤　正則 18 12

少年 大岩田小学校少年消防クラブ 大岩田町２０６６－１ 舘　　稔夫 212 11

少年 真鍋小学校なでしこクラブ 真鍋４-３-１ 小泉　光正 294 14

少年 都和小学校少年消防クラブ 並木５-４８２６-１ 細谷　直弘 216 12

少年 荒川沖小学校少年消防クラブ 荒川沖東３-２４-３ 鈴木　　光 135 8

少年 中村小学校少年消防クラブ 中村南５-２９-５ 小島　　実 146 8

少年
土浦第二小学校少年消防クラ
ブ

富士崎２－１－４１ 鈴木　徳次郎 208 11

少年
上大津東小学校少年消防クラ
ブ

沖宿町２４８９ 殿岡　國治 55 10

少年
上大津西小学校少年消防クラ
ブ

手野町３６５１ 長坂　洋二郎 32 10

少年 神立小学校少年消防クラブ 中神立町４ 菱沼　紀夫 211 7

少年 右籾小学校少年消防クラブ 右籾町１７２８－３ 中川　久夫 128 7

少年 都和南小学校少年消防クラブ 常名３０９０ 小出　弘子 103 5

少年 乙戸小学校少年消防クラブ 乙戸南２－１－１ 吉原　富ク江 109 7

少年 菅谷小学校少年消防クラブ 菅谷町１４６４-８ 吉田　利男 61 3

少年 藤沢小学校少年消防クラブ 藤沢３０５７ 林　　耕三 93 4

少年 山ノ荘小学校少年消防クラブ 本郷３０１ 岩瀬　　治 49 2

少年 斗利出小学校少年消防クラブ 高岡１３６７ 根本　山城 36 3

計 2767 165

婦人 板谷町婦人防火クラブ 板谷１－７１１－６ 富島　　梓 31

婦人 並木町婦人防火クラブ 並木３-２-４１ 鈴木　幸子 8

婦人 大岩田２区婦人防火クラブ 大岩田町１３５４ 矢口　伸子 9

婦人 中荒川沖町婦人防火クラブ 中荒川沖町２４－８ 野口　安代 21

婦人 真鍋５丁目婦人防火クラブ 真鍋５-１３-１９ 谷嶋　満枝 72

　計 141
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警防編 

 

 平成１７年中の火災件数は４０件で、前年に比べ５件の減少、出火率（人口

１万人当たりの出火件数）は、３.０（前年３.３）で０.３ポイント減少してい

る。 

 建物火災の占める割合は、全体の６７.５％で前年（７１.１％）より３.６％

減少している。 

 建物火災１件当たりの損害額は、３,８０８千円と前年（３,３１５千円）よ

り増加している。 

 当市の火災の特徴として、前年に比べ建物火災５件、その他の火災３件が減

少し、車両火災２件、林野火災１件が増加している。 

 原因については、放火（疑い含む）、コンロ、タバコ、ストーブの順であり、

近年上位の原因について大きな変化はない。 

 気象については、温暖な気候のため気温・湿度・風速等特異事項は記録しな

かった。 



………………………………………………………… 40 件

建 物 火 災………………………………………………………… 27 件

林 野 火 災………………………………………………………… 1 件

車 両 火 災………………………………………………………… 7 件

船 舶 火 災………………………………………………………… 件

そ の 他 の 火 災………………………………………………………… 5 件

…………………………………………………………113,308 千円

死 者………………………………………………………… 3 人

負 傷 者………………………………………………………… 9 人

焼 損 面 積………………………………………………・床面積 1,056 ㎡

………………………………………………・表面積 54 ㎡

損 害 見 積 額…………………………………………………………102,826 千円

焼 損 棟 数………………………………………………………… 37 棟

り 災 世 帯………………………………………………………… 34 世帯

り 災 人 員………………………………………………………… 88 人

 建 物 火 災 について

1. 平成17年中火災発生状況

火　 災    件    数

損  害  見  積  額

死　    傷　   　者
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　（１）　火災種別出火件数

（件）

建　　物 車　　両 林　　野 そ の 他 合　　計

件　 　数 27 7 1 5 40

（件）

放火（含疑い） コンロ ストーブ 火遊び たばこ たき火 その他 不　　明 合　計

件　  　数 7 7 5 1 6 0 13 1 40

　（２）　火災原因別出火件数

　　　　　※　その他については、表記以外の原因を合わせたもの。

４０件

17%

17%

3%
15%

0%

32%

3%

13%

放火（含疑い）

コンロ

ストーブ

火遊び

たばこ

たき火

その他

不　　明

17%

13%
3%

67%

建　　物

車　　両

林　　野

そ の 他

４０件
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（件）

０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～１０１０～１２１２～１４１４～１６１６～１８１８～２０２０～２２２２～２４不明 合　計

全 火 災 6 5 4 2 5 1 5 2 1 3 5 0 1 40

建物火災 3 3 2 4 4 0 3 0 1 3 4 0 0 27

（人）

死 　者

負傷者

　　　　ア　死傷者

　（３）　時間帯別出火件数

　（４）　過去５カ年の推移

3 1 1 3 3

平成１3年 平成１4年 平成１5年 平成１6年 平成１７年

9 7 6 4 9
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２０～２２

２２～２４

全 火 災

建物火災

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

平成１3年 平成１4年 平成１5年 平成１6年 平成１７年

死 　者

負傷者



火 災 件 数

損害見積額

（㎡）

焼損床面積

焼損表面積

　　　イ　建物火災損害見積額
（百万円）

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１7年

27

207.173 153.683 108.586 106.080 102.826

44 37 33 32

　　　ウ　建物火災焼損面積　　　

平成１３年 平成１４年 平成１5年

1,382 1,116 2,039 1,056

54

49

270 118 225 269

平成１６年 平成１7年

2,522

0 50 100 150 200 250

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

平成１7年

単位：百万円

損害見積額

火 災 件 数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成１３年 平成１４年 平成１5年 平成１６年 平成１7年

焼損表面積

焼損床面積



出火率
   人口１万人 あたりの

出 火 件 数
3.0 6.1 4.5

建　　物　　火　　災 67.5 52.7 57.5

林　　野　　火　　災 2.5 4.2 3.9

車　　両　　火　　災 17.5 11.4 11.5

船　　舶　　火　　災 - 0.2 0.2

航　空　機　火　災 - - -

そ　の　他　火　災 12.5 31.5 26.9

放火・放火の疑い 17.5 20.2 21.3

た　　　き　　　火 0.0 8.8 5.9

た　　　ば　　　こ 15.0 8.0 10.3

こ　　　ん　　　ろ 17.5 8.7 10.5

火　　　遊　　　び 2.5 2.4 3.3

全火災１件あたり 2,833 千円 3,553 千円 2,741 千円

建物火災１件あたり 3,808 千円 6,558 千円 - 千円

  全火災市民
（県民・国民）1人あたり

762 円 - 円 - 円

建物火災１件あたり 39.1 ㎡ 63.3 ㎡ 47.1 ㎡

林野火災1件あたり 8.0 ａ 9.8 ａ 49.8 ａ

県　平　均　値 全国平均値

 
主
な
火
災
原
因
別
割
合
（
％
）

損
害
額
焼
損
面
積

２．火　災

　（１）　当市と全国・県との火災概況比較

区　　　　　　分

火
災
種
類
別
構
成
割
合
（
％
）

当　　　市
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　（2）　月別火災損害額

内容物

その他

床 1,056 12,483 林 14

表 54 車 3,641

林 8 25 そ 6,827

床 37 9 林

表 車

林 そ

床 58 2,444 林

表 車

林 そ

床 98 147 林

表 1 車 312

林 そ 6,456

床 243 2,780 林

表 6 車

林 そ

床 54 850 林 14

表 車 955

林 2 そ 267

床 52 860 林

表 1 車

林 そ

床 49 792 林

表 20 車 1,400

林 そ

床 林

表 車

林 そ

床 3 林

表 1 車

林 そ

床 2 林

表 6 車 214

林 そ

床 35 237 林

表 1 車

林 そ

床 430 4,359 林

表 18 車 760

林 6 25 そ 104

船
　
舶

航
空
機

そ
の
他 建　物

建　　物

焼損面積

建物（㎡）

〃

林野（а）

計

1

2

合　計

月
　
別

件
　
数

火　災　種　別　＜爆発＞

建
　
物

林
　
野

車
　
両

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

林　野

車　両

その他

40 27 1 7 0 0 5

1 1

2 2

9 5 2 2

8 7 1

5 2 1 2

1 1

3 2 1

0

1 1

2 1 1

2 2

18,914

15,884

7,660

6 3 1

113,308

2,575

3,867

8,067

7

221

2

13,798

6,800

4832,675

2,566

1,423

1,152

16,134

47,515

0

損害額（千円）

4

5

438675

52,763

90,318
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　　　　　月別　　　　　　　　　覚知別

覚知別

計 40 1 2 9 8 5 1 3 1 2 2 6

専　用(加入） 23 1 2 5 4 1 3 1 2 4

専　用(携帯） 7 1 1 2 1 1 1

加　入（加入）

加　入（携帯）

警　察　電　話 2 1 1

事 後 聞 知 6 1 4 1

駆け付け通報

そ　の　他 2 1 1

　　　　　月別　　　　　　　　　覚知別

種別

死　　者 3 1 1 1

負傷者 9 1 1 1 2 3 1

1,094 547

加　入（携帯）

警　察　電　話 2

416832

128 9 10 114 5 6 7

（５）　月別・死傷者数

計 1 2 3

（４）　月別・覚知別火災件数

12計 1 2 3 8 9 10 11

4,402

5 6 74

2

火災１件あたりの損害額(千円）

2,833

4,638

629

50

 

106,679専　用(加入）

加　入（加入）

そ　　の　　他

7

6

 駆け付け通報

専　用(携帯）

事　後　聞　知

23

301

（３）　覚知別火災損害額

覚　　知　　別

計

損　　害　　額（千円)

113,308

件　　数

40
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(６)  月別・原因別火災件数

件 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

数 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

40 1 2 9 8 5 1 3 0 1 2 2 6

6 1 1 1 3

1 1

1 1

　都市ガス 0

　プロパンガス 7 1 3 1 1 1

　そ  の 他 0

　放　　  火 5 3 1 1

　自損行為 1 1

1 1

　ガ 　  ス 0

　石　　油 0

　ま 　　き 0

　か ま ど 0

　石　　油 1 1

　ガ 　　ス 0

　電　　気 4 1 2 1

0

0

　屋 内 外 線 等 0

　配電線スパーク 1 1

　そ  の  他 1 1

0

1 1

2 1 1

0

1 1

0

2 1 1

1 1

電気カーペット 1 1

練炭 1 1

車両と路面の火花 1 1

0

0

0

0

0

その他 0

1 1

放
火

放 　火 　の　疑 　い

月　　別　　

　原因別

合      　             計

こ
ん
ろ

火 　　 遊 　　 び

た　　  き  　　火

た　  　ば 　　 こ

電   気   機   器

焼　　　却　　　炉

ス
ト
ー

ブ

 マ ッ チ・ラ イ タ ー

電　気　コ　タ　ツ

電
灯
電
話

等
配
線

　
か
ま
ど

　
風
　
呂

衝　突　の　火　花

配   線   器   具

溶断機 ・ 切断機

そ
　
　
の
　
　
他

不  明・調 査 中

火　　　入　　　れ

排　　　気　　　管

取　り　灰
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 (７)  時間別・原因別火災件数

件 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 不
〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

数 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 明

40 6 5 4 2 5 1 5 2 1 3 5 0 1

6 1 1 2 1 1

1 1

1 1

　都市ガス 0

　プロパンガス 7 1 1 1 3 1

　そ  の 他 0

　放　　  火 6 2 2 1 1

　自損行為 0

1 1

　ガ　　 ス 0

　石　　油 1 1

　ま 　　き 0

　か ま ど 0

　石　　油 0

　ガ 　　ス 0

　電　　気 4 1 1 2

0

0

屋 内 外 線 等 0

配電線スパーク 1 1

そ  の  他 1 1

0

1 1

2 1 1

0

1 1

0

2 1 1

1 1

電気カーペット 1 1

練炭 1 1

車両と路面の火花 1 1

0

0

0

0

0

その他 0

1 1不  明・調 査 中

溶断機 ・ 切断機

そ
　
　
の
　
　
他

焼　　　却　　　炉

火　　　入　　　れ

排　　　気　　　管

取　り　灰

電   気   機   器

配   線   器   具

月　　別　　

　原因別

放 　火 　の　疑 　い

電
灯
電
話

等
配
線

　衝　突　の　火　花

ス
ト
ー

ブ

マ ッ チ・ラ イ タ ー

 電　気　こ　た　つ

　　　　　　　 合　　　　　　　計    　         

た　  　ば 　　 こ

た　　  き  　　火

火 　　 遊 　　 び

　
風
　
呂

　
か
ま
ど

こ
ん
ろ

放
火
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(８) 町別火災発生状況

種別　 計 建物 林野 車両 船舶 その他

署別 　町　別 40 27 1 7 0 5
東真鍋町 1 1
下高津１～４丁目 1 1

土 常名町 1 1
桜町１～４丁目 3 3
大岩田 1 1

浦 西並木 1 1
永国町 1 1
飯田町 1 1

消 木田余東台1～５丁目 1 1
小岩田西1～２丁目 1 1
城北町 1 1

防 並木１～５丁目 1 1
富士崎１･２丁目 1 1
西真鍋 1 1

署 真鍋１～６丁目 1 1
常磐道 1 1
川口一丁目 1 1

0
19 0
件 0

0
0
0
0
0

荒川沖東１～３丁目 5 4 1
荒川沖西１～３丁目 1 1

荒 乙戸町 2 2
川 乙戸南1～３丁目 1 1
沖 中村南１～６丁目 1 1
消 中 1 1
防 西根南一丁目 1 1
署 0

0
12 0
件 0

0

神立中央１～４丁目 2 2
神 東中貫町 1 1
立 中貫町 2 2
消 板谷１～６丁目 1 1
防 粟野町 1 1
署 神立東１～２丁目 1 1

おおつ野１～８丁目 1 1
0

9 0
件 0

0
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　（９）　最近５カ年間の出火状況比較

270 21 32 32 33 25 18 18 17 15 13 16 30

75 6 12 8 7 6 7 5 3 4 3 5 9

56 5 3 8 10 3 3 2 6 5 3 2 6

54 6 6 6 3 5 3 4 6 3 3 5 4

45 3 9 1 5 6 4 4 2 2 2 2 5

40 1 2 9 8 5 1 3 0 1 2 2 6

時間別　 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

　年　別 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

計 270 26 19 23 16 16 18 26 20 24 28 29 20 5

平成１３年 75 6 11 6 4 4 5 5 6 6 7 5 9 1

平成１４年 56 5 1 3 4 6 5 10 3 5 5 7 2 0

平成１５年 54 4 1 7 3 0 5 2 4 9 6 7 4 2

平成１６年 45 5 1 3 3 1 2 4 5 3 7 5 5 1

平成１7年 40 6 5 4 2 5 1 5 2 1 3 5 0 1

　　　　(ア)　出火率（人口１万人あたりの出火件数）

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１7年

4.1 4.0 3.3 3.0

　　　　(イ)　月別火災件数

1計 2 3 4 5 6 7 8

平 成 １ ６ 年

　　   　(ウ)　時間別火災件数

9 10 11 12

平 成 １ 7年

計
不
　
明

平成１３年

5.5

月　　別　

　年　別

計

平 成 １ ３ 年

平 成 １ ４ 年

平 成 １ ５ 年
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　（エ）火災種別

種　別

年　別 件数 件数 件数 件数

計 270 146 44 40

平成  13年 75 44 16 15

平成  14年 56 37 11 8

平成  15年 54 33 12 9

平成  16年 45 32 5 8

平成  17年 40 27 7 6

種　別

年　別 計 全焼 半焼部分焼ぼや 爆発

計 173 49 15 58 51 0

平成１３年 44 11 5 13 15

平成１４年 37 7 2 16 12

平成１５年 33 13 2 8 10

平成１６年 32 12 3 11 6

平成１７年 27 6 3 10 8

平　　　均 35 10 3 12 10 0

種　別

年　別

平　均

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

706,398

67.5 3,808 39.1

113,308 102,826 3,641 6,841

合　計 建　物

損　害　額

建　物　火　災 林野･その他

10,545

（㎡）

　（オ）建物火災焼損棟数及び損害額

火　　災　　区　　分 焼損床面積 損　　害　　額　　（千円）

44,514 945

8,115 678,348 511,588 162,337

1,653

216

60,470 582

その他

4,423

内容物

2,039

1,623

153,683 108,224

106,080 84,612

108,586 82,313

102,318

25,322 951

19,548 1,920

32,467 885

25

損　害　額 損　害　額 損　害　額

1,760

207,173

678,348 17,505

合　　　　　計 車　両　火　災

211,630

114,670 4,431

4,241

108,586

4,703160,146 153,683

火災の割合　（%）　　

建物火災１件あたり

の損害額　（千円）　

207,173 146,121

1,116

2,522

1,382

135,670

4,708

4,154

3,290

建物火災１件あたり

　 の焼損床面積　（㎡)　

57.3

37.4

33.8

（単位:千円）

　（カ）火災に対する建物火災の占める割合等

3,855 46.3

106,644 106,080 489 75

64.9

全火災に対する建物

71.1 3,315 63.7

1,056 102,826 90,318 12,483

58.7

66.0

61.1

57



　(キ) 火災原因別出火件数

件
数

270 75 56 54 45 40

22 5 3 5 3 6

2 1 1

9 4 3 1 1

　都市ガス 10 4 2 1 3

　プロパンガス 29 7 6 5 4 7

　そ  の 他 1 1

　放　　  火 48 14 7 7 15 5

　自損行為 8 6 1 1

29 7 11 5 5 1

　ガ 　  ス 1 1

　石　　油 3 1 2

　ま 　　き 0

　か ま ど 0

　石　　油 10 2 2 3 2 1

　ガ 　　ス 0

　電　　気 8 2 2 4

1 1

0

屋 内 外 線 等 2 1 1

配電線スパーク 2 1 1

そ  の  他 1 1

5 1 1 3

5 2 2 1

7 2 1 1 1 2

4 2 1 1

2 1 1

8 4 2 2

0

2 1 1

0

1 1

33 8 6 9 7 3

17 6 5 2 3 1

衝 突 の 火 花

そ の 他

排 気 管

灯 火

取 灰

ボ イ ラ ー

火 　　 遊 　　 び

こ
ん
ろ

放
火

月　　別　　
　原因別

合      　     計

た　  　ば 　　 こ

Ｈ１５年 Ｈ１６年 Ｈ１7年

交 通 機 関 内 配 線

ス
ト
ー
ブ

マ ッ チ・ラ イ タ ー

煙 突 ・ 煙 道

電
灯
電
話

等
配
線

放 火 の 疑 い

溶 断 機 ・ 切 断 機

不 明 ・ 調 査 中

Ｈ１３年 Ｈ１４年

電 気 器 具

焼 却 炉

　
風
　
呂

　
か
ま
ど

配 線 器 具

た　　  き  　　火
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　火災年月日 出火時分 鎮火時分 　住　　　所 原　　　因
焼失面績
（㎡）

損害額
(千円）

Ｈ１３．３．　４　　３：２６　　４：０６桜町4丁目 不明 119 12,171

　　　　３．１０　２２：１５　２２：５２桜町3丁目 不明 296 17,762

　　　　４．１２　　３：２０　　５：１１荒川沖東２丁目 配線器具 551 39,724

　　　　４．１９　１９：００　１９：４７中貫町 不明 189 25,200

　　　　７．　９　　３：３０　　４：００神立町 放火 40 8,417

　　　　９．　２　　１：１０　　１：５７荒川沖西2丁目 その他 26 5,268

　　　　９．２９　　５：０８　　５：５２桜町2丁目 ガスコンロ 75 16,846

　　　１１．２０　１５：５４　１６：３９小山崎町 ガスコンロ 316 19,594

　　　１１．２８　　３：００　　３：４０神立東1丁目 不明 104 7,383

　　　１２．２１　１３：１０　１４：１５桜町2丁目 不明 91 9,752

　　　１２．２４　１９：０９　１９：４６荒川沖南区 放火 179 15,851

Ｈ１４．１．　４　２１：５５　２２：２３神立中央５丁目 不明 228 23,185

　　　　２．　５　　９：３５　１０：０３桜町３丁目 石油ストーブ 35 6,991

　　　　２．　９　　７：０３　  ７：３１都和３丁目 石油ストーブ 21 5,299

　　　　３．　２　１２：２５　１２：４８乙戸町 火遊び 45 8,127

　　　　３．　６　１７：３０　１７：５５都和２丁目 不明 64 16,122

　　　　３．２２　　０：１２　　２：００中央２丁目 電気コタツ 198 20,558

　　　　４．２６　１０：０７　１０：３２白鳥町 その他 111 18,990

　　　　６．１８　　９：３８　１０：４０中村南１丁目 不明 142 11,180

　　　　８．　１　１４：３６　１５：１５中央２丁目 石油風呂釜 251 8,406

　　　１２．　５　１２：２０　１３：１１霞ヶ岡町 屋内配線 120 11,237

Ｈ１５．２．２８ １９：４０ ２０：３９ 乙戸町 石油ストーブ 136 19,290

　　　　３．２０ １１：２６ １１：５５ 板谷１丁目 たばこ 130 6,141

　　　　４．　３ １６：５９ １７：２７ 真鍋４丁目 たばこ 43 7,111

　　　　４．　５ ２２：１５ ２３：０３ 大字乙戸 たばこ 133 15,786

　　　　５．１８ 　４：１８ 　４：３３ 荒川沖西１丁目 こんろ 248 6,032

　　　　６．２４ １６：１２ １６：４０ 中貫町 こんろ 89 5,250

　　　　８．　８ 　５：４０ 　６：１４ 北神立町 その他 0 9,435

　　　　８．１６ 　５：００ 　５：２１ 真鍋６丁目 ライター 71 9,540

　　　　８・２１ 不明 　６：０５ 神立中央１丁目 放火の疑い 110 13,769

Ｈ１６．５．２６ ２１：０３ ２２：３１ 神立中央２丁目 放火の疑い 87 10,147

　　　　５．２６ ２１：５０ ２２：１７ 神立中央１丁目 放火 128 12,453

　　　　５．２９ １：３５ ２：２６ 真鍋５丁目 放火の疑い 336 10,177

　　　　８．２６ １８：１０ １８：４８ 中高津２丁目 たばこ 50 5,863

　　　　９．１２ ０：３８ ２：０９ 東真鍋町 放火 297 23,575

　　　１２．２３ １４：３５ １５：１６ 荒川沖西２丁目 ストーブ 191 10,575

Ｈ１７．３．　２ １５：１８ １７：３４ 中貫町 電気機器 0 6,002

　　　　４．２４ １６：２０ １７：１７ 中村南５丁目 石油ストーブ 229 14,082

　　　　５：１５ ６：２０ ７：０３ 神立中央１丁目 こんろ 53 14,334

　　　　６：２１ １３：４５ １４：０９ 並木２丁目 電気冷蔵庫 52 7,660

　　　１２：３０ ２０：２５ ２１：０６ 荒川沖東２丁目 電気ストーブ 382 50,136

(10)損害額５００万円以上の火災（平成１3年～平成１7年）

59



 (11)  気象別火災発生状況
　　　　　　　　月　別　       月別                  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

計

　気象別 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

　　　　　　　　件　数　40 1 2 9 8 5 1 3 0 1 2 2 6

　火災警報発令 0

晴 30 1 2 7 4 4 1 1 1 1 2 6

天 曇 9 2 4 1 1 1

雨 1 1

候 雪 0

不明 0

無　風 2 1 1

北 0

北北東 1 1

風 北　東 5 2 1 1 1

東北東 5 1 1 1 1 1

東 2 2

東南東 3 1 1 1

南　東 6 1 2 2 1

南南東 0

南 3 1 1 1

南南西 1 1

南　西 3 1 1 1

西南西 0

向 西 2 2

西北西 4 2 1 1

北　西 2 1 1

北北西 1 1

測定不能 0

無　風 2 1 1

風 ３．５ｍ未満 31 1 2 7 5 4 3 2 2 5

３．５ｍ以上 5 1 3 1

７．０ｍ以上 2 1 1

速 １０．０ｍ以上 0

測定不能 0

０℃未満 1 1

温 ０℃以上 14 1 2 6 1 4

５℃以上 1 1

１０℃以上 15 3 7 3 1 1

度 ２０℃以上 6 1 2 1 2

測定不能 0

２０％未満 2 2

湿 ２０％以上 3 2 1

３０％以上 0

４０％以上 5 1 2 1 1

５０％以上 3 1 1 1

度 ６０％以上 21 2 5 5 5 1 2 1

測定不能 0
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(12)　原因と主な経過

原因 1７年 主　な　経　過 主　な　着　火　物 1６年

不適当なところに捨て置く（４） 枯草（２）
火源が転倒落下する（１） 吸殻（１）
消したはずのものが再燃する（１） 布団（１）

袋及び紙製品（１）
ゴミ類（１）
繊維類布団（１）

忘れる（6） 動植物油（6）
輻射を受けて発火する（１） 柱（１）

自動販売機（１）
障子（１）
上敷（１）
袋及び紙製品（１）
紙屑（１）
ゴミ屑（１）

座席シート（１）

可燃物が火源に触れる（2） カーテン（１）
考え違いにより使用を誤る（１） 繊維製品（２）
輻射熱（１） 布団（１）

 電灯電話線 判断線により発熱する（１） ビニール被覆（１）
 の配線
 配線器具 1 電線が短絡する（１） 電線被覆（１）
 た　き　火 1 火源が動いて接触する（１） 枯葉（１）

スパークする（２） 小屋組材（１）
不適当なところに捨て置く（１） 粉塵（１）
衝突により発火（２） 土台（１）
火花が飛ぶ（１） 第一石油類（２）
引火する（１） 合成油脂（１）
考え違いにより使用を誤る（１） プロパンガス（１）
絶縁劣化による発熱（１） アセチレン（１）

無意識に火を付ける（１） 繊維製品（１）
紙屑等（１）

不明（２）

4

火　遊　び

た　ば　こ 6 3

火遊び（１）1

コ　ン　ロ 7

放　　　火 6

2

5

 ストーブ

14放火

 放火の疑い 放火の疑い1

　不　　明 2

4

不明（２）

1

 そ　の　他 10 9

1

61



 2.消防団

第１方面隊 ６ケ分団

 
 

第２方面隊 ７ケ分団

第３方面隊 ７ケ分団

市長 消 防 団
（消防団長）

第１分団 ６ケ部

新治支団 第２分団 ６ケ部
（支団長）

第３分団 ７ケ部

　　　(1)消防団組織図
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区分 面積

所属 （㎡）
文京町1-46
消防本部内

Ｓ４１年

大和町1-1 56.55
軽量鉄骨ALC板
２階建

大和町，桜町1，2，3丁目，有明町1番街区 Ｓ６０年

川口一丁目4 56.25 〃
川口1，2丁目，東崎町，有明町2番街区，湖北1，2丁
目，
港町1，2，3丁目

Ｓ６０年

大町6-11 52.01 鉄骨瓦棒葺２階建
大町，千束町，桜町4丁目，田中1，2，3丁目，田中
町，
生田町，文京町

Ｓ５４年

大手町５ 33.00 ブロック瓦葺２階建 大手町，中央1，2丁目，立田町
Ｓ３３年Ｓ５５
年　（改築）

宍塚町1478-2 56.43 鉄骨瓦棒葺２階建
虫掛の一部，佐野子，粕毛，
宍塚の一部，飯田，矢作

Ｈ６年

小松2丁目9 50.64
軽量ブロック
スレート葺平屋建

小松1，2，3丁目，小松ケ丘町，千鳥ケ丘町，霞ケ岡
町，
桜ケ丘町，小岩田東1，2丁目，小岩田西1，2丁目，
大字大岩田，蓮河原町，蓮河原新町，滝田1，2丁目

Ｓ３８年 Ｈ元年
（改築）

真鍋1丁目11-12 68.04
軽量鉄骨

モニエル瓦葺２階建

真鍋1，2丁目，真鍋3丁目1～5番街区，真鍋新町，
木田余，木田余西台，木田余東台1，2，3，4，5丁
目，
城北町

H１５年

真鍋3丁目11-26 51.92 鉄骨瓦棒葺２階建
真鍋3丁目6～14番街区，真鍋4，5，6丁目，東真鍋
町，
西真鍋町，殿里，東都和，若松町，東若松町

Ｈ４年

並木3丁目3-43 52.50 鉄骨折板葺２階建
常名，都和1，2，3，4丁目，虫掛の一部，
並木1，2，3，4，5丁目，東並木町，西並木町，
中貫，板谷1，2，3，4，5，6，7丁目

Ｓ５７年

今泉327 56.43 鉄骨瓦棒葺２階建
粟野町，紫ケ丘，今泉，小山崎，
中都町1，2，3,4丁目，笠師町

Ｈ９年

神立中央1丁目7-19 52.50 鉄骨折板葺２階建
神立町，神立中央1，2，3，4，5丁目，神立東1，2丁
目，
中神立町，北神立町，東中貫町，白鳥町

Ｓ５７年

手野町2033-6 43.39 鉄骨瓦棒葺２階建 手野町，菅谷町 Ｓ５４年

沖宿町849 56.43
鉄骨コロニアル葺

２階建
沖宿町,田村町,おおつ野1，2，3，4，5，6，7，8丁目 Ｈ１２年

下高津2丁目1-12 56.43 鉄骨折板葺平屋建 下高津1，2，3，4丁目，富士崎1，2丁目 Ｈ３年

中高津2丁目5-1 56.43 〃
中高津1，2，3丁目，国分町，小岩田，永国，
永国東町，永国台

Ｈ４年

上高津町868-4 66.24
鉄骨ルーフデッキ

２階建
上高津，宍塚の一部，上高津新町，天川1，2丁目 Ｈ１５年

右籾町748 67.00 〃 右籾，摩利山新田，烏山1，2，3，4，5丁目
Ｓ５９年 H10年

移設

荒川沖東2丁目2-6 56.43 〃
荒川沖東1，2，3丁目，北荒川沖町，中村南1，2，3丁
目，
中村東1，2，3丁目，中の一部

Ｈ７年

荒川沖西2丁目
11-26

56.43 〃
中荒川沖町，荒川沖西1，2丁目，荒川沖の一部，
中村南4，5，6丁目，中の一部，西根南1，2丁目，
西根南3丁目，中村西根，西根西1丁目

Ｈ５年

荒川沖南区31-1 56.43 〃
荒川沖の一部，荒川本郷，沖新田，
乙戸，乙戸南1，2，3丁目，卸町1，2丁目

Ｈ７年
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建築年

団 本 部

第１分団

第２分団

所　在　地 構　　造 担　　当　　区　　域

第１６分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第１１分団

第１２分団

第１３分団

第１４分団

第２７分団

第２８分団

(２)消防団車庫及び担当区域

第２２分団

第２３分団

第２４分団

第２６分団

第１７分団

第２１分団

第１５分団



区分 面積

所属 （㎡）

藤沢1419-4先 38.0
ブロック造平屋
一部木造

藤沢一区 Ｓ３５年

藤沢(二区)1544-2

１Ｆ
19.8
２Ｆ
19.8

木造2階建 藤沢二区 Ｈ２年

大畑1182-1 158.0 木造平屋建 大畑 Ｓ５２年度

上坂田1135-1

１Ｆ
25.0
２Ｆ
13.0

鉄骨2階建 上坂田 Ｓ４６年

下坂田474-1 42.0ブロック造平屋建下坂田 Ｓ４１年

藤沢(東町)3348-1

１Ｆ
23.1
２Ｆ
23.1

軽量鉄骨2階建 東町 Ｓ３０年度

田宮613-3

１Ｆ
18.0
２Ｆ
18.0

木造2階建 田宮 Ｓ４０年

高岡1896

１Ｆ
19.8
２Ｆ
19.8

木造2階建 高岡根 Ｓ４９年

高岡（沖)1371-1

１Ｆ
24.0
２Ｆ
24.0

１Ｆ　ＲＣ造
２Ｆ　木造

高岡沖

１Ｆ　Ｓ４０
年頃

２Ｆ　Ｓ５６
年

藤沢新田488先 42.75軽量鉄骨平屋建 藤沢新田 Ｓ４８年

田土部855 44.2 木造平屋建 田土部 Ｓ４５年頃

高岡（新田）2700 24.0 木造平屋建 高岡新田 Ｓ５１年

沢辺806-3 40.5 木造平屋建 沢辺 Ｓ４０年

永井557

１Ｆ
26.8
２Ｆ
21.5

木造モルタル2階建 永井 Ｓ５３年

本郷1538

１Ｆ
36.3
２Ｆ
32.16

木造2階建 本郷 Ｓ５２年

大志戸1167-1

詰所
19.87
車庫
26.22

詰所　木造平屋
建

車庫　軽量鉄骨
造

大志戸
詰所　Ｈ５年
車庫　Ｓ５２

年

小野566-3

詰所
25.25
車庫
22.00

詰所　木造平屋
建

車庫　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ
ﾛｯｸ造

小野
詰所　Ｈ２年
車庫　Ｓ５３

年

東城寺444-1

詰所
20.6
車庫
19.8

詰所　木造平屋
建

車庫　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ
ﾛｯｸ造

東城寺 Ｓ５２年

第３分団第５部

第３分団第６部
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第３分団第１部

第３分団第２部

第３分団第３部

第３分団第４部

第２分団第３部

第２分団第４部

第２分団第５部

第２分団第６部

第１分団第５部

第１分団第６部

第２分団第１部

第２分団第２部

第１分団第１部

第１分団第２部

第１分団第３部

第１分団第４部

所　在　地 構　　造 担当区域 建築年



(3)消 防 団 配 置 車 両　

社名 ポンプ 総重量 受信機 配　置

年式 製作所 長さ 巾 高さ (ｋｇ） 有　無 年月日

第１分団
三　菱
12年

Ｇ　　Ｍ
いちはら

ＣＤ－Ⅰ Ａー2 5.22 1.89 2.49 4,090 5,249 軽油 有
平成
１２．２．９

第2分団
トヨタ
15年

〃 〃 〃 5.15 1.88 2.50 4,370 4,890 〃 〃
平成
１５．１１．１９

第3分団
トヨタ
11年

〃 〃 〃 5.15 1.88 2.42 3,830 4,100 〃 〃
平成
１１．２．８

第4分団
いすゞ
14年

日　　本
ｴﾚﾌｧﾝﾄ

〃 〃 5.45 1.88 2.50 4,410 4,570 〃 〃
平成
１４．３．２９

第5分団
いすゞ
5年

Ｇ　　Ｍ
いちはら

〃 〃 5.12 1.88 2.67 3,740 4,330 〃 〃
平成
５．３．２７

第6分団
いすゞ
元年

〃 〃 〃 5.12 1.88 2.65 3,630 3,630 〃 〃
平成
元．８．９

第１1分団
トヨタ
7年

森田 〃 〃 5.12 1.88 2.30 3,650 3,660 〃 〃
平成
７．３．２７

第１2分団
いすゞ
4年

Ｇ　　Ｍ
いちはら

〃 〃 5.12 1.88 2.65 3,690 3,630 〃 〃
平成
４．４．５

第１3分団
トヨタ
2年

〃 〃 〃 5.10 1.88 2.65 3,660 3,660 〃 〃
平成
２．５．３０

第１4分団
いすゞ
7年

〃 〃 〃 5.45 1.88 2.50 4,010 4,570 〃 〃
平成
７．１２．１２

第１5分団
いすゞ
12年

〃 〃 〃 5.39 1.88 2.50 4,240 4,570 〃 〃
平成
１２．１０．６

第１6分団
トヨタ
15年

〃 〃 〃 5.15 1.88 2.50 4,370 4,890 〃 〃
平成
１５．１１．１９

第１7分団
いすゞ
14年

Ｇ　　Ｍ
いちはら

〃 〃 5.40 1.88 2.30 4,330 4,770 〃 〃
平成
１４．１１．６

第2１分団
トヨタ
2年

〃 〃 〃 5.10 1.88 2.65 3,660 3,660 〃 〃
平成
２．５．３０

第22分団
いすゞ
5年

〃 〃 〃 5.17 1.88 2.48 3,710 4,330 〃 〃
平成
５．８．５

第23分団
いすゞ
元年

〃 〃 〃 5.12 1.88 2.65 3,630 3,630 〃 〃
平成
元．８．９

第24分団
トヨタ
9年

〃 〃 〃 5.15 1.88 2.50 3,720 4,100 〃 〃
平成
９．３．１４

第26分団
トヨタ
17年

〃 〃 〃 5.15 1.88 2.50 4,420 4,000 〃 〃
平成
１７．３．２５

第27分団
いすゞ
元年

〃 〃 〃 5.12 1.88 2.65 3,630 3,630 〃 〃
平成
元．８．９

第28分団
いすゞ
4年

〃 〃 〃 5.12 1.88 2.65 3,690 3,630 〃 〃
平成
４．４．５
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総排気
量（ｃｃ）

燃料所　属
規　格 （ｍ）

型式 性能



社名 ポンプ 総重量 受信機 配　置

年式 製作所 長さ 巾 高さ (ｋｇ） 有　無 年月日

第１分団第１部
いすゞ
17年

森田 ＣＤ－Ⅰ Ａ－2 5.55 1.88 2.45 4,210 4,770 軽油 有
平成
１７．２．２０

第１分団第２部
ニッサン
2年

石川島
芝浦

－ Ｂ－３ 4.69 1.69 2.25 2,050 1,620 ガソリン 〃
平成
１７．２．２０

第１分団第３部
ニッサン
元年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.12 2,050 1,590 〃 〃
平成
１７．２．２０

第１分団第４部
いすゞ
8年

森田 ＣＤ－Ⅰ Ａ－2 5.48 1.88 5.45 3,860 4,570 軽油 〃
平成
１７．２．２０

第１分団第５部
ニッサン
3年

石川島
芝浦

－ Ｂ－３ 4.71 1.69 2.26 1,980 1,620 ガソリン 〃
平成
１７．２．２０

第１分団第６部
ニッサン
62年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.27 1,940 1,590 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第１部
ニッサン
5年

〃 － 〃 4.68 1.69 2.29 2,140 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第２部
ニッサン
元年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.12 2,050 1,590 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第３部
ニッサン
元年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.30 1,980 1,590 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第４部
ニッサン
4年

〃 － 〃 4.72 1.69 2.35 2,130 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第５部
ニッサン
2年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.25 2,050 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０

第２分団第６部
ニッサン
6年

〃 － 〃 4.72 1.69 2.35 2,130 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第１部
いすゞ
8年

森田 ＣＤ－Ⅰ Ａ－2 5.48 1.88 2.45 3,860 4,570 軽油 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第２部
ニッサン
4年

石川島
芝浦

－ Ｂ－３ 4.72 1.69 2.35 2,130 1,620 ガソリン 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第３部
いすゞ
4年

森田 ＣＤ－Ⅰ Ａ－2 5.10 1.88 2.40 3,680 4,330 軽油 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第４部
ニッサン
3年

石川島
芝浦

－ Ｂ－３ 4.71 1.69 2.26 1,980 1,620 ガソリン 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第５部
ニッサン
元年

〃 － 〃 4.69 1.69 2.30 2,000 1,590 〃 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第６部
ニッサン
6年

〃 － 〃 4.72 1.69 2.35 2,130 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０

第３分団第７部
ニッサン
5年

〃 － 〃 4.68 1.69 2.29 2,140 1,620 〃 〃
平成
１７．２．２０
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所　属 型式 性能
規　格 （ｍ） 総排気

量（ｃｃ）
燃料



（４）消防団員の定員及び実員

階級

区分

定　員 679 1 1 5 9 23 23 58 85 474

実　員 571 1 1 5 9 23 22 58 85 367

（５）消防団員報酬手当

階級

区分

報　酬 75,200 75,200 62,300 49,500 43,300 36,700 28,300 27,200 25,800 年　額

水 火 災の
職 務

3,000円以内 一

警 戒 の
職 務

1,500円 回

訓 練 の
職 務

1,500円 当

そ の 他の
職 務

1,500円 り

団　長 団　員支団長 本部員 分団長 副分団長 部　長 班　長副団長 備　考

分団長 副分団長 部　長 班　長計 団　長 副団長 本部員支団長 団　員

67



（６）消防団員配置状況

階　級　

　区　分

268 1 3 9 20 20 20 20 175

13 1 3 9

第　1 分団 12 1 1 1 1 8

第　2 分団 14 1 1 1 1 10

第　3 分団 9 1 1 1 1 5

第　4 分団 12 1 1 1 1 8

第　5 分団 9 1 1 1 1 5

第　6 分団 12 1 1 1 1 8

第１１分団 11 1 1 1 1 7

第１２分団 15 1 1 1 1 11

第１３分団 15 1 1 1 1 11

第１４分団 15 1 1 1 1 11

第１５分団 15 1 1 1 1 11

第１６分団 10 1 1 1 1 6

第１７分団 15 1 1 1 1 11

第２１分団 13 1 1 1 1 9

第２２分団 14 1 1 1 1 10

第２３分団 14 1 1 1 1 10

第２４分団 10 1 1 1 1 6

第２６分団 12 1 1 1 1 8

第２７分団 14 1 1 1 1 10

第２８分団 14 1 1 1 1 10
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班　長 団　員本部員 分団長 副分団長 部　長

第
　
三
　
方
　
面
　
隊

計 団　長 副団長

計

団　　本　　部

第
　
一
　
方
　
面
　
隊

第
　
二
　
方
　
面
　
隊
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新治支団

階　級　

　区　分

303 1 2 3 2 38 65 192

8 1 2 3 2

第　1　部 13 2 5 6

第　2　部 17 2 3 12

第　3　部 14 2 3 9

第　4　部 21 2 5 14

第　5　部 16 2 3 11

第　6　部 10 2 3 5

第　１　部 15 2 3 10

第　２　部 16 2 3 11

第　３　部 15 2 3 10

第　４　部 15 2 3 10

第　５　部 14 2 3 9

第　６　部 10 2 3 5

第　１　部 22 2 5 15

第　２　部 23 2 3 18

第　３　部 24 2 5 17

第　４　部 15 2 3 10

第　５　部 12 2 3 7

第　６　部 10 2 3 5

第　７　部 13 2 3 8

第
　
三
　
分
　
団

68

計

団　　本　　部

第
　
一
　
分
　
団

第
　
二
　
分
　
団

副分団長 部　長 班　長 団　員計 支団長 副団長 分団長
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（７）消防団員勤続年数調

階　級　

　年　数

（８）消防団員年齢別調

階　級　

　年　齢

571 1 1 5 9 23 22 58 85 367

3 3

57 3 54

159 12 34 113

165 2 25 24 114

117 7 11 13 14 72

41 3 11 7 5 7 8

19 1 3 4 2 3 3 3

3 1 1 1

3 1 2

4 1 1 2

1

４６歳～５０歳

５１歳～５５歳

５６歳～６０歳

６０歳以上

２６歳～３０歳

３１歳～３５歳

３６歳～４０歳

４１歳～４５歳

団　員

計

１８歳～２０歳

２１歳～２５歳

支団長

1

計 団　長 副団長 本部員 分団長 副分団長 部　長 班　長

1 1３０年以上 9 1 41

1 2
３０年未満

2 5
２５年未満
２５年以上

7 1 3

6 5 3
２０年以上

21

5 3 21
２０年未満

21 65
１５年未満
１５年以上

52 5 12 6

106
１０年未満
１０年以上

124 4 9 25

167

　５年以上
168 2 19 41

367

　５年未満 190 6 17

団　員

計 571 1 5 9 23 22 58 85

分団長 副分団長 部　長 班　長計 団　長 副団長 本部員支団長
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（９）消防団員職業構成別調

階　級　

　区　分

571 1 1 5 9 23 22 58 85 367

34 1 2 4 2 3 5 17

0

50 1 2 4 4 5 5 29

66 1 2 6 7 4 46

10 1 1 2 6

11 1 1 9

73 1 5 7 4 5 9 42

3 2 1

1 1

244 1 1 5 3 26 40 168

48 1 1 2 7 11 26

31 1 7 23

（１０）消防団員就業形態別調

階　級　

　区　分

571 1 1 5 9 23 22 58 85 367

423 1 7 13 50 67 285

9 1 1 1 6

13 1 2 1 3 1 1 4

86 1 1 7 3 4 8 62

35 1 2 6 5 4 4 8 5

0

5 5

家 族 従 業 者

役 員

家 庭 内 職 者

そ の 他

計

被 用 者

（自営業者）被用者のあ
る 業 主
（自営業者）被用者のな
い 業 主

副分団長部　長 班　長 団　員団　長 副団長 本部員 分団長支団長

公 務
他に分類されないもの

そ の 他

計

卸売り・小売業・飲食
店

金 融 ・ 保 険 業

不 動 産 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

製 造 業

電気ガス熱供給水道業

運 輸 ・ 通 信 業

農 業

鉱 業

分団長副分団長計 団　長 副団長 本部員 団　員

計

部　長 班　長支団長
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３．茨城県広域消防相互応援協定 
  応援部隊要請(派遣)基準(抜粋) 

(１)応援要請（派遣を含む。） 
    他の消防機関の応援（派遣）を必要とする場合は，次により行うものとする。 
   応援市町村等（発災市町村等）の消防機関への要請（派遣）基準は，次のア，イのとおりと

し，その順序で応援要請（派遣）を行うものとする。ただし災害状況によって発災市町村等

（応援市町村等）の長が特に必要と認める場合は，上記要領順序を越えることができるもの

とする。 
 
ア 隣接消防機関及び消防相互応援協定締結消防機関への要請（派遣）順序（応援第１体制） 

(ア) 災害が拡大し，協定市町村の境界を越えて被害が及ぶ恐れがある場合 
(イ) 災害の状況によって，保有消防力では災害防ぎょ等が困難または困難が予想される場合 
(ウ) 多数の人員，車両，資機材等あるいは特殊資機材等を必要とする場合 
(エ) 上記の他（派遣）の必要がある場合 

 
 イ 茨城県内消防機関（上記以外の消防機関とする。以下同じ）への要請（派遣）基準（応援第

２体制） 
（ア） 災害の拡大等によって，上記アの消防力を得てもなお消防力の不足が生じる場合 
（イ） 応援市町村等消防機関管轄区域内で災害等が発生し、上記アの応援が得られない場合 
（ウ） 上記の他応援要請（派遣）の必要がある場合 
                                    
（２）土浦市の受援体制 

 

                    ７２ 

一 般 災 害 特 殊 体 制 
消 防 隊 救 急 隊 特殊隊 

    出場区分                                

   応援 

出動区域 消防本部 第１体制 第２体制 第１体制 第２体制 第１体制 
つくば市 2隊 １隊 ２隊 １隊 ２隊 
新治広域 ２ １ １ １  
阿見町 １  １  １ 
石岡市 １ １ １ １ １ 
稲敷広域 ２ ２ ２ １ ２ 
伊奈町 １  １   
常総広域 ２ １ １ １ １ 
小美玉広域 １ １ １ １  
取手市 １ １  １ １ 
西南広域 １ ２   １ 
茨城町  １    
笠間広域  １     

土 
 
 

浦 
 
 

市 

合計 １４ １２ １０ ７ ９ 



 

 
（３）土浦市からの応援体制 
 

一 般 災 害 特  殊  体  制 
消 防 隊 救 急 隊 特殊隊 

出場区分 
 
出場区域 第１体制 第２体制 第１体制 第２体制 第１体制 
水 戸 市  1    
日 立 市  １    
石 岡 市 １ １ １ １ １ 
ひたちなか市  ２    
取 手 市 １ １ １ １ １ 
茨 城 町 １ １  ２ １ 
阿 見 町 １ １ １ １ １ 
藤 代 町 １ １ １ １ １ 
伊 奈 町 １ １ １ １ １ 
鹿 島 南 部 １ １  ２ １ 
筑 西 広 域 １ １ １ １ １ 
西 南 広 域 １ １ １ １ １ 
つ く ば 市 １ １ ２  １ 
稲 敷 広 域 １ １ １ １ １ 
笠 間 広 域  １  １  
新 治 広 域 １ １ １ １ １ 
高 萩・日立市  １    
小美玉広域 １ １ １ １ １ 
鹿 行 広 域 １ １  ２ １ 
常 総 広 域 １ １ １ １ １ 

合  計 １５区域 
１５隊 

２０区域 
２１隊 

１２区域 
１３隊 

１５区域 
１８隊 

１５区域 
１５隊 

                 
７３ 

                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 



番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

４．自主防災組織結成状況

名　　　　　　　称

　川口町自主防災会

　大和町自主防災会

　小岩田町自主防災会

　右籾町３区自主防災会

　桜町一丁目自主防災会

　神立中央三丁目自主防災会

　桜ヶ丘町自主防災会

　並木三丁目自主防災会

　真鍋四丁目自主防災会

　中神立町自主防災会

　右籾町４区自主防災会

　中村南一丁目自主防災会

　佐野子町自主防災会

　中村東町自主防災会

　乙戸町自主防災会

　中村南二丁目自主防災会

　まりやま新町自主防災会

　白鳥町自主防災会

　中貫町自主防災会

　中村町６区自主防災会

　田中一丁目自主防災会

　大町自主防災会

　右籾町１区自主防災会

　蓮河原町自主防災会

　大手町自主防災会

　蓮河原新町自主防災会

　粟野町自主防災会

　立田町自主防災会

　矢作町自主防災会

　生田町自主防災会

　千束町自主防災会

　千鳥ヶ丘自主防災会

　田中三丁目自主防災会

　荒川沖西二丁目自主防災会

　下高津四丁目自主防災会

　永国東町自主防災会
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結　　成　　年　　月　　日

昭和５６年０９月２６日

昭和５６年１０月０１日

昭和５７年０２月１２日

昭和５７年０４月２３日

昭和５８年０５月１９日

昭和５８年０１月０１日

昭和５８年０９月１４日

昭和５８年０９月２７日

昭和５９年０３月０６日

昭和６０年０３月０８日

昭和６０年０７月０１日

昭和６０年０９月２８日

昭和６２年０８月０３日

平成０４年０３月１７日

平成０５年０２月２７日

平成０６年０３月０１日

平成０６年１０月０１日

平成０７年０１月０８日

平成０７年０４月０１日

平成０７年０４月０１日

平成０７年０５月０１日

平成０７年０５月２５日

平成０７年０６月０１日

平成０７年０６月１１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０７月０２日

平成０７年０７月０７日

 



37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

75

　烏山一丁目自主防災会

　東崎町自主防災会

　沖宿町自主防災会

　下高津一丁目自主防災会

　上高津・上高津新町自主防災会

　国分町自主防災会

　港町三丁目自主防災会

　乙戸南二丁目自主防災会

　西根西一丁目自主防災会

　荒川沖西一丁目自主防災会

　中央二丁目自主防災会

　小岩田東二丁目自主防災会

　中村南三丁目自主防災会

　神立中央一・二丁目自主防災会

　小松ヶ丘町自主防災会

平成０７年０７月０８日

平成０７年０７月１６日

平成０７年０７月２０日

平成０７年０７月２０日

平成０７年０７月２１日

平成０７年０７月２３日

平成０７年０７月２３日

平成０７年０７月２３日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０７月３１日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月０１日

　中村南六丁目自主防災会

　富士崎一・二丁目自主防災会

　下高津三丁目自主防災会

　桜町二丁目自主防災会

　菅谷町自主防災会

　荒川沖西三丁目自主防災会

　中高津自主防災会

　北荒川沖町自主防災会

　荒川沖南区自主防災会

　東都和自主防災会

　小山田町自主防災会

　都和一・四丁目自主防災会

　城北町自主防災会

　田村町自主防災会

　手野町自主防災会

　中央一丁目自主防災会

　桜町三丁目自主防災会

　乙戸南一丁目自主防災会

　港町一・二丁目自主防災会

　文京町自主防災会

　乙戸南三丁目自主防災会

　荒川沖東二丁目自主防災会

　湖北町自主防災会

　富士崎一丁目ダイヤパレス土浦自主防災会

平成０７年０８月０1日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月０１日

平成０７年０８月１１日

平成０７年０９月０１日

平成０７年０９月０２日

平成０７年０９月０９日

平成０７年１０月０１日

平成０７年１０月０１日

平成０７年１０月１５日

平成０７年１１月０１日

平成０７年１１月０１日

平成０７年１１月０１日

平成０７年１１月０６日

平成０７年１１月２５日

平成０７年１２月０１日

平成０８年０１月２８日

平成０８年０２月１３日

平成０８年０４月０１日

平成０８年０４月０１日

平成０８年０４月０１日

平成０８年０４月２１日

平成０７年０７月０１日

平成０７年０８月０１日

 



76 　荒川沖東三丁目自主防災会 平成０８年０６月０１日

77 　西根町１区自主防災会 平成０８年０７月０１日

78 　真鍋新町自主防災会 平成０８年０４月０１日

79 　烏山二丁目自主防災会 平成０８年０７月０１日

80 　まりやま団地自主防災会 平成０８年０４月０１日

81 　真鍋二丁目自主防災会 平成０８年０８月０１日

82 　中荒川沖町自主防災会 平成０８年１０月０１日

83 　木田余東台三・四・五丁目自主防災会 平成０８年１１月０１日

84 　田中二丁目自主防災会 平成０８年０４月０１日

85 　西真鍋町自主防災会 平成０８年１１月０１日

86 　荒川沖東一丁目自主防災会 平成０８年０９月０１日

87 　神立中央四丁目自主防災会 平成０８年１１月０１日

88 　霞ヶ岡町自主防災会 平成０８年１２月０１日

89 　真鍋六丁目自主防災会 平成０９年０１月０１日

90 　東真鍋町自主防災会 平成０９年０１月０１日

91 　木田余町３区自主防災会 平成０９年０１月０１日

92 　今泉町自主防災会 平成０９年０１月０３日

93 　天川町自主防災会 平成０９年０１月０３日

94 　真鍋三丁目自主防災会 平成０８年０４月２０日

95 　殿里町自主防災会 平成０９年０２月０１日

96 　烏山自主防災会 平成０９年０３月２４日

97 　東並木町自主防災会 平成０９年０２月２４日

98 　並木一丁目自主防災会 平成０９年０３月０１日

99 　大岩田２区自主防災会 平成０９年０３月３０日

100 　飯田町自主防災会 平成０９年０３月０１日

101 　真鍋五丁目自主防災会 平成０９年０４月０１日

102 　常名町自主防災会 平成０９年０４月０１日

103 　中都町自主防災会 平成０９年０４月０１日

104 　笠師町自主防災会 平成０９年０４月０１日

105 　並木二丁目自主防災会 平成０９年０４月２５日

106

107

108

109

110

111

112

113

114 　白鳥新町自主防災会 平成０９年１０月０１日
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　並木四丁目自主防災会 平成０９年０９月２４日

　板谷町自主防災会 平成０９年０４月０１日

平成０９年０４月０１日

　桜町四丁目自主防災会 平成０９年０４月１８日

　小松一・二・三丁目自主防災会 平成０９年０８月１８日

　西並木町自主防災会 平成０９年０４月０１日

　下高津二丁目自主防災会 平成０９年０６月０１日

　真鍋一丁目自主防災会 平成０９年０６月０１日

　神立１区西自主防災会

 



115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142
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　小岩田西一丁目自主防災会

　西根南一丁目自主防災会

　都和二丁目自主防災会

　右籾町５区自主防災会

　神立東一・二丁目自主防災会

　西根町３区自主防災会

　中村南四丁目自主防災会

　神立町１区中自主防災会

　大岩田町１区自主防災会

　木田余１区自主防災会

　若松町自主防災会

　西根南二丁目自主防災会

　神立町１区東自主防災会

　木田余東台一・二丁目自主防災会

　虫掛町自主防災会

　中村南五丁目自主防災会

　西根南三丁目自主防災会

　永国町自主防災会

　右籾町２区自主防災会

　永国台自主防災会

　イーストガーデン自主防災会

　粕毛町自主防災会

　エス・バエ・イルマンション土浦自主防災会

　神立中央五丁目自主防災会

　滝田一・二丁目自主防災会

　ホーユウパレス自主防災会

　木田余２区自主防災会

　大岩田町自主防災会

平成０９年０８月１１日

平成０９年０８月０１日

平成０９年１１月０１日

平成０９年０４月０１日

平成０９年１１月１６日

平成０９年１１月０１日

平成０９年１１月０１日

平成０９年１１月２１日

平成０９年１１月０９日

平成０９年１１月１５日

平成０９年０４月２７日

平成０９年１２月０１日

平成０９年１２月２５日

平成１０年０１月０１日

平成０７年０６月１１日

平成１４年１０月０１日

平成１０年０１月２０日

平成１０年１１月０１日

平成１０年１１月０６日

平成１０年１２月０１日

平成０９年１２月０１日

平成１７年１１月０４日

平成１４年１０月０１日

平成１４年１０月０１日

平成１５年１０月１８日

平成１７年０３月３１日

平成１０年１１月０１日

昭和５８年０１月０１日

 



救急救助編 
 

（１）救 急 
平成１７年中の救急出場は６,１４５件，搬送人員５,７９２人で 

あり，前年と比べると出場件数で５６８件，搬送人員で４７５人

増加している。 

救急隊１日当たりの平均出場件数は１６.８件（前年１３.７件）

で市民２３人（前年２５人）に１人が救急隊によって医療機関へ

搬送されたことになる。 

事故種別ごとに見ると，急病３,６１７件（構成比５８.９％），
交通事故９７９件（同１５.９％），一般負傷７３４件（同１１.９％），

転院搬送４２６件（同６.９％）の順となっている。 

 
 
（２） 救 助 
平成１７年中の救助出動件数は，９３件（交通事故３４件，建

物火災２４件，その他３５件）で，救助人員は３０人である。 
また，救助活動を実施した隊員数は述べ４７１人に及んだ。 

 

 



 １．平成１７年中救急発生概要

 出　場　件　数 6,145 件

搬 送 件 数 5,589 件

不 搬 送 件 数 556 件

 搬　送　人　員 5,792 人

死 亡 59 人

重 症 455 人

中 等 症 1,921 人

軽 症 3,357 人

そ の 他 0 人

区　　分 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

出場件数 4,850 5,016 5,419 5,577 6,145

搬送件数 4,395 4,563 4,926 5,085 5,589

搬送人員 4,650 4,803 5,118 5,317 5,792

　２．救急出場件数の推移

4,850

4,395

4,650

5,016

4,563

4,803

5,419

4,926

5,118

5,577

5,085

5,317

6,145

5,589

5,792

4,000

5,000

6,000

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

(件数・人数）

出場件数 搬送件数 搬送人員
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３．事故種別救急活動状況

事故種別

区　分

出 場 件 数 6,145 38 1 3 979 41 30 734 76 88 3,617 426 2 110

搬 送 件 数 5,589 10 1 923 41 28 690 62 52 3,354 424 4

不搬送件数 556 28 3 56 2 44 14 36 263 2 2 106

搬 送 人 員 5,792 10 1 1,096 41 29 694 72 52 3,368 425 4

急 病 件

交 通 事 故 件

一 般 負 傷 件

転 院 搬 送 件

そ の 他 件

6.9%

6.3%389

3,617

979

734

426

11.9%

58.9%

15.9%

出 場 件 数

そ

の

他

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

自

損

行

為

加

害

一

般

負

傷

医

師

搬

送

合　計

火

　
災

自

然

災

害

水

難

転

院

搬

送

資
機
材

搬

送

急

病

構　成　比

出場件数
6,145件

59%
16%

12%

7%
6%

急病 交通事故 一般負傷 転院搬送 その他
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     ４．事故種別所属別出場件数

事故種別

区　分

土 浦 署 1,879 32 1 2 303 10 16203 27 281,045 155 2 55

南 分 署 1,439 2 210 4 6186 18 19 856 122 16

並木出張所 837 1 1 140 8 1108 8 11 497 44 18

荒 川 沖 署 1,111 1 159 6 4140 12 20 702 53 14

神 立 署 879 2 167 13 3 97 11 10 517 52 7

合 計 6,145 38 1 3 979 41 30734 76 883,617 426  2110

土 浦 署 件

南 分 署 件

並木出張所 件

荒 川 沖 署 件

神 立 署 件879

   出 場 件 数

1,879

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

1,439

合 計

火

　
災

自

然

災

害

水

難

837

1,111 18.1%

資

機

材

搬

送

加

害

自

損

行

為

急

病

14.3%

(単位：件）

構　成　比

30.6%

23.4%

そ

の

他

一

般

負

傷

転

院

搬

送

医

師

搬

送

13.6%

出場件数
6,145件

30.6%

23.4%13.6%

18.1%

14.3%

土浦署 南分署 並木出張所 荒川沖署 神立署
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５．事故種別年令別搬送人員

事故種別 　

区　分 　

新 生 児 36 2 8 26　

乳 幼 児 319 34 79 1 195 10　

少 年 312 139 10 50 5 2 100 6

成 人 2,847 4 1 805 39 18214 60 441,468194

高 齢 者 2,278 6 118 2 1349 6 61,597193

合 計 5,792 10 1 1,096 41 29694 72 523,368429　
　

（単位：人）

急

病

　　 成人：１８歳～６５歳未満，高齢者：６５歳以上

合 計

火

災

自

然

災

害

水

難

※　新生児：生後２８日未満, 乳幼児：２８日～７歳未満，少年：７歳～１８歳未満

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

そ

の

他

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

58.1% 18.9% 12.0% 10.9%

70.1% 5.2% 15.3% 9.4%

51.6% 28.3% 7.5% 12.6%

32.1% 44.6% 16.0% 7.4%

61.1% 10.7% 24.8%
3.4%

22.2% 72.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新生児

乳幼児

少年

成人

高齢者

合計

急病 交通事故 一般負傷 その他
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６．程度別年令別搬送人員

年　令
合計 新生児 乳幼児 少　年 成　人 高齢者

程　度

59 2 14 43

1.0% 0.6% 0.5% 1.9%

455 15 6 6 116 312

7.9% 41.7% 1.9% 1.9% 4.1% 13.7%

1,921 16 46 48 784 1,027

33.2% 44.4% 14.4% 15.4% 27.5% 45.1%

3,357 5 265 258 1,933 896

58.0% 13.9% 83.1% 82.7% 67.9% 39.3%

0

0.00%     

5,792 36 319 312 2,847 2,278

100% 0.6% 5.5% 5.4% 49.2% 39.3%

下段は構成比

(単位：人）

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

合 計

そ の 他

1.9%

13.7% 45.1% 39.3%

0.5%

4.1% 27.5% 67.9%

0.0%1.9%

15.4% 82.7%

1.9%

14.4% 83.1%

41.7% 44.4% 13.9%

1.0%

7.9% 33.2% 58.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

新生児

乳幼児

少　年

成　人

高齢者

死亡 重症 中等症 軽症
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８．各署別現場到着所要時間

　　　時　間 現場到着

合　 計 平均所要

　署　別 時間(分)

土 浦 署 1,879 5.0

南 分 署 1,439 5.4

並 木 出 張 所 837 6.4

荒 川 沖 署 1,111 5.2

神 立 署 879 5.8

全 体 6,145 5.4

構 成 比 100%

全 国 5,029,108 6.4

９．各署別収容時間別搬送人員

　　　時　間 １０分 収容到着

～ 合　 計 平均所要

　署　別 　未満 時間(分)

土 浦 署 14 0 1,707 22.5

南 分 署 9 1 1,359 23.4

並 木 出 張 所 1 2 789 27.5

荒 川 沖 署 6 2 1,070 25.8

神 立 署 7 0 867 24.5

全 体 37 5 5,792 24.3

構 成 比 0.6% 0.09% 100%

全 国 31,866 10,2764,743,469 30.0

全国は平成１６年中

（単位：件）

（単位：人）

42.6% 55.8% 6.0%

1,993

696

463 97

2,820,614

3,428 370

186,895

0.6%

1,723,248

19.2%

2

１２０分

230

303,919

687

２０分

211

２０分

３０分

全国は平成１６年中

607,497

11

～
１２０分
以上

1,113

339

1,250,811

654

451

６０分

817

261

207

33

204

28.7%

94

212

458

580

7

4

9

976,202

401

2,943

50.8%

250

1,661

1,814,982

１０分

～

146

63

29

50

25860

348

5.7%

１０分以上

778

６０分

～

１０分未満 ２０分未満

３０分

～

25

1

46,267

２０分以上

3

0

0.1%

6

1

1

856

864

96

62

３分未満

３分以上

５分未満

５分以上

450

168 549 90
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１０．時間別事故種別出場件数

 

　事故種別

区　分

０ ～ ２ 317 3 41 26 19 3 217 4 4

２ ～ ４ 256 3 18 1 22 10 6 183 5 8

４ ～ ６ 225 3 22 2 22 10 7 146 5 8

６ ～ ８ 380 1 1 2 61 2 45 2 10 238 9 9

　 ８～１０ 705 7 110 4 1 94 3 8 396 71 1 10

 １０～１２ 667 2 86 12 8 66 4 4 385 90 10

 １２～１４ 642 3 92 4 7 83 6 364 68 15

 １４～１６ 606 5 1 106 6 9 91 1 8 309 56 14

 １６～１８ 651 3 148 3 3 87 5 9 325 59 9

 １８～２０ 700 5 132 3 80 8 7 420 35 1 9

 ２０～２２ 562 3 90 2 2 74 3 13 348 20 7

 ２２～２４ 434 73 2 44 11 7 286 4 7

合 計 6,145 38 1 3 979 41 30734 76 883,617426 0 2110

合　計

（単位：件）
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出場件数

　 ０～２  　６～８  １２～１４  １８～２０

時　間

急 病 交通事故 一般負傷 転院搬送 その他
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１１．曜日別事故種別出場件数

事故種別

区　分

月曜日 916 3 135 7 3 111 9 11 545 76 16

火曜日 809 6 150 6 1 78 8 6 460 80 14

水曜日 833 7 1 1 131 5 93 9 16 499 54 1 16

木曜日 819 4 2 119 5 1 95 11 14 504 53 11

金曜日 868 7 140 6 1 114 12 10 500 64 14

土曜日 999 4 180 9 4 143 10 18 550 60 21

日曜日 901 7 124 3 20 100 17 13 559 39 1 18

合　　計 6,145 38 1 3 979 41 30 734 76 88 3,617 426 0 2 110

（単位：件）

急

病

転

院

搬

送

火

災

自

然

災

害

加

害

自

損
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為

合計
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動

競
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傷
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師

搬

送

資
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材

搬

送

そ

の

他
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出場件数

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
曜 日

急 病 交 通 事 故 一 般 負 傷 転 院 搬 送 そ の 他
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１２．月別事故種別出場件数

　事故種別

区　分

　１月 510 2 70 3 1 71 6 9 305 31 12

　２月 514 5 1 78 4 1 52 6 3 315 38 11

　３月 590 5 75 4 1 74 7 5 371 40 8

　４月 505 5 86 2 12 63 8 5 274 40 10

　５月 477 6 71 4 3 58 8 8 274 36 9

　６月 434 1 73 2 3 47 7 11 254 31 5

　７月 529 3 89 2 2 68 7 9 305 36 8

　８月 526 1 99 7 2 56 5 12 307 24 2 11

　９月 455 3 77 3 58 2 8 270 28 6

１０月 539 3 79 2 1 61 4 9 338 32 10

１１月 501 3 79 2 3 74 9 3 282 40 6

１２月 565 4 103 6 1 52 7 6 322 50 14

合　　計 6,145 38 1 3 979 41 30 734 76 88 3,617 426 0 2 110

自損

行為

急

病

（単位：件）

合　計

資

機

材

搬

送
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他
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出場件数

　１月 　２月 　３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 １０月 １１月 １２月

急病 交通事故 一般負傷 転院搬送 その他
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１３．医療機関手配状況

手配回数

依　頼 426件

１回 4,968件

２回 149件

３回 33件

４回 8件

５回以上 5件

計 5,589件 100%

88.9%

2.7%

0.6%

0.1%

件　　　　数 比率　％

7.6%

0.1%

2.7%

0.6% 0.1%

0.1%

88.9%

7.6%

依　頼 426  件 １回 4,968  件 ２回 149  件 ３回 33  件

４回 8  件 ５回以上 5  件

手配回数
5,589
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  １４．救急隊の行った応急処置状況

事故種別急 病交 通 事 故一 般 負 傷そ の 他合 計

応急処置
対象人員

処置項目

止 血 38 132 149 56 375

固 定 20 636 136 56 848

人 工 呼 吸 11 2 3 4 20

心 マ ッ サ ー ジ 1 1

心 肺 蘇 生 87 5 13 12 117

うち自動心マッサージ器

酸 素 吸 入 1,249 77 82 205 1,613

気 道 確 保 204 10 21 25 260

う ち 経 鼻 エ ア ウ エ イ 30 2 2 4 38

うち口頭鏡、マギール鉗子等 48 2 13 4 67

◎ う ち Ｌ Ｍ 、 コ ン ビ 等 50 1 9 7 67

保 温 2,788 438 439 469 4,134

被 覆 25 237 238 82 582

在 宅 療 法 継 続 8 8

血 圧 保 持

◎ 除 細 動 23 1 24

◎ 輸 液 (静 脈 路 確 保 ） 23 1 5 3 32

そ の 他 の 応 急 処 置 2,918 549 441 407 4,315

血 圧 測 定 3,247 1,058 632 541 5,478

心 音 ・ 呼 吸 音 聴 取 1,182 200 102 116 1,600

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 3,400 1,104 694 584 5,782

心 電 図 測 定 1,353 60 69 146 1,628

う ち 伝 送 6 6

気 管 挿 管 15 2 1 18

合 計 16,576 4,509 3,025 2,707 26,835

◎ 特 定 行 為 実 施 件 数 96 2 15 10 123

5,7923,368 1,096 694 634
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１５．高齢者搬送状況の推移(65歳以上）

急 病交 通一 般そ の 他

1,577 1,078 132 218 149

33.9% 68.4% 8.4% 13.8% 9.4%

1,709 1,166 164 220 159

35.6% 68.2% 9.6% 12.9% 9.3%

1,855 1,267 127 269 192

36.2% 68.3% 6.8% 14.5% 10.4%

2,034 1,420 156 263 195

38.3% 69.8% 7.7% 12.9% 9.6%

2,278 1,597 118 349 214

39.3% 70.1% 5.2% 15.3% 9.4%

平成１６年

平成１７年

5,317

5,792

（単位：人）

区    分 全搬送人員
高齢者搬送
人 員

高　齢　者　搬　送　の　内　訳

平成１３年

平成１４年

平成１５年

4,650

4,803

5,118

33.9%

66.1%

35.6%

64.4%

36.2%

63.8%

38.3%

61.7%

39.3%

60.7%
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100%

搬送人員

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年

高齢者搬送人員 以外
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１６．病医院別搬送件数及び搬送人員

区 分 病　医　院　名 搬送件数 構成比 搬送人員 構成比

土 浦 協 同 病 院 2,889 51.7% 2,974 51.3%

霞 ヶ 浦 医 療 セ ン タ ー 666 11.9% 678 11.7%

県 南 病 院 419 7.5% 470 8.1%

神 立 病 院 224 4.0% 246 4.2%

淀 縄 医 院 29 0.5% 29 0.5%

中 央 大 祢 医 院 8 0.1% 8 0.1%

野 上 胃 腸 病 院 32 0.6% 32 0.6%

山 手 医 院 20 0.4% 20 0.3%

土 浦 厚 生 病 院 11 0.2% 11 0.2%

そ の 他 33 0.6% 36 0.6%

小 計 4,331 77.5% 4,504 77.8%

東 京 医 大 霞 ヶ 浦 病 院 660 11.8% 685 11.8%

筑 波 メ デ ィ カ ル 204 3.7% 207 3.6%

牛 久 愛 和 総 合 病 院 74 1.3% 75 1.3%

筑 波 大 学 付 属 病 院 127 2.3% 127 2.2%

筑 波 記 念 病 院 40 0.7% 40 0.7%

筑 波 学 園 病 院 57 1.0% 57 1.0%

筑 波 病 院 26 0.5% 26 0.4%

筑 波 セ ン ト ラ ル 病 院 15 0.3% 16 0.3%

つ く ば 双 愛 病 院 10 0.2% 10 0.2%

そ の 他 45 0.8% 45 0.8%

小 計 1,258 22.5% 1,288 22.2%

5,589 100% 5,792 100%　合　　　　　　　計

市
　
　
内
　
　
病
　
　
院

市
　
　
外
　
　
病
　
　
院
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１７．心肺蘇生処置対象者の状況

急　病 交通事故 一般負傷 自損事故 加　害 転院搬送 合　計 構成比

新生児 1 1 2 1.80%

乳幼児 2 2 1.80%

少年 0 0%

成人 13 1 1 7 2 24 22.00%

高齢者 64 3 12 2 81 74.40%

合計 80 4 13 7 2 3 109

構成比 76.10% 2.80% 11.90% 4.60% 1.80% 2.80%

（１）年齢別事故種別搬送人員

1 1 2

13
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搬送人員
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年齢別

急　病

交通事故

一般負傷

自損事故

加　害

転院搬送
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心肺停止傷病者(ＣＰＡ)
１０９人（１００％）

バイスタンダーに
よる応急手当有

１８人
18/60＝30.0%

（２）心肺停止傷病者(ＣＰＡ)の救命効果

バイスタンダーに
よる応急手当無

４２人
42/60＝70.0%

バイスタンダー
による目撃無
６０人

60/109＝55.0%

救急隊員による
目撃有
１７人

17/109＝15.6%

１ヶ月生存者
１人

1/42＝2.4%

１ヶ月生存者
０人

0/18＝0.0%

バイスタンダー
による目撃有
３２人

32/109＝29.4%

心肺停止傷病者(ＣＰＡ)１０９人の１ヶ月生存率

１人／６０人＝１．７％

５人／１０９人＝４．６％

バイスタンダーに
よる応急手当無

２０人
12/32＝37.5%

バイスタンダーに
よる応急手当有
１２人

12/32＝37.5%

救急隊員による
応急手当等有
１７人
１００%

１ヶ月生存者
０人

0/20＝0.0%

１ヶ月生存者
１人

1/12＝8.3%

１ヶ月生存者
３人

3/17＝17.6%

目撃者有の１ヶ月生存率

４人／４９人＝８．２％

目撃者無の１ヶ月生存率
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１８．救急講習実施状況

区　　分
指 導 員
講 習

患者等搬
送乗務員
定期講習

合 計

実 施 回 数 0 1 118

受 講 人 員 0 7 2,986

修了証発行数 0 0 1,804

実施回数

1,763

（１）　講習別実施状況

◎　受講人員と修了証発行数の差異は再講習を含むため

0

88

2,167

基礎 救 命 普通救命

27

771

上級救命

2

構成比

41

41

普 及 員
講 習

基 礎 救 命

普 通 救 命

上 級 救 命

指 導 員 講 習

患者等搬送乗務員定期講習

受講人員

指 導 員 講 習

患者等搬送乗務員定期講習

普 通 救 命

上 級 救 命 41

基 礎 救 命

2,167

22.8%

74.6%

1.7%

0.0%

0.2%

1.4%

25.8%

72.6%

構成比

0

7

27

88

2

0

1

771

0.0%

普 及 員 講 習 0 0.0%

0

0

0

普 及 員 講 習 0 0.0%

0.8%

74.6%

22.9%

0.0%0.0%

0.8%
1.7% 基礎救命

普通救命

上級救命

普及員講習

指導員講習

患者等搬送乗務員
定期講習

実施回
数

　118回

72.6%

25.8%

1.4%0.0%0.0%
0.2%

基礎救命

普通救命

上級救命

普及員講習

指導員講習

患者等搬送乗務
員定期講習

受講人員
2,986人
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区 分基礎救命普通救命上級救命
普 及 員
講 習

指 導 員
講 習

患者等搬
送乗務員
定期講習

合 計

学 校 関 係 12 26 0 0 0 0 38

事 業 所 等 9 41 0 0 0 0 50

自主防災等 2 6 0 0 0 0 8

そ の 他 4 15 2 0 0 1 22

合 計 27 88 2 0 0 1 118

学 校 関 係

事 業 所 等

自主防災等

そ の 他

（２）　受講団体別実施状況

6.8%

実施回数 構成比

18.6%

8

22

38

50

32.2%

42.4%

受講団体数
118団体

32.2%

18.6%

6.8%

42.4%

学校関係 事業所等 自主防災等 その他
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１９．救急自動車による当市と全国の救急活動概要比較

土 浦 市 茨 城 県 全　　国

6,145 96,391 5,029,108

10.2 1.0 4.1

455.4 322.8 396.6

急 病 58.9 57.2 58.7

交 通 15.9 16.7 13.3

5,792 93,305 4,743,469

75.1 65.6 86.3

5.3 6.4 6.4

24.3 29.1 30.0 　

2 661 33,708

0.03 0.7 0.7

死 亡 1.0 1.9 1.3

重 症 7.9 10.8 10.1

中 等 症 33.2 37.5 36.9

軽 症 57.9 49.7 51.6

そ の 他 0.0 0.1 0.1

出 場 件 数 （ 件 ）

前 年 比 増 加 率 （ ％ ）

人 口 1万 人 当 り 出 場 件 数

全搬送人員中の転送率（％）

医療機関収容所要時間（分）

の 占 め る 割 合 （ ％ ）

17.4

区　　　　　分

   ※　茨城県・全国の数値は平成１６年中

傷 病 程 度 別 割 合
％

1回 以 上 転 送 し た 搬 送 人 員

搬送人員中の高齢者（65歳以上）

現 場 到 着 所 要 時 間 （ 分 ）

管内に住所を有する者の割合

占 め る 割 合 （ ％ ）

40.0 42.5

総 人 口 中 の 高 齢 者 の

事 故 種 別 構 成 比
（ ％ ）

搬 送 人 員

16.617.5

39.3
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１．救助出動件数の推移

区　　　分

救 助 出動 件数

救 助 活動 件数

救 助 人 員

２．事故種別救助出動状況

事故種別 火 災

件数及び人員

93 24 4 34 4 1 5   21

(9) (2) (7)

41 5 1 18 2 1 4 10

 

30 1 17 1 1 3 7

 

３．各署別救助出動件数

事故種別 火 災

 各署別件数

土 浦 消 防 署 64 13 3 22 3  5 18

荒 川 沖消 防署 15 7 5 1 2

神 立 消 防 署 14 4 1 7 1 1

総 計 93 24 4 34 4  1 5   21

30

49.0

47

91 93

42 41

44

46 42

34

平成１５年 平成１６年 平成１７年

128 95 88

救 助 出動 件数

救 助 活動 件数

平成１３年 平成１４年

40

風
水
害
等
自
然
災
害

建

物

建

物

以

外

交

通

事

故

水

難

事

故

水

難

事

故

建

物

以

外

建

物

計

そ

の

他

の

事

故

破

裂

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

                                                       （　）は、高速自動車道

救 助 人 員

破

裂

事

故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

計

風
水
害
等
自
然
災
害

機

械

に

よ

る

事

故

そ

の

他

の

事

故

交

通

事

故
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４．事故種別出動人員活動人員

事故種別　

専任救助隊員 292 66 10 106 21 4 15 70

兼任救助隊員 97 45 3 28 3 18

消 防 隊 員 635 312 30 89 62 3 8 131

救 急 隊 員 285 72 9 111 15 3 15 60

消 防 団 員 147 138 9

計 1,456 633 52 343 101 10 38  279

専任救助隊員 135 12 3 56 16 4 12 32

兼任救助隊員 22 5 11 2 4

消 防 隊 員 200 50 53 53 3 11 30

救 急 隊 員 114 9 60 12 3 3 27

消 防 団 員  

計 471 76 3 180 83 10 26  93

活
　
動
　
人
　
員

出
　
動
　
人
　
員

　区　　分

計

火 災
交

通

事

故

建

物

（単位：人）

建

物

以

外

機

械

に

よ

る

事

故

そ

の

他

の

事

故

破

裂

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害
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５．事故種別発生場所別出動活動件数

 事 故 種 別

31 24 4 3

(10) (5) (4) (1)

5 1 1 3

(2) (1) (1)

9 2 7

(1) (1)

25 1 24  

(14)  (14)  

7 2 4 1

(5) (2) (2) (1)

 

 

 

 

16 1 1 14

(9) (1) (1) (7)

 

 

 

 

93 24 4 34 4  1 5   21

(41) (5) (1)(18) (2) (1) (4)  (10)

(　）は活動件数　　単位：件

そ

の

他

の

事

故

建

物

以

外

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

水

難

事

故

内 そ の 他 の 屋 内

屋

計

風

水

害

等

自

然

災

害

交

通

事

故

災

高速自動車国
道

その他の道路

住 居

機

械

に

よ

る

事

故

火

 発 生 場 所

建

物

道
　
路

屋
　
　
　
　
　
　
外

地 下

そ の 他

計

内 水 面

山 岳

そ の 他 の 屋 外

外 水 面

水
　
面
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６．事故種別発生場所別救助人員

 事 故 種 別

5 1 3 1

1 1

道 高速自動車国道 1 1

路 そ の 他 の 道 路 16 15 1

水 内 水 面 2 1 1

面 外 水 面 

 

5 5

 

 

30 1  17 1  1 3   7

屋
　
内

屋
　
　
　
　
　
　
外

（単位：人）

そ

の

他

の

事

故

災
交

通

事

故

そ の 他 の 屋 外

住 居

計

破

裂

事

故

建

物

建

物

以

外

 発 生 場 所

地 下

そ の 他

風

水

害

等

自

然

災

害

山 岳

そ の 他 の 屋 内

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

計

火
水

難

事

故
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　平成１７年中の１１９番専用電話の受信件数は，１４，０７９件で

前年と比べると６４１件(５％）増加している。

　うち携帯電話からの通報は，　７，８６８件（５６％）で前年と比

べると８００件（１１％）増加している。

通信指令編



１. 通 信 系 統 図

119

119

地域防災行政無線
市防災行政無線

直 通 電 話
テレフォンサービス

加 入 電 話
携 帯 電 話

無 線
県防災行政無線

茨城県庁

市民

土浦市水道部各配水場

土浦警察署

東京電力土浦営業所

東部ガス土浦営業所

休日夜間診療所

常磐自動車道岩槻交通管制室

土浦市役所

消防本部

通信指令課

しょうぼうつちうら

つちうらしれい１
つちうら１１，１２
１０１，１１１，１１３
つちうらはんそう２
つちうられんらく１

　
　土浦消防署

つちうらしれい
２
つちうら１，２，３
６，１０２～１０６
１０８～１１０
１１４，１１５
つちうら
　　　はしご１，２
つちうら
　　　きゅうじょ１
きゅうきゅう
　　　　つちうら
　　１，７，８，１１
きゅうきゅうつち
うら１（消防波）
つちうら
    こうほう１
つちうら
    はんそう１
つちうら
    れんらく１

　
 土浦消防署
　　　　　南分署

つちうら４，１１２
きゅうきゅう
　　　つちうら２
きゅうきゅうつち
うら２（消防波）
つちうら
　　　こうほう２

　
土浦消防署
　　　並木出張
所

つちうら５，１０７
きゅうきゅう
　　　つちうら３

　
荒川沖消防署

つちうらみなみ
１，２，１１，１０１
１０２
きゅうきゅう
　　　つちうら４
つちうらみなみ
　　　　こうほう１

　
　神立消防署

つちうらきた１，
２，１３，１０１，１０
２
つちうらきた
　　　　　かがく１
きゅうきゅう
　　　つちうら５
つちうらきた
　　　　こうほう１

消防団

消防職員

　新治消防署

つちうらにし１，
２，１０１，１０２，
１０３，１０４，１０
５
きゅうきゅう
　　　つちうら６
つちうらにし
　　　こうほう１
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２. 通　信　施　設

7

3

1

3

44

33

5

32

7

28

1

5

通

信

指

令

回

線
44回線

8 2 2 － 9 9 0 0， 9 9 1 2， 9 9 1 3

つちうらにし１・２，つちうらにしこうほう１，つちうらにし１０１～１０５

つ ち う ら し ょ う ぼ う

ぼ う さ い つ ち う ら ７ ０ ５
ぼ う さ い つ ち う ら ０ ０ ３

通信指令課，南分署，並木出張所，荒川沖消防署，神立消防署

 衛星通信， 携帯電話（2回線），ＪＣＯＭ（2回線)，緊急通報呼用ＩＮＳ回線（2回線）

999箇所   （電話，ＦＡＸ，Ｅメール）

８２３－５５２０　トーキー案内（５０回線分）

つ ち う ら き た か が く 1 , つ ち う ら き た こ う ほ う 1

 基地局　１

 移動局　６７　　　

き ゅ う き ゅ う つ ち う ら 1 ～ 8・１１ , つ ち う ら し れ い 1 ・ 2
つ ち う ら れ ん ら く 1 , つ ち う ら 1 ～ 6 ・1 1 ～ 1 3 ・ 1 0 1 ～ 1 1 5
つ ち う ら は し ご 1 ・ 2 
つ ち う ら き ゅ う じ ょ 1 , つ ち う ら こ う ほ う 1 ・ 2
つ ち う ら は ん そ う 1 ・ 2 , つ ち う ら み な み 1 ・ 2 ・ 1 1 ・ 1 0 1 ・ 1 0 2

し ょ う ぼ う つ ち う ら

つ ち う ら み な み こ う ほ う 1 , つ ち う ら き た 1 ・ 2 ・ 1 0 1 ・ 1 0 2

摘　　　　　　　　　　　　　　要

庁　内　電　話

                               区    分

移動局　5

県防災行政無線 1

制御局　1
移動局　1

     種    別 

消防無線電話

地域防災無線

防災行政無線

火　　　　 　　　災
テレホンサービス

救　　　　 　　　急
テレホンサービス

録　音　装　置

119専用電話

順次指令装置

電

話

携　帯　電　話
衛　星　電　話

直　通　電　話

Ｆ　Ａ　Ｘ

地  域  医  療  情  報
コントロールシステム

車両動態
システム

本部－県内各病院

救急車１２台（各2台），総務課・予防課・救急救助課・土浦消防署・荒川沖消防署・
神立消防署６台（各１台），警防課３台，通信指令課２台
［衛星電話］　救急車３台（土浦・荒川沖・神立各１台），通信指令課２台

総務課，通信指令課，南分署，並木出張所，荒川沖消防署，神立消防署，
新治消防署

専用線１回線
車載端末３２台

本部（土浦署） （２２回線）， 南分署  （2回線），並木出張所  （2回線）
荒川沖消防署  （2回線） 神立消防署  （2回線）， 新治消防署（２回線）

本部－東部ガス， 東京電力， 常磐自動車道管理事務所，休日夜間診療所，
　　　　土浦警察署

加　入　電　話
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３. 平成１７年１１９番通報件数

合
計

火
災
通
報

救
急
通
報

救
助
通
報

そ
の
他
通
報

火
災
照
会

病
院
照
会

応
答
無
し

誤
報
嘘
報

テ
ス
ト

そ
の
他

土
浦
市
外

１月 1,137 4 359 0 0 4 92 67 71 178 57 305

２月 1,136 8 381 0 2 11 71 54 34 194 67 314

３月 1,201 6 344 2 0 4 80 55 53 206 54 397

４月 913 12 151 2 11 9 52 52 62 200 64 298

５月 1,079 7 303 0 17 2 84 35 57 183 51 340

６月 1,011 3 277 3 22 1 63 39 62 175 53 313

７月 1,236 10 373 1 12 1 71 52 74 191 80 371

８月 1,248 3 351 6 25 1 79 34 60 215 81 393

９月 1,229 2 344 0 15 2 83 52 72 194 99 366

１０月 1,246 7 413 0 8 3 69 56 80 197 62 351

１１月 1,226 5 378 0 10 2 61 60 56 209 83 362

１２月 1,417 15 400 0 4 2 104 70 71 183 69 499

本年計 14,079 82 4,074 14 126 42 909 626 752 2,325 820 4,309

４．過去５年間の１１９通報件数

14,079

5,651

11,492

7,068

13,438計

１３年 １４年

6,636 6,671

5,044

11,680

5,281

11,952

一般加入電話

携帯電話

１５年 １６年 １７年

5,841 6,370 6,211

7,868
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　５．土浦市の気象

１　気温 （℃）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

16 17 18 29 27 33 35 35 35 31 24 14

-4 -5 -2 1 8 14 18 21 13 10 0 -5

3.8 3.3 6.8 13.0 16.0 21.8 24.1 26.9 23.7 18.1 10.9 3.7

２　湿度 （％）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

20 20 17 16 16 40 31 42 35 30 28 28

64.5 63.3 65.6 68.0 69.9 79.2 79.6 76.4 75.7 79.2 71.6 64.6

55.8 52.0 54.8 57.0 60.0 74.5 71.3 71.3 70.4 70.2 62.7 58.6

63.7 64.3 65.0 68.0 68.8 79.0 79.8 76.6 75.9 79.0 72.0 65.2

３　天候 （日）

計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

200 25 21 15 17 16 9 8 15 11 13 24 26

129 3 4 12 10 15 16 18 14 16 11 6 4

35 2 3 4 3 5 5 2 3 7 1

1 1

４　風速

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

13 12 22 13 17 12 16 28 21 13 13 22

2.2 2.4 2.5 1.8 1.9 2.1 2.2 1.8 1.5 2.0

30 28 30 30 31 30 31 31 30 31 30 31

1 1

５　雨量 （ｍｍ）

計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

95 5 6 7 7 10 12 12 12 5 15 3 1

1105.5 89.0 43.0 66.5 67.0 60.5 49.0 180.0 247.5 86.5 171.5 44.5 0.5

最大風速

降水日数

最小相対湿度

平均相対湿度

最小実効湿度

平均実効湿度

平均風速

５ｍ以上７ｍ未満

７ｍ以上１０ｍ未満

１０ｍ以上１５ｍ未満

最高気温

最低気温

平均

（降水日数は０．５ｍｍ／日以上を計上）

（ｍ／ｓ）

晴

平
均
風
速
数

１５ｍ以上

降水量

曇

雪

雨

５ｍ未満
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６. 警報等発令数
　　　　　　　月別
区分

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

計 297 22 21 33 33 15 26 37 48 21 12 8 21

暴風警報

大雨警報 3 1 2

洪水警報 3 1 2

大雪警報

大雨注意報 15 1 5 7 1 1

洪水注意報 15 1 5 7 1 1

強風注意報 32 4 5 7 5 1 2 3 1 1 3

乾燥注意報 26 5 5 5 8 1 2

濃霧注意報 86 2 2 6 4 11 21 12 7 8 6 5 2

雷注意報 54 1 2 3 3 5 11 19 5 3 1 1

霜注意報 8 1 1 6

低温注意報 14 2 3 3 6

大雪注意報 2 1 1

着雪注意報 2 1 1

風雪注意報

火災気象通報 29 4 4 7 7 1 3 1 2

第一警戒配備 6 1 5

台風に関する情報

大雨に関する情報

小雨に関する情報

梅雨に関する情報

大雪に関する情報

地震に関する情報

津波に関する情報

高温に関する情報

低温と日照不足に関する情報

低気圧に関する情報

大雨と雷雨に関する情報

大雨と洪水に関する情報

光化学情報スモッグ予報 2 1 1
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 土浦藩初代藩主土屋数直は、江戸火消し制度に倣い、火防人足制度

 を確立する。

 ２代藩主政直が、全町１戸１名１８歳以上の男子を若衆と称し、火

 防人足に組み入れる。

 １２代藩主篤直が、各町内に藩士を配し、持場、役目を明示担当さ

 せるとともに城下各所に消防用具を常備させ、火防体制を整える。

 町内ごとに纏が置かれるようになる。

 町内火防組の名称が改正される。

　 本　町（い組）横　町（ろ組）中城町（は組）西　門（に組）

　 東崎町（と組）田宿町（よ組）田　町（た組）仲　町（な組）

   大　町（大組）

  明治初期  廃藩置県後、士族が組織した火消組があった。

　 外西町（朱雀）鷹匠町（青竜）築地町（玄武）立田町（白蛇）

  明治１９年 12月17日  消防組規則（茨城県令甲第３９号）により旧組織は廃止、新たに土

 （1886年）  浦消防組が結成され、初代組頭に鈴木糺が就任する。

　 副組頭７・小頭３１・副小頭５４・平組４７４名の計５６７名の

   編成

　　 一番組（本町・川口町・仲町）四番組（横町） 七番組（田町）

　　 二番組（中城町・田中町）　　五番組（田宿町）

　　 三番組（大町）　　　　　　　六番組（東崎町）

  明治２１年 4月 1日  土浦町が発足する。

 （1888年）

  明治２７年 2月10日  消防組規則（勅令第１５号）に基づく県令第３４号により、従来の

 （1894年）  消防組を改組、土浦町消防組となり、各町を単位として６部が編成

 され、人員３００名、後に川口部を加えて７部となる。

　　　 組    頭　尾形吉兵衛　　    田宿部長　前原富之助

　　　 大町部長　結束弥兵衛　　    本町部長　大久保藤八

　　　 中城部長　藤倉安蔵　　　    田町部長　長谷川直吉

　　　 仲町部長　中島久兵衛　　    川口部長　鈴木蔵之助

  明治４０年  県令により、消防組人員を３４６名に増員、小頭２４名を配置する。

(1907年)

  大正　６年 11月  大和町部が新設される。

(1917年)

  大正　８年 7月15日  中城部が他部に先がけ手引動力ポンプを購入する。

(1919年)

  大正　９年  9月  横町部が新設される。

土浦市消防のあゆみ

    （1836年）

    寛文年間

     (1661～1672年)

    元禄年間

     (1688～1702年)

     (1854～1859年)

    享保２０年

    （1735年）

    天保７年

    安政年間

　慶安３年（１６５０年）江戸幕府に武家消防組織が編成され、この江戸火消し制度にならって、

寛文年間（１６６１～１６７２年）に当市の消防組織である火防人足制度が確立された。

　これは、イギリスのロンドン消防隊が編成された時期（１６６６年）に、ほぼ同じくする。

  江戸時代



(1920年)

  大正１１年  2月  本町部が手引動力ポンプを購入する。

(1922年)  4月  東崎部が新設される。

 4月  仲町部及び東崎部が手引動力ポンプを購入する。

 6月  大和町部が手引動力ポンプを購入する。

 8月  田中部が新設される。

 8月  田中部が手引動力ポンプを購入する。

11月  川口部が手引動力ポンプを購入する。

  大正１５年  4月  田宿部が初めてポンプ自動車を購入する。

(1926年)

  昭和　６年  消防機械化状況　

(1931年)    ポンプ自動車（田宿町・中城町・大町）、手引動力ポンプ（東崎町

   ・横町・仲町・川口町・大和町・本町・田町・田中町）

  昭和１２年 4月 1日  土浦町へ中家村が編入する。

(1937年)

  昭和１３年 6月 1日  土浦町へ藤沢村の一部虫掛が編入、消防組の構成は２０部となる。

(1938年)

  昭和１４年 1月25日  警防団令（勅令第２０号）により消防組が廃止、警防団が組織され、

(1939年)  防空の任務も付加された。７箇分団編成で、のち中家地区を２分し、

 ８箇分団となる。

 　初代団長　内田清助、副団長　菊田七平

　 歴代組頭

　（初）鈴木　　糺　　（６）長塚　　忠    （11）内田　清助

　（２）尾形　吉兵衛　（７）大和田　盛雄  （12）大浦　福次郎 

　（３）五頭　庄三郎　（８）竹中　広次郎  （13）豊島　庄十郎

　（４）岡本　儀兵衛　（９）坂野　五兵衛  （14）塚原　格之助 

  （５）奥井　久助　  （10）笹部　重道         

6月 1日  土浦町へ東村が編入する。

  昭和１５年 11月 3日  土浦町と真鍋町が対等合併、市制施行（人口３５，５６７人）する。

(1940年)

  昭和２２年 6月25日  消防団令（勅令第１８５号）により従来の警防団を消防団に改称す

(1947年)  る。８箇分団編成、定数１，２６０名、消防団長に多田清一就任

  昭和２３年 3月 7日  消防組織法が施行、消防団が警察より分離、自治体消防として発足

(1948年)  する。

   初代団長に細野勝久就任

9月 1日  都和村及び朝日村の一部荒川沖等が編入、消防団を再編する。

　 １０箇分団・ポンプ自動車９台・手引動力ポンプ１３台・腕用ポ

   ンプ３０台・団員１,４８０名

  昭和２５年 4月 1日  消防団組織に常備消防部（前川町３７７番地）を創設する。

  （1950年）    水槽付消防ポンプ自動車１台

　 市　長　　　　天谷丑之助

　 消防団長　　　細野勝久

　 常備消防部長　鈴木銀四郎　班長２名、部員１２名

  昭和２６年 1月 8日  部員定数１２名を１４名に改定する。



  （1951年）

  昭和２８年 1月 4日  常備消防部に消防ポンプ自動車を配置する。

  （1953年） 4月 1日  部員定数１４名を１６名に改定する。

  昭和２９年 11月 3日  上大津村が編入、消防団を１２箇分団に再編する。

  （1954年）

  昭和３０年 4月 1日  消防本部及び消防署が発足する。

  （1955年）    消防吏員定数２１名（実員２０名）事務吏員定数１名（実員１名）

　 水槽付消防ポンプ自動車１台・消防ポンプ自動車１台

　 市　長　　　天谷丑之助

　 消防長　　　細野勝久（初代）

　 次長兼署長　鈴木銀四郎

　 消防団長　　細野勝久（兼任）

4月 7日  消防吏員１名を採用する。

12月 1日  消防長が専任となり、消防団長に色川恵一就任する。（２代）

  昭和３１年  4月  消防力強化５ヶ年計画を樹立する。

  （1956年） 10月 1日  消防団組織を大幅に改編する。

　 １２箇分団６７部を１５箇分団２５部に改め、定数１，４７９名

　 を４３４名に減員。老朽ポンプ自動車（本町・田町）、手引動力

　 ポンプ（敷島町・仲町・東崎町・横町）及び腕用ポンプ３６台（

   全部）を廃止する。

11月 9日  消防無線局を開局する。（基地局１・移動局２）

12月 8日  水槽付消防ポンプ自動車を消防署へ配置する。

  昭和３２年  3月  手引動力ポンプを第１３分団第２部（粟野町）へ配置する。

  （1957年） 4月 1日  土浦市消防協会が発足する。

 4月  手引動力ポンプを第１４分団第２部（手野町）へ配置する。

10月17日  消防ポンプ自動車を第１３分団第１部（並木町）へ配置する。

11月28日  消防団員定数４３４名を４４５名に改定する。

 水槽付消防ポンプ自動車を第１５分団（神立町）へ配置する。

 昭和３３年 4月 1日  消防吏員定数を２７名に改定、消防吏員６名を採用する。

  （1958年） 5月12日  消防ポンプ自動車を第１０分団（右籾町）へ配置する。

8月 1日  消防吏員１名を採用する。

 昭和３４年 1月29日  消防団員定数を４４５名から４９２名に改定する。

  （1959年） 8月10日  土浦地方危険物安全協会が発足する。

10月 1日  南出張所を開設、水槽付消防ポンプ自動車、職員４名を配置する。

12月10日  日本損害保険協会から消防ポンプ自動車が寄贈され、消防署へ配置

 する。

 昭和３５年 6月 1日  消防吏員定数を２７名から３７名に改定する。

  （1960年） 6月 1日  消防吏員１０名を採用する。

 消防団組織を１５箇分団２３部に改編する。

   中城町、佐野子町、飯田町、矢作町の各部を廃止、第７分団第１

   部（虫掛町）へ消防ポンプ自動車を配置、第６分団第３部（真鍋

   町）を第５分団とし、消防ポンプ自動車を更新配置する。

  昭和３６年 4月 1日  救急業務を開始する。

  （1961年） 5月 1日  消防吏員１名を採用する。



8月10日  消防吏員３名を採用する。

9月 7日  救急自動車を消防署へ新規配置する。

 消防ポンプ自動車を第２分団（川口町）へ更新配置する。

11月30日  消防吏員定数を３７名から３９名に改定する。

  昭和３７年 3月 1日  消防吏員１名を採用する。

  （1962年）  三輪ポンプ自動車を第８分団第３部（上高津町）へ配置する。

6月23日  消防吏員１名を採用する。

11月29日  消防吏員定数を３９名から４５名に改定する。

12月 1日  消防吏員３名を採用する。

  昭和３８年 2月22日  消防吏員４名を採用する。

  （1963年） 4月 1日  消防吏員定数を４５名から４７名に改定する。

4月 1日  消防長の階級「消防監補」を「消防監」に改正する。

 初の公設消火栓を設置する。（１０２基）

 消防ポンプ自動車を第９分団（小松町）へ配置する。

 消防ポンプ自動車を第８分団第１部（下高津町）へ配置する。

 三輪ポンプ自動車を第１１分団第２部（西根町）へ配置する。

10月19日  水槽付消防ポンプ自動車を土浦市消防署へ新規配置、旧車両を南出

 張所へ配置替する。

12月 1日  消防吏員１名を採用する。

  昭和３９年 3月25日  消防団員定数を４９２名から４１８名に改定する。

  （1964年） 4月 1日  消防長に色川恵一就任する。（２代）

 地下式消火栓９８基増設する。（計２００基）

7月 1日  消防吏員１名を採用する。

12月25日  消防団員定数を４１８名から３９０名に改定する。

  昭和４０年 2月 8日  消防ポンプ自動車を消防署へ新規配置する。

  （1965年）  県内初の公設火災報知器を設置する。（発信機１００・受信機２）

4月 1日  消防団長に青木利之就任する。（３代）

7月 5日  消防庁舎建設に着工する。

  昭和４１年 2月 7日  新庁舎に移転、１９日竣工式を挙行する。

  （1966年）  3月  消火栓８基を増設する。（真鍋町地内）

4月 1日  消防吏員定数を４７名から５１名に改定する。

4月 1日  消防組織法の改正に伴い、消防本部機構を改組する。

   総務課（庶務係・経理係・機械係）、警防課（予防係・消防係・

   救急係）を新設

4月 5日  消防吏員７名を採用、専任次長制を実施する。

 5月  消防本部連絡用乗用車（プリンスグロリア６４）を配置する。

 6月  消火栓６基を増設する。（田中町）

7月 6日  消防吏員定数を５１名から６７名に改定する。

 8月  荒川沖西区に消防団第１８分団を新設、消防ポンプ自動車を配置す

 る。

10月  国補事業により防火水槽（４０ｔ）３基を増設する。（桜ヶ丘・若

 松町・荒川沖）

10月  消火栓３基を増設する。（上高津町）

12月  消防ポンプ自動車を第８分団へ更新配置する。



 消防ポンプ自動車を第１４分団第２部（沖宿町）へ新規配置する。

  昭和４２年 1月23日  屈折梯子車を土浦市消防署へ新規配置する。

  （1967年）  2月  消火栓６基を増設する。（右籾町・竹ノ入町）

4月 1日  消防吏員１０名を採用する。

 5月  消火栓１基を増設する。（神立町）

 9月  消火栓２基を増設する。（大岩田町）

 防火水槽（６０ｔ・観察池兼用）を上大津東小学校に設置する。

10月  消火栓５基を増設する。（中村１区・永国町）

 消防ポンプ自動車を第１５分団（神立町）へ配置する。

12月  消防ポンプ自動車を第６分団（真鍋町）へ配置する。

  昭和４３年 2月16日  消防吏員３名を採用する。

  （1968年） 4月 1日  消防吏員５名を採用する。｡

5月 1日  消防長に鈴木銀四郎就任する。（３代）

5月 1日  消防吏員１名を採用する。

 9月  消火栓４基を増設する。（大町外）

11月  消火栓６基を増設する。（板谷町外）

12月 3日  土浦地方消防相互応援協定並びに救急業務委託に関する協定を締結

 する。（土浦市・阿見町・新治村・出島村）

 消防ポンプ自動車（Ａ２級）を第５分団及び第１０分団へ更新配置

 する。

 救急自動車（ワ－ゲン）を消防署へ配置する。

 指令車（ジ－プ）を消防署へ配置する。

 消火栓２基を増設する。（中高津町外）

 県費補助により防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（荒川沖町外）

  昭和４４年 3月28日  土浦地方消防相互応援協定並びに救急業務委託に関する協定を締結

  （1969年）  する。（土浦市・牛久町・桜村・千代田町）

4月 1日  定数条例を全面改正し、消防職員定数を７３名とする。

4月 1日  消防吏員４名を採用する。

4月 1日  消防団長に青木利之再任される。

6月 2日  消防吏員５名を採用する。

7月 1日  消防本部機構を改組する。

   予防課を新設、総務課（庶務係・経理係）予防課（予防係・危険

   物係）警防課（消防係・救急係・機械装備係）にする。

 消火栓８基を増設する。（川口町４基、小岩田町２基、神立町２基）

  昭和４５年 1月 8日  消防ポンプ自動車（Ａ２級）を第１分団及び第３分団へ更新配置す

  （1970年）  る。

 2月  公設火災報知機１２基を増設する。

 2月  県費補助により防火水槽（４０ｔ）３基を増設する｡（手野町・粟野

 町・荒川沖町）

3月26日  消防団を改編、１８箇分団３９０名を２２箇分団３５１名に減員す

 る。

4月 1日  消防職員定数を７３名から７６名に改定する。

4月 1日  消防長に宇ッ木三郎就任する。（４代）

4月 1日  消防吏員６名を採用する。



12月26日  消防ポンプ自動車(Ａ２級)を第４分団及び第１５分団へ更新配置、

 旧車両を第６分団及び第１４分団へ配置替する。

  昭和４６年 3月15日  防火水槽（４０ｔ）３基を増設する。（手野町外）

  （1971年） 3月19日  公設火災報知機１０基を増設する。（真鍋町外）

3月30日  消火栓１８基を増設する。

4月 1日  消防職員定数を７６名から７８名に改定する。

4月 1日  消防吏員３名を採用する。

9月25日  消防団員定数を３５１名から３４２名に改定する。

11月11日  はしご付消防ポンプ自動車（３０ｍ級）を土浦市消防署へ新規配置

 する。

12月16日  消防ポンプ自動車（Ａ２級）を第１７分団へ更新配置する。

  昭和４７年 1月17日  消防ポンプ自動車（Ａ２級）を第２分団へ更新配置する。

  （1972年） 1月24日  消防本部庁舎増築工事を竣工する。

2月 1日  防火水槽（４０ｔ）１基を増設する。（天川町）

2月14日  消火栓１４基を増設する。（川口町外）

2月16日  関彰商事（株）から寄贈された救急自動車(Ａ型)を土浦市消防署へ

 配置する。

2月17日  第６分団車庫を新築する。

2月28日  防火水槽（４０ｔ）１基を増設する。（神立町）

3月31日  救急波専用消防無線電話（１０Ｗ）を設置する。

 （Ｆ３：144.44ＭHz 147.44ＭHz）

4月 1日  消防職員定数を７８名から９３名に改定する。

4月 1日  消防団組織を改編する。

   ３方面隊２２箇分団を３方面隊２１箇分団に、消防団員定数を

   ３４２名から３２７名に改定する。

4月 1日  消防吏員１５名を採用する。

6月10日  第２４分団車庫を改築する。

8月15日  第１６分団車庫を増築する。

8月23日  消防ポンプ自動車（Ａ２級２ｍ級）を第１６分団及び第２６分団へ

 更新配置する。

9月12日  消火栓５基を増設する。（中村町外）

 防火水槽（４０ｔ）１基を増設する。（烏山町）

9月28日  化学消防ポンプ自動車を土浦市消防署へ新規配置する。

  昭和４８年 1月10日  消火栓２基を増設する。（並木町外）

  （1973年） 1月14日  防火水槽（２０ｔ）１基を増設する。（東崎町）

1月31日  第２６分団車庫を新築する。

4月 1日  消防職員定数を９３名から１０６名に改定する。

4月 1日  消防吏員１４名を採用する。

4月 1日  消防団長に宇田川仁就任する。（４代）

5月30日  第１１分団車庫を改築する。

8月18日  消防ポンプ自動車（Ａ２級２ｍ級）を第６分団及び第２７分団へ更

 新配置する。

10月16日  消防ポンプ自動車（Ａ２級２ｍ級）を土浦市消防署へ新規配置する。

11月30日  山之内製薬（株）から寄贈された救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土



 浦市消防署へ新規配置する。

12月 4日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する。（都和町外）

12月21日  水槽付消防ポンプ自動車(8,000ｌ)を土浦市消防署へ新規配置する。

12月25日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する。（永国町外）

  昭和４９年 1月31日  消火栓６基を増設する。（中貫町外）

  （1974年） 2月 6日  防火水槽（４０ｔ）１基を増設する。（荒川沖町）

2月12日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する（並木町外）

3月 1日  土浦ロ－タリ－クラブから寄贈された消防広報車を土浦市消防署に

 配置する。

3月30日  救急指令装置（Ｂ型）を通信指令室へ配置する。

4月 1日  消防職員定数を１０６名から１１６名に改定する。

4月 1日  消防吏員１５名を採用する。

4月 1日  筑南地方広域行政（事）消防本部発足に伴い、桜村との救急業務の

 委託に関する協定を解除する。

7月 1日  消防本部機構を改組する。

   警防課を総務課（庶務係・経理係・施設係）予防課（予防係・危

   険物係・警防係・通信指令室）に統合、南出張所を廃止して荒川

   沖消防署を開設、２課２消防署とし、各消防署に５係（庶務・予

   防・消防・救急・機械）を設置する。

7月29日  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を荒川沖消防署へ新規配置する。

8月29日  消火栓１基を増設する。（右籾町）

8月30日  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を第２３分団へ更新配置する。

9月13日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅱ型）を第２１分団へ更新配置する。

9月30日  防火水槽（４０ｔ）４基を増設する。（千束町外）

 消火栓４基を増設する。（乙戸町外）

11月23日  防火水槽（４０ｔ）１基を増設する。（虫掛町）

11月25日  第２２分団車庫を改築する。

  昭和５０年 2月24日  消火栓４基を増設する。（大手町外）

  （1975年） 4月 1日  消防長事務取扱に土浦市長野口敏雄就任する。

4月 1日  消防吏員８名を採用する。

4月 1日  稲敷地方広域市町村圏（事）消防本部発足に伴い、牛久町との救急

 業務の委託に関する協定を解除する。

5月21日  消防長に飯島一雄就任する。（５代）

7月25日  東京火災海上保険（株）から寄贈された救急自動車（トヨタ２Ｂ型）

 を土浦消防署へ更新配置する。

8月25日  防火水槽（４０ｔ）７基を増設する。（永国町外）

8月29日  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型ホースカー付）を土浦消防署へ新規

 配置する。

8月29日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第１３分団へ更新配置する。

9月 1日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第２８分団へ更新配置する。

10月 1日  消防団員定数を３２７名から３１２名に改定する。

11月21日  消火栓５基を増設する。（真鍋４丁目外）

12月 8日  消防施設整備資金が（株）小網屋から寄付され、査察広報車２台を

 購入、土浦消防署へ配置する。



  昭和５１年 3月31日  神立消防署庁舎建設用地（2,912.07㎡）を神立町に購入する。

  （1976年） 7月15日  ２ヶ年継続事業として、公設火災報知機の廃止が決定、本年度架線

 を撤去する。

7月26日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第１２分団へ更新配置する。

8月 5日  消火栓５基を増設する。（常名町外）

9月30日  第１２分団車庫を増改築する。

11月 1日  消防長に小泉忠就任する。（６代）

12月20日  防火水槽（４０ｔ）７基を増設する。（木田余町外）

  昭和５２年 4月 1日  消防職員定数を１１６名から１１８名に改定する。

  （1977年） 4月 1日  消防吏員１０名を採用する。（実員１１６名）

4月 1日  消防団長に宇田川仁再任される。

4月 1日  消防本部機構を改組する。

   総務課（庶務係・経理係・施設係）、予防課（予防係・危険物係）

   警防課（警防係・通信指令室）に改組する。

8月29日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を荒川沖消防署へ新規配置す

 る。

9月 2日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土浦消防署へ更新配置する。

9月 6日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第５分団へ更新配置する。

9月27日  防火水槽（４０ｔ）７基を増設する。（木田余町外）

10月20日  神立消防署庁舎建設に着工する。

  昭和５３年 1月 6日  消火栓６基を増設する。（中貫町外）

  （1978年） 4月 1日  消防職員定数を１１８名から１２８名に改定する。

4月 1日  消防吏員１１名を採用する。（実員１２６名）

4月 1日  新治広域事務組合消防本部発足に伴い、出島村・新治村・千代田村

 との救急業務の委託に関する協定を解除する。

5月 1日  神立消防署を開設し、職員２１名を配置する。

8月 1日  茨城県救急医療情報コントロ－ルシステム地域情報本部（ディスプ

 レイ装置）が、稼働開始される。

8月11日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を土浦消防署へ新規配置する。

9月 1日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第２２分団に更新配置する。

12月15日  防火水槽（４０ｔ）９基を増設する。（真鍋町外）

12月28日  （財）日本損害保険協会から寄贈された消防ポンプ自動車（ＢＤ－

 Ⅰ型）を神立消防署へ配置する。

  昭和５４年 2月 5日  消火栓６基を増設する。（神立町外）

  （1979年） 4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１２６名）

6月 3日  第１６分団及び第１７分団車庫を新築する。

8月22日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第１１分団へ更新配置する。

11月 6日  第１４分団詰所を新築する。

12月 4日  第３分団車庫を新築する。

12月18日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（霞ヶ岡町外）

  昭和５５年 1月11日  消火栓８基を増設する。（真鍋町外）

  （1980年） 2月26日  照明救助工作車を土浦消防署へ新規配置する。

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１２７名）

7月 1日  指令車（セドリック）を更新配置する。



10月28日  消防制度化１００周年・市常設消防開設３０周年記念行事を開催、

 「土浦消防３０年のあゆみ」を発刊する。

11月 6日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（真鍋町外）

12月20日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第１４分団へ更新配置する。

12月20日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を荒川沖消防署へ更新配置する。

12月24日  消火栓１３基を増設する。（中村２区外）

  昭和５６年 3月20日  第４分団車庫を改築する。

  （1981年） 3月31日  第２３分団車庫を新築する。

4月 1日  消防団長に宇田川仁再任される。

9月19日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（並木３丁目外）

9月30日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を神立消防署へ更新配置する。

10月 1日  阿見町消防本部発足に伴い、阿見町との救急業務の委託に関する協

 定を解除する。

12月20日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を第２４分団へ更新配置する。

12月26日  第１５分団車庫を新築する。

  昭和５７年 3月24日  消防職員定数を１２８名から１３１名に改定する。

  （1982年） 3月30日  消火栓１７基を増設する。（城北町外）

3月30日  常磐自動車道（柏・千代田石岡インターチェンジ間）開通に伴い、

 常磐自動車道消防協議会加入機関（柏市・守谷町・谷和原村・伊奈

 村・谷田部町・桜村・新治村・千代田村・常総地方広域市町村圏事

 務組合）と消防相互応援協定を締結する。

3月30日  土浦市消防協会が解散する。

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１２７名）

4月 1日  消防長に池野辺績就任する。（７代）

5月 1日  並木町婦人消防クラブが発足する。

5月30日  水防用アルミボ－ト（折たたみ式）１艇を土浦消防署へ新規配置す

 る。

9月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１３０名）

9月 1日  土浦消防署並木出張所を開設する。

　 職員８名、救急自動車（２Ｂ型）を新規配置、消防ポンプ自動車

   （Ａ２級）を荒川沖消防署から配置替

9月16日  連絡車（サニー）を消防本部へ配置する。

12月 7日  １５ｍ級屈折梯子付消防ポンプ自動車を土浦消防署へ更新配置する。

12月11日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第３分団へ更新配置する。

  昭和５８年 1月14日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（真鍋４丁目外）

  （1983年） 3月 1日  中村町５区婦人防火クラブが発足する。

3月31日  消火栓１２基を増設する。

4月 1日  消防職員定数を１３１名から１３９名に改定する。

10月 1日  消防吏員６名を採用する。（実員１３６名）

11月15日  土浦消防署南分署用水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を新規購

 入する。

12月22日  土浦消防署南分署を開設し、職員８名を配置する。

  昭和５９年 1月 1日  筑南地方広域行政事務組合（筑波町・大穂町・豊里町・谷田部町・

  （1984年）  茎崎町・桜村）と消防相互応援協定を締結する。



1月26日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（中高津１丁目外）

1月31日  広報車（サニー）を土浦消防署南分署へ配置する。

2月24日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１分団へ更新配置する。

3月20日  昭和５７年３月３０日付締結した常磐自動車道柏・千代田・石岡イ

 ンターチェンジ間における消防相互応援協定を廃止し、新たに常磐

 自動車道柏・那珂インターチェンジ間における消防相互応援協定を

 ２２市町村と締結する。

3月31日  消火栓９基を増設する。（大岩田町外）

4月 1日  消防職員定数を１３９名から１４５名に改定する。

4月 1日  消防吏員５名を採用する。（実員１４０名）

4月 1日  消防長の階級を「消防監」から「消防正監」に改正する。

4月 1日  茨城県防災行政無線が配置され、稼働開始する。

8月 8日  （財）日本消防協会から寄贈された緊急給水用ろ過器１基を消防本

 部へ配置する。

9月28日  白帆幼稚園幼年消防クラブが発足する。

10月 1日  消防吏員５名を採用する。（実員１４５名）

11月25日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。

11月30日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を土浦消防署並木出張所へ更

 新配置する。

  昭和６０年 2月26日  化学消防ポンプ自動車（Ⅳ型）を神立消防署へ更新配置する。

  （1985年） 3月 4日  消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）を土浦消防署へ更新配置する。

3月 5日  第１分団車庫を新築する。

3月23日  第２分団車庫を新築する。

3月29日  消火栓８基を増設する。（並木５丁目外）

4月 1日  消防職員定数を１４５名から１４７名に改定する。

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１４６名）

4月 1日  消防本部機構を整備する。

   警防課より通信指令室を分離独立、新たに警防課に救急救助係を

   設置、３課１室７係とする。

4月 1日  消防団長に中桐勝太郎就任する。（５代）

6月30日  査察広報車（サニ－）を土浦消防署へ更新配置する。

10月 1日  （財）国際科学技術博覧会協会から水槽付消防ポンプ車（水Ⅰ－Ｂ

 型）が寄贈され、神立消防署へ配置する。

11月 8日  防火水槽（４０ｔ）９基を増設する。（並木四丁目外）

  昭和６１年 3月 4日  消火栓７基を増設する。（桜ケ丘町外）

  （1986年） 3月15日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を荒川沖消防署へ更新配置する。

4月 1日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土浦消防署へ更新配置する。

4月 1日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第４分団へ更新配置する。

4月30日  資材搬送車（３ｔ）を土浦消防署へ新規配置する。

5月 2日  （財）国際科学技術博覧会協会から消防救急指令装置（Ａ型）が寄

 贈され、通信指令室へ更新配置する。

5月 8日  水防用アルミボ－ト（折たたみ式）１艇を土浦消防署へ増強配置す

 る。

11月28日  防火水槽（４０ｔ）７基を増設する。（大岩田町外）



  昭和６２年 3月 9日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１７分団へ更新配置する。

  （1987年） 3月12日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型  ８，０００㍑）を土浦消防署

 へ更新配置する。

3月19日  携帯用無線機（１Ｗ）を土浦消防署及び荒川沖消防署へ更新配置す

 る。

3月29日  （社）日本損害保険協会から救急普及啓発広報車が寄贈され、消防

 本部へ配置する。

3月31日  消火栓９基を増設する。（荒川沖東二丁目外）

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１４７名）

4月 1日  消防長に幕内章就任する。（８代）

5月25日  救急情報テレフォンサービスを運用開始する。

6月26日  査察広報車（カローラ）を荒川沖消防署へ更新配置する。

8月26日  救急心電図無線電送システムを運用開始する。

9月 1日  河川流域総合情報システム運用端末装置を設置する。

10月26日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署へ更新配置する。

11月12日  防火水槽（４０ｔ）８基を増設する。（天川一丁目外）

  昭和６３年 2月15日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第２分団及び第１６分団へ更新

  （1988年）  配置する。

3月15日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を荒川沖消防署へ更新配置する。

3月31日  消火栓１０基を増設する。（下高津二丁目外）

6月17日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第２６分団へ更新配置する。

8月31日  消火栓６基を増設する。（城北町外）

10月 5日  はしご付消防ポンプ自動車（３５ｍ級）を土浦消防署へ更新配置す

 る。

10月31日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を神立消防署へ更新配置する。

   平成元年 2月28日  防火水槽（４０ｔ）１０基を増設する。（永国町外）

  （1989年） 2月28日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を神立消防署へ更新配置する。

3月31日  土浦市防災行政無線を運用開始する。

3月31日  茨城県広域消防相互応援協定を締結する。

3月31日  救急波無線基地局を更新する。

4月 1日  消防団長に高木彬就任する。（６代）

4月 2日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土浦消防署並木出張所へ更新配置す

 る。

6月22日  査察広報車（サニー）を神立消防署へ更新配置する。

8月 9日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第６分団、第２３分団及び第２

 ７分団へ更新配置する。

12月21日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を荒川沖消防署へ更新配置す

 る。

   平成２年 3月28日  防火水槽（４０ｔ）７基を増設する。（並木四丁目外）

  （1990年） 3月29日  消火栓１０基を増設する。（神立中央一丁目外）

3月31日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土浦消防署並木出張所へ更新配置す

 る。

3月31日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を神立消防署へ更新配置する。

4月 1日  消防職員定数を１４７名から１５１名に改定する。



4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１４９名）

5月30日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１３分団及び第２１分団へ更

 新配置する。

9月24日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署へ更新配置する。

10月 5日  老人緊急通報システムを運用開始する。

11月 9日  市制施行５０周年・常設消防発足４０周年記念行事を開催する。

 「消防のあゆみ」を発刊する。

12月14日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を土浦消防署へ更新配置する。

12月20日  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を土浦消防署南分署へ更新配置する。

   平成３年 3月15日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（手野町外）

  （1991年） 3月20日  消火栓１０基を増設する。（木田余町外）

3月30日  気象観測（風向・風速）装置を通信指令室へ更新配置する。

3月31日  第２１分団車庫を新築する。

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５１名）

8月15日  救急救命士法（平成３年法律第３６号）が施行される。

10月17日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署へ更新配置する。

   平成４年 1月18日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（東真鍋町外）

  （1992年） 2月14日  指令車（クラウン）を消防本部へ更新配置する。

3月 9日  消火栓１０基を増設する。（東中貫町外）

3月10日  第１２分団及び第２２分団車庫を新築する。

3月31日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１２分団及び第２８分団へ更

 新配置する。

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５２名）

4月 1日  特別救助隊専任隊を設置する。

4月 1日  消防本部機構を整備する。

   警防課に消防団係を新設、警防課から救急救助係が分離独立、救

   急救助課（救急係・救助係）を新設、４課１室９係とする。

   消防署に救助係を新設し、６係とする。

5月18日  連絡車（サニー）を消防本部へ更新配置する。

6月11日  並木出張所（６９６.２８㎡）が敷地移管により敷地面積１,４４７

 ㎡となる。

7月30日  土浦市防火管理協会が発足する。

11月19日  救急救命士が誕生する。

11月20日  高規格救急自動車（トヨタ）を土浦消防署へ新規配置する。

11月20日  自動車電話を土浦消防署及び神立消防署の救急自動車へ設置、運用

 開始する。

12月 1日  高度救急業務を開始する。

12月22日  救助工作車（Ⅱ型）を土浦消防署へ新規配置する。

   平成５年 3月10日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署へ更新配置する。

  （1993年） 3月11日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（下高津二丁目外）

3月12日  第２７分団車庫を新築する。

3月16日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第５分団へ更新配置する。

3月19日  消火栓５基を増設する。（中高津二丁目外）

4月 1日  消防吏員４名を採用する。（実員１５５名）



4月 1日  消防団長に松本好祐就任する。（７代）

7月 8日  小型消防艇「かすみ」を土浦消防署へ新規配置する。

8月 8日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第２２分団へ更新配置する。

10月 8日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署及び並木出張所へ更新配置

 する。

10月28日  自動車電話を南分署、並木出張所及び荒川沖消防署の救急自動車へ

 設置、運用開始する。

11月29日  消防無線基地局に全国波を導入、運用開始する。

   平成６年 3月23日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を土浦消防署南分署へ更新配

  （1994年）  置する。

3月24日  消火栓１０基を増設する。（白鳥町外）

 防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（木田余外）

3月25日  第５分団車庫を新築する。

4月 1日  消防吏員１名を採用する。（実員１５５名）

6月 1日  土浦市幼少年婦人防火委員会が発足する。

   平成７年 2月 3日  消火栓１０基を増設する。（沖宿町外）

  （1995年） 2月14日  高規格救急自動車（トヨタ）を荒川沖消防署へ新規配置する。

2月20日  車載型無線機（１０Ｗ）７基を土浦消防署、神立消防署及び並木出

 張所へ更新配置する。

2月20日  携帯用無線機（１０Ｗ）７基を通信指令室及び南分署へ更新配置す

 る。

3月15日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１１分団へ更新配置する。

3月15日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（手野町外）

3月15日  第２６分団車庫を新築する。

4月 1日  消防長に成嶋耀就任する。（９代）

9月 5日  緊急消防援助隊に登録される。（救急部隊）

10月24日  車載型無線機（１０Ｗ）４基を土浦消防署、荒川沖消防署及び神立

 消防署へ更新配置する。

10月24日  可搬型無線機（１０Ｗ）１基を通信指令室へ更新配置する。

10月24日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を通信指令室及び荒川沖消防署へ更新配

 置する。

12月12日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１４分団へ更新配置する。

   平成８年 2月 2日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を土浦消防署へ更新配置する。

  （1996年） 2月13日  第２８分団車庫を新築する。

2月15日  高規格救急自動車（トヨタ）を神立消防署へ新規配置する。

2月22日  消火栓１０基を増設する。（笠師町外）

3月15日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（荒川沖南区外）

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１５５名）

5月22日  連絡車（ニッサンＡＤバン）を消防本部へ更新配置する。

8月 7日  可搬式小型消防ポンプ（トーハツＶ２０ＣＳ）１台を土浦消防署へ

 新規配置する。

9月 4日  携帯電話（震災対策用）７台を新規購入する。

11月28日  車載型無線機（１０Ｗ）２基を土浦消防署及び神立消防署へ更新配

 置する。



11月28日  可搬型無線機（１０Ｗ）３基を通信指令室、荒川沖消防署及び神立

 消防署へ更新配置する。

11月28日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を通信指令室及び土浦消防署へ更新配置

 する。

12月20日  震災対策用資器材（エンジンカッター、バール等）を各消防署所及

 び各分団へ新規配置する。

12月25日  震災対応型査察広報車（イスズＲＶ）を土浦消防署へ新規配置する。

   平成９年 2月20日  震災対応型高規格救急自動車（トヨタ４ＷＤ）を南分署へ新規配置

  （1997年）  する。

3月10日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第２４分団へ更新配置する。

3月18日  消火栓１０基を増設する。（白鳥町外）

3月27日  削岩機（マルゼンＭＭ－７８）１機を神立消防署へ新規配置する。

3月28日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（立田町外）

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１５６名）

4月 1日  消防団長に松本好祐再任される。

6月30日  消防職員定数を１５１名から１５６名に改定する。

7月28日  車載型無線機（１０Ｗ）１基を神立消防署へ更新配置し、携帯用無

 線機（１Ｗ）２基を土浦消防署及び神立消防署へ更新配置する。

12月22日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を神立消防署へ更新配置する。

  平成１０年 3月24日  高規格救急自動車（トヨタ）を並木出張所へ新規配置する。

  （1998年） 3月25日  防火水槽（４０ｔ）４基を増設する。（荒川沖南区外）

 消火栓１５基を増設する。（菅谷町外）

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５６名）

4月 1日  消防本部機構を整備する。

　 総務課の経理係と施設係を統合し財務係、救急救助課の救急係と

　 救助係を統合し救急救助係とする。

　 消防署の救急係と救助係を統合し救急救助係とする。

10月26日  携帯用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署及び神立消防署へ更新配置

 する。

10月26日  震災対策用資器材（可搬式小型消防ポンプ、チェーンソー、発電機、

 ガス検知器等）を各消防署所及び各分団へ新規配置する。

  平成１１年 1月13日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（並木五丁目外）

  （1999年） 2月 8日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第３分団へ更新配置する。

2月28日  水槽付消防ポンプ自動車（水－Ⅱ型）を土浦消防署並木出張所へ更

 新配置する。

3月24日  消火栓１０基を増設する。（沖宿町外）

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５６名）

4月 1日  消防長に宮本満雄就任する。（１０代）

11月20日  卓上型消防用基地局（１０Ｗ）１基を通信指令室へ更新配置、携帯

 用無線機（１Ｗ）２基を土浦消防署へ更新配置する。

  平成１２年 1月19日  高規格救急自動車（トヨタ）を土浦消防署へ更新配置する。

  （2000年） 2月 8日  防火水槽（４０ｔ）５基を増設する。（大字小山崎外）

2月 9日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１分団へ更新配置する。

3月10日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を荒川沖消防署へ更新配置する。



3月10日  第１７分団車庫を新築する。

3月17日  消火栓１０基を増設する。（荒川沖南区外）

4月 1日  消防団長に渡邊忠就任する。（８代）

9月19日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１５分団へ更新配置する。

12月19日  通信指令室の救急基地局（１０Ｗ）を更新配置、携帯無線機（１Ｗ）

 １基を土浦消防署へ更新配置する。

  平成１３年 2月26日  はしご付消防ポンプ自動車（１８ｍ級）を土浦消防署へ更新配置す

  （2001年）  る。

3月15日  風向風速計を荒川沖消防署へ更新配置する。

3月15日  消火栓１０基を増設する。（大字右籾外）

3月22日  防火水槽（４０ｔ）４基を増設する。（大字佐野子外）

4月 1日  消防長に飯田雅男就任する。（１１代）

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５２名）

5月18日  資材搬送車（ミツビシ）を消防本部へ新規配置する。

8月27日  査察広報車（ミツビシ）を土浦消防署へ更新配置する。

12月28日  水難救助用ゴムボート（かすみ２）１艇を土浦消防署へ更新配置す

 る。

  平成１４年 3月15日  消火栓１０基を増設する。（粟野町外）

  （2002年） 3月26日  防火水槽（４０ｔ）３基を増設する。（田村町外）

3月27日  水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型  ８，０００㍑）を土浦消防署へ

 更新配置する。

3月29日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第４分団へ更新配置する。

4月 1日  消防吏員３名を採用する。（実員１５４名）

4月 1日  マイクロバス（ミツビシ）が消防本部へ移管される。

7月 5日  土浦市防火管理協会から寄贈された連絡車（スズキ）を消防本部に

 配置する。

11月 6日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第１７分団へ更新配置する。

12月 3日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を神立消防署へ更新配置する。

  平成１５年 1月30日  第２３分団車庫を新築する。

  （2003年） 3月12日  消火栓６基を増設する。（神立町外）

3月19日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する。（西根南三丁目外）

4月 1日  消防吏員２名を採用する。（実員１５５名）

4月 1日 （財）日本消防協会から寄贈された指令車（ミツビシ）を土浦消防署

 に配置する。

11月19日  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を第２分団，第１６分団へ更新配置

 する。

12月18日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する。（田中町外）

  平成１６年 1月15日  第１１分団車庫を新築する。

  （2004年） 3月29日  消火栓７基を増設する。（富士崎一丁目外）

4月 1日  消防吏員４名を採用する。（実員１５５名）

5月26日  連絡車（ホンダ）を消防本部へ更新配置する。

平成１７年 2月 3日  防火水槽（４０ｔ）２基を増設する。（矢作町外）



（2005年） 2月10日  通信指令棟竣工する。

2月28日  高規格救急自動車（トヨタ）を荒川沖消防署へ更新配置する。

3月23日  消火栓１０基を増設する。（神立東一丁目外）

3月25日  消防ポンプ自動車（CD-1型）を第２６分団へ更新配置する。

4月 1日  消防長に篠﨑民雄就任する。（１２代）

4月 1日  消防吏員８名を採用する。（実員１５５名）

4月 1日  新消防緊急通信指令システムを運用開始する。

4月 1日  連絡車（トヨタ）を消防本部へ移管配置する。

5月24日  連絡車（日産）を消防本部へ更新配置する。

6月16日  消火栓１０基を増設する。（東真鍋町他）

平成１８年 1月18日  高規格救急自動車（トヨタ）を神立消防署へ更新配置する。

（2006年） 2月14日  消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型)を第６分団,第２７分団へ更新配置する。

2月20日  土浦市に新治村が編入する。

2月20日  合併により消防職員の定数を１５６名から１８５名に改定する。

2月20日  合併により消防吏員２５名を採用する。（実員１８０名）

2月20日  広報車（クラウン）を並木出張所へ新規配置する。

2月20日  消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）を新治消防署へ非常用予備車配置する。

3月10日  水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型  ２，０００㍑）を荒川沖消防署へ

 更新配置する。



消 防 本 部 〒300-0045 ＴＥＬ　０２９（８２１）０１１９（代）

土浦市文京町１番４６号 ＦＡＸ　０２９（８２５）３１６６

土 浦 消 防 署 〒300-0045 ＴＥＬ　０２９（８２１）０１１９（代）

土浦市文京町１番４６号 ＦＡＸ　０２９（８２５）３１６６

南 分 署 〒300-0832 ＴＥＬ　０２９（８２３）０１１９（代）

土浦市桜ヶ丘町１３番１号 ＦＡＸ　０２９（８２６）１５６５

並 木 出 張 所 〒300-0068 ＴＥＬ　０２９（８２４）０１１９（代）

土浦市西並木町３５８０番地の１ ＦＡＸ　０２９（８２６）１５６７

荒 川 沖 消 防 署 〒300-1175 ＴＥＬ　０２９（８４１）０１１９（代）

土浦市中荒川沖町２７番１２号 ＦＡＸ　０２９（８４１）１３４４

神 立 消 防 署 〒300-0011 ＴＥＬ　０２９（８３１）０１１９（代）

土浦市神立中央五丁目３２番６号 ＦＡＸ　０２９（８３１）２７０６

新 治 消 防 署 〒300-4111 ＴＥＬ　０２９（８６２）４５７７（代）

土浦市大畑４６番地 ＦＡＸ　０２９（８６２）５１１０

土 浦 市 消 防 年 報

                平成１７年版

　発　　行　平 成１８年 ４月

土 浦 市 消 防 本 部   　

──  消防機関の所在地  ──


